
音Ⅰ 027-902

令和８年度 高等学校用教科書 音楽Ⅰ
27 教芸 （令和８教　内容解説資料）

新しく生まれ変わりました !

読譜力を身に付けるために、12 の小曲を掲載しました。機械的に練
習するのではなく、音楽的感性を養いながら取り組める、完成度の
高い曲を取りそろえました。ピアノ伴奏音源もあります。

『高校生の音楽 ２』で好評をいただいている特集です。《翼をください》《魔
法みたいに》《ひまわりの約束》《ばらの花》について、リズム、メロディー、
コード進行の特徴に注目して、楽曲の魅力により深く迫ります。

世界中で広く歌われているこの曲を、英語、韓国語、中国語、イタリ
ア語、ドイツ語、フランス語で掲載しました。外国語歌曲に取り組む
準備として、また国際交流イベントなどで活用することもできます。

８小節のメロディーをもとに、斉唱から輪唱、混合二部合唱、混声三部
合唱、混声四部合唱へと変化していく作品です。さまざまな形態の豊か
な響きをこの一曲で味わうことができます。発声練習としても最適です。

授業の始まりと終わりに、生徒に「おじぎのコード」を弾いてもらい
ましょう。C → G → C だけでなく、C → F → C や C → G → Am など
にアレンジすることで、楽しみながらコードに親しむことができます。

F. ソルや A. カーノによるクラシック・ギターの初心者向け定番曲を
掲載しました。クラシック・ギターならではの響きを味わいながら、
練習に取り組むことができます。

「トニック」「ドミナント」「サブドミナント」の各機能を学び、西洋
音楽における和音進行の基礎を理解するページです。創作はもちろ
ん、歌唱、器楽、鑑賞などの学びをより深めることができます。

どの楽器も、すでに旋律を知っていて音を鳴らしながら探り弾きが
できる曲、楽器の魅力を味わえるやや難易度の高い曲を掲載し、楽
器に初めて触れる生徒でも、無理なく取り組めるようにしました。

「世界のさまざまな音楽（21 種）」「信仰と音楽（５種）」「物語と音楽
（７種）」「ジャワ・ガムランについて学ぼう」「音楽旅行記（ボリビア）」
など、多様なアプローチで世界中の多彩な音楽を掲載しました。

実際に声を出す活動を通して、各種目の代表的な旋律やリズムを覚
えます。それが鑑賞の際の軸となって活動をさらに有意義なものに
し、実感を伴いながら各種目の音楽の特徴を学ぶことができます。

好評をいただいている「西洋音楽史」をさらに充実させました。各
時代の音楽的特徴を捉えやすい定番曲を厳選し、全 30 曲を鑑賞教材
として掲載し、時代と作品との関連を分かりやすく示しました。

原語歌詞の朗読、リズム読み、ピアノ伴奏はもちろん、器楽教材の
範奏動画、世界の諸民族の音楽の動画資料、日本の伝統音楽の手本
動画など、さまざまなコンテンツを充実させました。

「楽譜を読もう」新設！

「ポピュラー音楽探求」新設！

《Happy Birthday to You》を６か国語で掲載！

新曲《ハルモニア・ステップス》！

「おじぎのコードを弾こう」新設！

クラシック・ギターのための曲を掲載！

「和音の進行って何？」新設！

箏、篠笛、三味線、三線の器楽教材を掲載！

世界の諸民族の音楽が充実！

雅楽、能、歌舞伎を体験し、鑑賞の軸をつくる！

西洋音楽の鑑賞教材が充実！

二次元コードコンテンツが充実！
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『高校生の音楽』は、

「人生を豊かにする教科書」であることを

コンセプトに編集しています。

 他者と声を合わせて歌う

 よりよい演奏をするために試行錯誤する

 音楽の仕組みを理解しながら作品をつくる

 一つの作品を深く味わう

 世界のさまざまな音楽のあり方に触れる

これらの活動を通して

音楽の多様な価値を見いだすことで、

この教科書に出会った人それぞれの人生が、

少しでも豊かになるよう工夫しています。
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〈ラ・カンパネッラ〉の演奏篠笛の範奏動画
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翼をください ５人組のフォーク・グループ「赤い鳥」が1971年に発表した。
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●斉唱、混声二部合唱、混声三部合唱の響きの違いを感じ取り、それぞれの部分にふさわしい表現を工夫して歌おう。
●Aメロとサビのリズムの違いを感じ取り、それぞれにふさわしい表現を工夫しよう。
●この曲が発表された当時の日本の社会について調べ、歌詞との関わりについて考えよう。
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発声練習をしよう

練習曲第１番 19世紀から使われている声楽のための練習曲集『コンコーネ50番』の第１曲。

❷息の流れを安定させて、響きを保ちながら歌おう。

❸２つのグループに分かれて互いの声をよく聴き合いながら、ピッチや音色をそろえて歌おう。

G. コンコーネ 作曲／野
の

田
だ

 学
がく

 編曲
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●曲にふさわしい発声を意識して、「A」「Ma」「Sa」「Na」「Lo」など、さまざまな発音で歌おう。
●小音符で示された下声部を加え、互いの声をよく聴き合いながら、ピッチや音色をそろえて歌おう。

長くのばして

母音を変化させながら同音で

同じ音高で 一方のグループは順次進行で

順次進行で

跳躍進行で

短く鋭い音色で

②③の練習では、下の要素
を加えたり変化させたりし
て、さまざまな響きの違い
を確かめながら歌おう。

音高 母音 子音

強弱 速度 拍子

スタッカート アクセント

リズム

❶音色や強さを保ちながら息を吐こう。音楽って何だろう？　ポピュラー音楽探求P.12
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例：《翼をください》

例：ギター

フレット
フレット

3：第１弦３フレット
0：第２弦開放
0：第３弦開放

第６弦３フレット

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

細（高）

太（低）

第
６
弦

第
５
弦
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４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

開放弦の音

pima

①音
おん
叉
さ
やピアノなどを使って、第 5弦をA( ラ ) の音に合わせる。

②第 5弦 5フレットを押さえてD( レ ) の音を出し、それに第 4弦を合わせる。
③第 4弦 5フレットを押さえてG( ソ ) の音を出し、それに第 3弦を合わせる。
④第 3弦 4フレットを押さえて B( シ ) の音を出し、それに第 2弦を合わせる。
⑤第 2弦 5フレットを押さえて E( ミ ) の音を出し、それに第 1弦を合わせる。
⑥第 1弦の 2オクターヴ下の E( ミ ) に第 6弦を合わせる。

ギターの演奏には、TAB 譜と呼ばれる
記譜法がよく使われる。6 本の横線は
ギターの各弦を表し、数字は押さえる
フレット番号を示している。音の長さや
休符は五線譜と同じように表される。

チューニングにはさまざまな方法があるが、ここでは以下の手順でチューニングしよう。

フィンガー・ボード
（指

し

板
ばん

）

フレット

ナット

ペッグ（糸
いとまき

巻）

サウンド・ホール

ブリッジ（駒
こま

）

ボディー（胴）

ネック（棹
さお

）

ヘッド

チューニング

TAB（タブ）譜の読み方

親指を裏側に置き、手のひらがネックに
触れないようにする。その他の指は、垂
直に立ててフレットの近くを押さえる。

右手は卵を軽く握るような形
にして手首の力を抜き、指を
弦に立てる。

椅
い

子
す

に浅く腰掛けて
背
せ

筋
すじ

を伸ばす。

左足の太
ふと

腿
もも

にボディーの
くぼみをのせる。

ヘッドは目の高
さにし、肩より
下げない。

足台を用いる。

ギターの直接の起源と考えられるものが初めて記録に登場するのは13世紀のことである。現在のク
ラシック・ギターは19世紀末にスペインで開発・改良されたものである。20世紀になると、さま
ざまな種類のギターが開発され、ジャズやロックなど幅広いジャンルで用いられるようになった。

※ 本書の楽譜に示した指番号、指記号はあくまでも参考である。　
表現したい音色をイメージしながら、さまざまな指遣

づか
いを試そう。

各部の名称

左手の指番号 右手の指記号

構え方

ギター

解
説
・
演
奏

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

Ⓔ

ピアノ伴奏に合わせ、Ⓐ〜Ⓔの《練習曲》を弾こう。

第1弦の開放弦

第3弦の開放弦
第2弦の開放弦

第6弦の開放弦 第5弦の開放弦

第4弦の開放弦

ギ
タ
ー

左手の指番号

野
の

田
だ

 学
がく

 作曲

ピ
ア
ノ
伴
奏
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（教科書 P.71）

STEP ① 開放弦で弦のはじき方を練習する曲

コード表P.68

コード表P.68

練習曲 イ短調 19世紀にスペインで作曲家やギタリストとして活躍したカーノによる練習曲。

A. カーノ 作曲

いつも何度でも 2001年に公開されたアニメ映画『千と千
ち

尋
ひろ

の神隠し』の主題歌。
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 弓
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 作曲／苣
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き

宏
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幸
ゆき

 編曲

Take Me Home, Country Roads（カントリー・ロード） アメリカのカントリー・ミュージック。日本では1995年公開の
アニメ映画『耳をすませば』で使用され、知名度が高まった。

B. ダノフ、T. ニヴァート、J. デンヴァー 作詞・作曲／石
いし

桁
けた

冬
ふゆ

樹
き

 編曲

伴奏例１

伴奏例２

●右の伴奏例を参考にしてギターで弾き歌いをしよう。

●右の伴奏例を参考にしてギターで弾き歌いをしよう。

伴奏例２

伴奏例１

伴奏例３

練習曲第 1 番 ハ長調 18世紀末から19世紀前半にスペインとフランスを中心に
作曲家やギタリストとして活躍したソルによる《初心者のための25の練習曲》の第１曲。

F. ソル 作曲

●ギターの音色や、音の重なりを楽しみながら演奏しよう。

●声部の役割を理解して表現を工夫しよう。

3の指をスライドさせる

押さえた指を離さず長さを保って

ギ
タ
ー

ギ
タ
ー
弾
き
歌
い

カントリーP.147

72 73
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STEP ③ 音色を楽しみながら演奏する単旋律の曲
コード表P.68

コード表P.68

練習曲 イ短調 19世紀にスペインで作曲家やギタリストとして活躍したカーノによる練習曲。

A. カーノ 作曲

いつも何度でも 2001年に公開されたアニメ映画『千と千
ち

尋
ひろ

の神隠し』の主題歌。
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Take Me Home, Country Roads（カントリー・ロード） アメリカのカントリー・ミュージック。日本では1995年公開の
アニメ映画『耳をすませば』で使用され、知名度が高まった。

B. ダノフ、T. ニヴァート、J. デンヴァー 作詞・作曲／石
いし

桁
けた

冬
ふゆ

樹
き

 編曲

伴奏例１

伴奏例２

●右の伴奏例を参考にしてギターで弾き歌いをしよう。

●右の伴奏例を参考にしてギターで弾き歌いをしよう。

伴奏例２

伴奏例１

伴奏例３

練習曲第 1 番 ハ長調 18世紀末から19世紀前半にスペインとフランスを中心に
作曲家やギタリストとして活躍したソルによる《初心者のための25の練習曲》の第１曲。

F. ソル 作曲

●ギターの音色や、音の重なりを楽しみながら演奏しよう。

●声部の役割を理解して表現を工夫しよう。

3の指をスライドさせる

押さえた指を離さず長さを保って

ギ
タ
ー

ギ
タ
ー
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い
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STEP ④ 表現を工夫できる、やや難易度の高い曲

フレット
フレット

3：第１弦３フレット
0：第２弦開放
0：第３弦開放

第６弦３フレット

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦
第５弦
第６弦

細（高）

太（低）

第
６
弦

第
５
弦
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弦
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弦
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１
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G
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C

開放弦の音

pima

①音
おん
叉
さ
やピアノなどを使って、第 5弦をA( ラ ) の音に合わせる。

②第 5弦 5フレットを押さえてD( レ ) の音を出し、それに第 4弦を合わせる。
③第 4弦 5フレットを押さえてG( ソ ) の音を出し、それに第 3弦を合わせる。
④第 3弦 4フレットを押さえて B( シ ) の音を出し、それに第 2弦を合わせる。
⑤第 2弦 5フレットを押さえて E( ミ ) の音を出し、それに第 1弦を合わせる。
⑥第 1弦の 2オクターヴ下の E( ミ ) に第 6弦を合わせる。

ギターの演奏には、TAB 譜と呼ばれる
記譜法がよく使われる。6 本の横線は
ギターの各弦を表し、数字は押さえる
フレット番号を示している。音の長さや
休符は五線譜と同じように表される。

チューニングにはさまざまな方法があるが、ここでは以下の手順でチューニングしよう。

フィンガー・ボード
（指

し

板
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）

フレット

ナット

ペッグ（糸
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巻）

サウンド・ホール

ブリッジ（駒
こま

）

ボディー（胴）

ネック（棹
さお

）

ヘッド

チューニング

TAB（タブ）譜の読み方

親指を裏側に置き、手のひらがネックに
触れないようにする。その他の指は、垂
直に立ててフレットの近くを押さえる。

右手は卵を軽く握るような形
にして手首の力を抜き、指を
弦に立てる。

椅
い

子
す

に浅く腰掛けて
背
せ
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を伸ばす。

左足の太
ふと

腿
もも

にボディーの
くぼみをのせる。

ヘッドは目の高
さにし、肩より
下げない。

足台を用いる。

ギターの直接の起源と考えられるものが初めて記録に登場するのは13世紀のことである。現在のク
ラシック・ギターは19世紀末にスペインで開発・改良されたものである。20世紀になると、さま
ざまな種類のギターが開発され、ジャズやロックなど幅広いジャンルで用いられるようになった。

※ 本書の楽譜に示した指番号、指記号はあくまでも参考である。　
表現したい音色をイメージしながら、さまざまな指遣

づか
いを試そう。

各部の名称

左手の指番号 右手の指記号

構え方

ギター

解
説
・
演
奏

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

Ⓔ

ピアノ伴奏に合わせ、Ⓐ〜Ⓔの《練習曲》を弾こう。

第1弦の開放弦

第3弦の開放弦
第2弦の開放弦

第6弦の開放弦 第5弦の開放弦

第4弦の開放弦

ギ
タ
ー

左手の指番号
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STEP ② 第 1 〜３弦で弦の押さえ方を練習する曲

原語歌詞の朗読

教材性の高い定番曲を厳選
　幅広いジャンルから教材性の高い定番曲を厳選して多数掲載しています。

各教材に学びのヒントを掲載
　さまざまな視点から一つの作品にアプローチできるよう、各教材に学びのヒントを掲載しています。

スモール・ステップを意識
　小さな達成感を積み重ねられるよう、スモール・ステップを意識した構成にしています。

音楽の魅力や不思議に迫る「音楽って何だろう？」
　音楽そのものの魅力や不思議に、さまざまな視点から迫るシリーズをさらに充実させました。

二次元コードコンテンツの充実
　ピアノ伴奏、原語歌詞の朗読やリズム読み、器楽教材の範奏動画をはじめ、授業に役立つコンテンツをさらに充実させました。

特徴

特徴

特徴

特徴

特徴

1

2

3

4

5

3



読譜力を身に付けるために、12 の小曲を掲載しました。
機械的に練習するのではなく、音楽的感性を養いながら取り組める、完成度の高いものを取りそろえました。
それぞれ拍子、速度、調、強弱、曲調などが異なるため、表現を工夫しながら読譜力を身に付けることができます。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
伴
奏

●場面を想像して、どのような声の音色がふさわしいか考えて話し合い、表現を工夫しよう。
●互いの声をよく聴き合いながら、各パートの役割を意識して歌おう。

A Whole New World 1992年公開のアニメ映画『アラジン』の主題歌。主人公アラジンが、
王女ジャスミンを魔法のじゅうたんに乗せて連れ出す場面で歌われる。

T. ライス 作詞／湯
ゆ

川
かわ

れい子 日本語詞／A. メンケン 作曲／藤
ふじ

原
わら

嘉
よし

文
ぶみ

 編曲

Happy Birthday to You ヒル姉妹が作詞・作曲した《Good Morning to All》の替え歌。

P.S. ヒル、M.J. ヒル 作曲

さまざまな言語で歌おう

（韓）생
誕生日

일 축
お祝いします
하합니다 사

親愛なる
랑하는 우

私たちの
리○○

（中）祝
祈る

   你
あなた

   生
誕生日
日  快

楽しい
乐

（伊）T
多くの
anti  a

お祝い
uguri  a

〜に
    t
あなた

e.  T
多くの
anti  a

お祝い
uguri  a

〜に
○○ .

（独）Z
〜に
um  G

誕生日
eburtstag  v

多くの
iel  G

幸運
lück.  Z

〜に
um  G

誕生日
eburtstag,  l

親愛なる
iebe（r） ○○ .

（仏）J
幸せな
oyeux a

誕生日
nniversaire, ○○ .

　母語以外の楽曲を歌うときには、その言語の発音の特徴（子音、母音、アクセントなど）を捉えることが重要である。
下の活動を通して、さまざまな言語の特性を理解し、歌唱表現に生かそう。

発音の特徴を捉え、
歌詞を朗読しよう。

発音に注意しながら、
リズム読みをしよう。

歌詞の意味を調べ、
歌詞の内容を理解しよう。

私たちの親愛なる〇〇、誕生日をお祝いします。

あなたの誕生日が楽しいものでありますように。

あなたにたくさんのお祝いを。〇〇にたくさんのお祝いを。

たくさんの幸運を誕生日に。親愛なる〇〇の誕生日に。

〇〇、幸せな誕生日を。

※ドイツ語の「liebe」は相手が女性、「lieber」は男性の場合。

発音や歌詞の意味に注意して、
表現を工夫しながら歌おう。

※カタカナでは各言語の発音を忠実に表現することはできない。本書に振られているカタカナによる読み方はあくまでも参考である。

（英）

ピ
ア
ノ
伴
奏

朗
読
・
リ
ズ
ム
読
み

英
語
の
歌

多
言
語
の
歌

韓国語

（韓）

中国語

（中）

イタリア語

（伊）

ドイツ語

（独）

フランス語

（仏）

英語

24 25

ピアノ伴奏に合わせ、Ⓐ〜Ⓛの楽譜で以下の手順に従って練習しよう。楽譜を読もう
旋律のリズムを手拍子で打とう。 「A」「La」「Mo」など、さまざまな発音で歌おう。
音高を付けずに「ドレミ…」でリズム読みをしよう。
音高を付けて「ドレミ…」で歌おう。

1 4
2

好きな楽器で旋律を演奏しよう。63

音
名

音
符
と
休
符

拍
子

イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ ハ ニ ホ

（シャープ：嬰
えい

記号）…半音高くする　

（フラット：変
へん

記号）…半音低くする　

（ナチュラル：本
ほん

位
い

記号）…もとの高さに戻すラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ
日本式

イタリア式

音符 名前 長さの割合（  を１とした場合） 休符 名前

全　音　符 全　休　符
4

付点 2 分音符 付点 2 分休符3

２ 分 音 符 ２ 分 休 符2

付点 4 分音符  1- 2  付点 4 分休符1

４ 分 音 符 1 ４ 分 休 符

付点 8 分音符 3-4 付点 8 分休符

8 分 音 符 1-2 8 分 休 符

16 分音符 1-4 16 分休符

拍子の種類 単純拍子 複合拍子

2 拍子系

3 拍子系

4 拍子系

用
語
と
記
号

調
号

 ＝　　…１分間に  を 60 回打つ速さ

Largo ラルゴ 幅広く緩やかに

Andante アンダンテ ゆっくり歩くような速さで

Andantino アンダンティーノ Andante よりやや速く

Moderato モデラート 中ぐらいの速さで

Allegro アレグロ 速く

ritardando(rit.) リタルダンド だんだん遅く

奏法

速度 強弱
ピアノ

弱く

メッゾ・ピアノ

少し弱く

メッゾ・フォルテ

少し強く

フォルテ

強く

クレシェンド

だんだん強く

デクレシェンド

だんだん弱く

滑らかに

：長調の主音
 ：短調の主音

スラー

短く切って

スタッカート

目立たせて、
強調して

アクセント

同じ高さの音符を
つなぎ、１つの音に

タイ

長さを
十分に保って

テヌート

ほどよく延ばして

フェルマータ

ホ短調イ短調

ト長調

ロ短調

ニ長調

ニ短調

ヘ長調

ト短調

変ロ長調

●反復の仕方に関するもの

ダ カーポ ダル セーニョ フィーネ

コーダ

（数字は演奏順序）

複縦線
D.C.（始めに戻る）　 D.S.（　に戻る）　 Fine（終わり）

　 （次の　 までとばす）　 Coda（結び）

D.S. al Fine（　に戻りFineまで演奏する）　
ダル セーニョ  アル　フィーネ

ハ長調反
復
記
号

変化記号

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

Ⓔ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓗ

Ⓘ

Ⓙ

Ⓚ

Ⓛ

音楽用語や記号に注意して歌おう。5

ピ
ア
ノ
伴
奏

3 等分
すると

読
譜
練
習 三

み
宅
やけ

悠
ゆう

太
た

 作曲

14 15

無理なく取り組めるよう、スモール・ステップを意識した手順を提示

各曲の読譜に必要な楽典の知識を、ページ下部に提示

豊かな表現を促すピアノ伴奏音源を収録

（教科書 P.14-15）

世界中で広く歌われている曲《Happy Birthday 
to You》を、英語、韓国語、中国語、イタリア語、
ドイツ語、フランス語の歌詞とともに掲載しま
した。外国語による歌曲に取り組む準備として、
また国際交流イベントなどで活用することもで
きます。

『高校生の音楽』は、新しく生まれ変わりました！

「楽譜を読もう」新設！

《Happy Birthday to You》を６か国語で掲載！

11

22

4

（教科書 P.24）



こちらから、
楽曲の一部を視聴いただけます。

基本の８小節のメロディーを繰り返しながら、斉唱から輪唱、混合二部合唱、混声三部合唱、混声四部合唱
へと変化していく作品で、さまざまな形態による豊かな響きをこの一曲で味わうことができます。授業の始
まりに行う発声練習としても最適です。

授業の始まりと終わりに、生徒に
「おじぎのコード」を弾いてもらい
ましょう。
C → G → C だけでなく、C → F → C
や C → G → Am などにアレンジす
ることで、楽しみながらコードに親
しむことができます。

50

ハルモニア・ステップス 一つの旋律をもとに、斉唱から輪唱、混合二部合唱、
混声三部合唱、混声四部合唱へと変化していく作品。

佐
さ

井
い

孝
たか

彰
あき

 作曲

●斉唱、輪唱、合唱（混合二部、混声三部、混声四部）の響きの違いを感じ取りながら、「La」などで歌おう。
●パートどうしで合わせるのが難しいと感じる部分とその理由を話し合い、よりよい表現を目指そう。
●強弱を付けるとしたらどのように付けたらよいか考えて、表現を工夫しよう。

ピ
ア
ノ
伴
奏

M. プレトーリウス 作曲

作曲者不明

輪唱を楽しもう

V
ヴィーヴァ

iva l
ラ

a m
ムーズィカ

usica（音楽バンザイ）

D
ドーナ

ona n
ノービス

obis p
パーチェム

acem（平和をわれらに）

1

1

2

2

3

3

斉唱

輪唱

混合二部合唱

四部合唱

斉
唱
・
輪
唱
・
合
唱

混声三部合唱

混声四部合唱

輪
唱

51

発声練習にも最適な基本の８小節のメロディー

教科書に掲載されているものとは別アレンジによるピアノ伴奏音源を収録

同じコードでも構成音の配置を変えると性格の異なる響きになる。

特に指示がなければ、ルートをベース音に置く。ルート以外の音をベース音に置く場合は、オン・コードで示す。

構成音の配置

ベース音

❷「おじぎのコード」をアレンジして弾き、ニュアンスの違いを感じ取ろう。

ポピュラー音楽などでは、和音を「コード・ネーム」で表す。コード・ネームは、和音の最
低音（「ルート」または「根

こん
音
おん
」という）を英語音名で表し、コードの種類を記号や数字で表す。

C M7
ルート
（根音）

コードの
種類

英語音名

コ
ー
ド
・
ネ
ー
ム

D D

D

D

C C C CF

F

F FG GG

G

Am

Am

Am

AmA

A

A

A

右手左手

トライアド・コード

セブンス・コード

その他のコード

長 3 度＋短 3 度で積み重ねるメイジャー

メイジャーに、ルートから短 7 度上の音を重ねる マイナーに、ルートから短 7 度上の音を重ねる

ルートから 3 度上の音を完全 4 度上の音に変える

セブンス

サス・フォース

短 3 度＋長 3 度で積み重ねる

メイジャーに、ルートから長 9 度上の音を加える

マイナー

マイナー・セブンス

アド・ナインス

長 3 度＋長 3 度で積み重ねるオーグメント

メイジャー・セブンス

短 3 度＋短 3 度で積み重ねるディミニッシュ

ディミニッシュ・セブンス

シー・
メイジャー

シー・
セブンス

シー・
サス・
フォース

シー・
マイナー

シー・
マイナー・
セブンス

シー・
アド・
ナインス

シー・
オーグメント

シー・
メイジャー・
セブンス

シー・
ディミニッシュ

シー・
ディミニッシュ・
セブンス

ある音の上に 3 度ずつ 2 つの音を積み重ねたコード

トライアド・コードにルートから７度上の音を重ねたコード
授業の始まりと終わりに、「おじぎのコード」を弾こう

コード・ネーム

さまざまなC（シー・メイジャー）

❶ 鍵盤図を参考に下の
　「おじぎのコード」を弾こう。

オン・コード

❸ P.66 〜 67 を参考に、「おじぎのコード」を自由にアレンジして、  にコード・ネームを記入し、弾いてみよう。

コード表P.68

C D E F G A B

C D E F G AD G A B

おじぎのコード
アレンジ例

Gを Fに変えて 最後のCをAmに変えて Dから始めて

音程P.155 和音P.156

メイジャーに、ルートから長 7 度上の音を重ねる ディミニッシュに、ルートから減 7 度上の音を重ねる

音楽って何だろう？　和音の進行って何？P.82

コード：

ベース音：

長
３
度

長
３
度

長
３
度

長
３
度

短
７
度

長
７
度

長
９
度

減
７
度

短
７
度

短
３
度

短
３
度

短
３
度

短
３
度

メ
イ
ジ
ャ
ー

メ
イ
ジ
ャ
ー

メ
イ
ジ
ャ
ー

完
全
４
度

デ
ィ
ミ
ニ
ッ
シ
ュ

マ
イ
ナ
ー

66 67

（教科書 P.66）

（教科書 P.50-51）

新曲《ハルモニア・ステップス》！

「おじぎのコードを弾こう」新設！

33

44

5



ポピュラー・ソング

歌曲

合唱曲

①拍目

メロディーに注目

サビ

《翼をください》 村
むら

井
い

邦
くに

彦
ひこ

 作曲

1小節内の音符の数が少なく、4拍子の1拍目と3拍目を強調してメロディーがつ
くられている。

1小節内の音符の数が多くなり、強拍の位置をずらしてリズムに躍動感を生み出
す「シンコペーション」が用いられている。

第5〜12小節のメロディーは、フレーズごとに徐々に音域が高くなっている。

Aメロのメロディーは、主に隣の音へつながる順次進行でつくられており、
2か所の跳躍進行が歌詞の内容を効果的に印象付けている。

●試しに下のリズムに変更して歌い、原曲のシンコペーションの効果を感じ取ろう。

● 試しに下のメロディーに変更して歌い、原曲の跳躍進行の効果を感じ取ろう。

●フレーズの最初と最後の音に注目して、曲の山がどこにあるか考えて話し合おう。

①紹介したい楽曲を選んで、タイトル、作詞者名、作曲者名を記入しよう。
②どのような音楽的特徴によってその楽曲の魅力が引き出されているかに注目して聴こう。
③気付いた音楽的特徴についてまとめよう。
④音楽的特徴とその効果を踏まえて、その魅力を伝える紹介文を書こう。

楽曲の魅力を伝える紹介文を書こう

作詞者

作曲者

タイトル

音楽的特徴

この曲のキー（調）は、  の長音階で構成される （ニ長調）である。
印象的なピアノのパターンでは、この音階上の７音のうち④以外の全ての音が１小節の
中に用いられている。

ベースラインの変化によってコードが進行していく。

曲調が突然変わる　 の部分は、  の音階にはない音 を含むコード  で始まる。　  　
　 の後半では、ベースラインが半音ずつ下行し、ギターによってさまざまな響きの
コードが演奏される。

● 　 の部分のコードを好きな楽器で演奏し、響きの変化を味わおう。

123456①②③④⑤⑥⑦7

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

（ニ長調）の音階

紹
介
文
の
例

リズムに注目

コード進行に注目

Aメロとサビのリズムの違いに注目しよう。

Aメロ

フレーズごとに変化する音域に注目しよう。

順次進行と跳躍進行の効果に注目しよう。

コードの響きの対比に注目しよう。

紹介文を書こう 

紹介文を書こう 

紹介文を書こう 

紹介文を書こう 

紹介文を書こう 

P. ８

《魔法みたいに》 寺
てら

尾
お

紗
さ

穂
ほ

 作曲 P.10

《ひまわりの約束》 秦
はた

 基
もと

博
ひろ

 作曲 P.11

① ① ①

① ③ ① ① ③ ① ③

　歌詞のある音楽を聴いたり歌ったりするとき、歌詞だけではなく、リズム、メロディー、コード進行などの音楽的
特徴に注目すると、楽曲の魅力により深く迫ることができる。ここでは、ポピュラー音楽の音楽的特徴に注目し、そ
れらによってどのような効果がもたらされているか考えながら、楽曲の魅力を伝える紹介文を書こう。

おんおん がくがく

《ばらの花》 岸
きし

田
だ

 繁
しげる

 作曲 P.80

おん がく

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑤ ① ⑥ ⑦ ⑤ ② ⑥ ③

ポピュラー音楽探求

12 13

小・中学校で既習の歌唱教材は
読譜練習用の教材として掲載

《花》滝 廉太郎

《夏の思い出》中田喜直

《故郷》岡野貞一

《大地讃頌》佐藤 眞

《ほたるこい》小倉 朗

《赤とんぼ》山田耕筰

《冬景色》文部省唱歌

《この道》山田耕筰

《翼》武満 徹

《ほしと たんぽぽ》中田喜直

《さびしいカシの木》木下牧子

Seasons of Love 1996年初演のミュージカル《レント》の挿入歌。

J. ラーソン 作詞・作曲／野
の

田
だ

 学
がく

 編曲

●互いの声をよく聴き合いながら、各パートの役割を意識して歌おう。
●合唱形態の変化に注目して曲の構造を捉え、表現を工夫しよう。

ピ
ア
ノ
伴
奏

ミュージカル《レント》P.145

英
語
の
歌

ソロ

コーラス

斉唱

28 29

ミュージカル・ナンバーの新しい定番
《Seasons of Love》を新規掲載

歌 唱
さまざまなジャンルから教材性の高い定番曲を厳選して掲載しています。外国語の歌については、
多様な実態に対応できるよう、スモール・ステップを意識し、民謡や童謡などから本格的な歌曲ま
で難易度の異なる多数の教材を掲載しています。

日本語の歌

英語の歌

《翼をください》
《魔法みたいに》

《Happy Birthday to You》
《A Whole New World》
《Blowin’ in the Wind》（風に吹かれて）ボブ・ディラン

《Imagine》ジョン・レノン

《Seasons of Love》ラーソン

《Swing Low, Sweet Chariot》黒人霊歌

《ひまわりの約束》
《ばらの花》（合奏・歌）

「音楽って何だろう？　ポピュラー音楽探求」では、上
記の４曲を例に、リズム、メロディー、コード進行な
どの音楽的特徴に注目して、楽曲の魅力により深く迫
りました。慣れ親しんでいる曲でも、音楽的特徴に注
目することで、新たな魅力を発見することができます。 （教科書 P.12）

合唱作品の傑作
《ほたるこい》を新規掲載

ほたるこい 《東北地方のわらべうたによる九つの無伴奏女声合唱曲》の第5曲。
1958年に作曲された。

東北地方のわらべうた／小
お

倉
ぐら

 朗
ろう

 作曲

●強弱記号に注意しながらリズム読みをしよう。
●「ほ」をどのような音色で歌いたいか考えて話し合い、表現を工夫しよう。
●各パートの歌い出しが少しずつずれていることが、どのような効果をもたらしているか考えて話し合い、表現を工夫しよう。

合
唱
（
ア
・
カ
ペ
ラ
）

高
たか

提
ぢょう

灯
ちん
：高

たか
張
はり
提灯（長い竿

さお
の先に吊

つ
るして高く掲げるようにした提灯）の略

天
てん

竺
じく

上がりしたれば：空高く飛んだりすると
つんばくらにさらわれべ：つばめに食べられてしまうだろう
あんど：行

あん
灯
どん
（木などで枠を作って紙を張り、中に置いた油皿に火をともす照明器具）

58 59

（教科書 P.58）

（教科書 P.28）

英語に加えて、韓・中・伊・独・仏語も掲載
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l
ラルガメンテ

argamente：ゆったりと

32

原調：変ホ長調

C
カーロ

aro m
ミオ

io b
ベン

en（いとしの わがきみ）
1785年頃に作曲された。作曲者については諸説ある。

愛する人が自分のことを思ってくれるようにという願いを歌っている。

作詞者不明／宮
みや

本
もと

益
ます

光
みつ

 日本語詞／ G. ジョルダーニ 作曲

●曲の雰囲気に合うように、発声や声の音色に注意して歌おう。
●楽譜上の用語や強弱記号に注目して作曲者の意図を読み取り、表現を工夫しよう。

ピ
ア
ノ
伴
奏

朗
読
・
リ
ズ
ム
読
み

いとしい私の恋人よ、私を信じておくれ、

あなたがいなくては、私の心は弱り果てる。

あなたに真心を捧
ささ

げる私はいつもため息をつく。

やめてくれむごい人よ、過酷な仕打ちを！

C
いとしい

aro     m
私の

io     b
恋人
en,　/　c

私を信じろ
redimi     a

せめて
lmen,

s
〜なしには
enza  di   t

あなた
e　/　l

弱り果てる
anguisce     i

〔定冠詞〕
l     c

心
or.

I
〔定冠詞〕

l      t
あなたの

uo     f
忠実な人
edel　/　s

ため息をつく
ospira     o

いつも
gnor.

C
やめてくれ

essa,     c
むごい
rudel,　/　t

多くの
anto     r

過酷さ
igor !

《Caro mio ben》（いとしの わがきみ）

原調：変ホ長調

朝は起きたらとっととな、やあ娘さん、

おらは田んぼに行かなきゃならん。

虫だの蚊だのがおってもな、やあ娘さん、

つらい仕事をやらなきゃならん。

A
〜に
lla  m

朝
attina   a

〜したらすぐに
ppena   a

起きる
lzata,  o

おお
  b

娘
ella  c

やあ
iao,

i
〜に
n  r

田
isaia       m

私は〜しなければならない
i  tocca       a

行く
ndar.

E
そして

     f
〜の間で

ra      g
〔定冠詞〕

li   i
虫

nsetti  e
そして

      l
〔定冠詞〕

e   z
蚊

anzare,  o
おお

  b
娘
ella  c

やあ
iao,

d
大変な
uro  l

仕事
avoro       m

私は〜しなければならない
i  tocca        f

する
ar.

《B
ベッラ

ella c
チャーオ

iao》（やあ 娘さん） P.31

イ
タ
リ
ア
語
の
歌

33

イタリア語、ドイツ語、フランス語に親しめるよう
各言語の数字と早口言葉を掲載

原語歌詞の単語の意味と日本語訳を掲載

イタリア語の歌

フランス語の歌

その他の言語の歌

ドイツ語の歌

《Santa Lucia》（サンタ・ルチア）ナポリ民謡

《Bella ciao》（やあ 娘さん）イタリア民謡

《Caro mio ben》（いとしの わがきみ）ジョルダーニ

《Nessun dorma》（誰も寝てはならぬ）プッチーニ

ナポリ語
《’O sole mio》（我が太陽）カープア

《Sur le Pont d’Avignon》（アヴィニョンの橋の上で）フランス民謡

《Les Anges dans nos Campagnes》（荒れ野に御使い）クリスマス・キャロル

《Hymne à l’amour》（愛の讃歌）モノ

《Les Champs-Élysées》（オー・シャンゼリゼ）ウィルシュ、ディガン

《Habanera》（ハバネラ）ビゼー

朝鮮半島の歌
《京

キョン
畿
ギ

アリラン》《半月》

中国の歌
《まつり花》《ねずみは米が好き》

フィンランドの歌
《Ievan Polkka》（イエヴァのポルカ）

《O Tannenbaum》（もみの木）ドイツ民謡

《Sandmännchen》（眠りの精）ブラームス

《Heidenröslein》（野ばら）シューベルト

《Heidenröslein》（野ばら）ヴェルナー

《Auf Flügeln des Gesanges》（歌の翼に）メンデルスゾーン

《An die Freude》（歓喜の歌）ベートーヴェン

（教科書 P.30）

インターネット
などを通して世
界中に広まった
フィンランド語
の歌《イエヴァ
のポルカ》を新
規掲載

56

Swing Low, Sweet Chariot 黒人霊歌は、キリスト教の賛美歌と
アフリカの音楽スタイルが融合したもの。

黒人霊歌／岩
いわ

沢
さわ

千
ち

早
はや

 日本語詞／岡
おか

部
べ

栄
よし

彦
ひこ

 編曲

●ア・カペラの響きを味わいながら、各パートのバランスに注意して、ハーモニーを美しく響かせよう。
●各段の前半の主旋律をソロで、後半を合唱で歌い、「コール・アンド・レスポンス」を体験しよう。

ゴスペル

●ア・カペラの響きを味わいながら、各パートのバランスに注意して、ハーモニーを美しく響かせよう。
●コーラスとベースのリズムはどのような効果をもたらしているか考えて話し合い、表現を工夫しよう。

I
イエヴァン

evan P
ポルッカ

olkka（イエヴァのポルカ）

N
隣から

uapurista  k
聞こえる
uulu  s

その
e  p

ポルカの
olokan  t

リズム
ahti,

 j
僕の足の

alakani  p
裏が
ohjii  k

くすぐったい
utkutti.

I
イエヴァの

evan   ä
母が
iti  s

その
e  t

娘を
yttöösä  v

見張っている
ahti,

v
とはいえ

aan  k
もちろん
yllähän  I

イエヴァは
eva    s

それを
en   j

言いくるめる
utkutti.

S
そこでは

illä     e
〜ない

i    m
私たちを

eitä  s
そのときに

illoin  k
禁止

iellot  h
妨げる
aittaa,

K
〜のとき

un    m
私たちが

yö  t
踊っている

anssimme  l
あちらから
aiasta  l

こちらへ
aitaan.

S
（意味のない言葉）

alivili  hipput  tupput  täppyt  äppyt  tipput

h
ゆっくりと
ilijalleen.

近くから聞こえるポルカのリズム、

僕の足の裏もうずきだす。

イエヴァは母親に見張られている、　

けれどイエヴァは母親を言いくるめる。

引き止められても気にしない、

僕たちは踊りに夢中。

サリヴィリ　ヒップト　トゥップト　タッピュト　アッピュト　ティップト

ゆっくりと。

歌詞はフィンランドのサヴォ方言による。
音楽グループ「L

ロイツマ
oituma」の演奏をきっかけに世界中に広まった。

E. ケットゥネン 作詞／フィンランド民謡／野
の

田
だ

 学
がく

 採譜・編曲
合
唱
（
ア
・
カ
ペ
ラ
）

合
唱
（
ア
・
カ
ペ
ラ
）

P.147
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（教科書 P.57）

（教科書 P.33）

ピ
ア
ノ
伴
奏

朗
読
・
リ
ズ
ム
読
み

ピ
ア
ノ
伴
奏

朗
読
・
リ
ズ
ム
読
み

イ タ リ ア 語 で 歌 お う

数 字

早口言葉

各単語にはアクセントの付く母音が必ず 1つあり、少し強く
長めに発音する。アクセントは、後ろから 2番目か 3番目の
母音に付くことが多い。

l …舌先を上の歯茎に当てたまま発音する。
r…舌先を震わせて巻き舌で発音する。

母音
日本語とほぼ同じでよいが、「u」は唇

くちびる
を丸く前に突き出す

ようにして発音する。

アクセント

主な注意すべき子音

音楽用語

音楽用語の多くはイタリア語で、その大部分が現在でも日常
会話に用いられている。下の例文から音楽用語に使われてい
る言葉を探そう。

牛乳

ラッテ
latte

ありがとう。

グラーツィエ
Grazie.

イタリア人

イタリアーノ
italiano

ジェラート

ジェラート
gelato

電話

テレーフォノ
telefono

今日は愉快な気分だ。
O
オッジ
ggi m

ミ
i s
セント
ento a

アッレーグロ
llegro. 

成長すれば、もっと分かるようになるよ。
C
クレッシェンド
rescendo, c

カピライ
apirai m

メッリョ
eglio.

ほら、バス停があったよ !
E
エッコ
cco, l

ラ
a f
フェルマータ
ermata d

デッラウトブス
ell’autobus!

マリアはとても優しい声をしている。
M
マリーア

aria h
ア
a u

ウナ
na v
ヴォーチェ

oce m
モルト
olto d

ドルチェ
olce. 

T
トレ
re t

ティーグリ
igri  c

コントロ
ontro t

トレ
re t

ティーグリ
igri. 　 3 頭のトラ対 3 頭のトラ。

発 音

0
z
ゼーロ
ero

1
u
ウーノ
no

2
d
ドゥーエ

ue
3

t
トレ
re

4
q
クアットロ
uattro

5
c
チンクエ
inque

6
s
セーイ
ei

7
s
セッテ
ette

8
o
オット
tto

9
n
ノーヴェ
ove

10
d
ディエーチ

ieci

a
ア
 e
エ
 i
イ
 o
オ

 u
ウ

●歌詞を朗読したり、リズム読みをしたりして、イタリア語の発音の特徴を捉え、表現を工夫して歌おう。

S
サンタ

anta L
ルチーア

ucia（サンタ・ルチア）
1856年に発表されたカンツォーネ（イタリアの大衆歌曲）。

「サンタ・ルチア」はナポリの船乗りの守り神。

ナポリ民謡

S
〜の上に

ul   m
海
are  l

輝く
uccica  l

星は
’astro d

銀の
’argento,

p
穏やかな
lacida     è

〜である
     l

波は
’onda,  p

順調
rospero     è

〜である
        i
〔定冠詞〕

l　v
風は
ento.

V
来い
enite  a

機敏な
ll’agile  b

小舟
archetta  m

私の
ia,  S

聖ルチア
anta  Lucia !

銀の星は海に輝き、

波は穏やかで、風も順調。

調子よく進む私の小舟に来てください、サンタ・ルチアよ！

B
ベッラ

ella c
チャーオ

iao（やあ 娘さん）
田植え仕事に携わる女性たちの生活を歌った労働歌。

20世紀中頃にイタリアのパルチザンが歌って世界各地に広まった歌の原曲とされている。

イタリア民謡／野
の

田
だ

 学
がく

 採譜・編曲

●曲の雰囲気に合うように、発声や声の音色に注意して歌おう。
●各フレーズの音の動きに注目して曲の構造を理解し、表現を工夫しよう。

歌詞の意味P.33

イ
タ
リ
ア
語
の
歌

30 31
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楽器や奏法の説明を分かりやすくコンパクトに掲載

学校の実態に応じて楽器を選べるよう、箏、篠笛、三味線、三線の４種類を取り上げました。どの楽器も、すでに
旋律を知っていて音を鳴らしながら探り弾きができる曲、楽器の魅力を味わえるやや難易度の高い曲を掲載し、楽
器に初めて触れる生徒でも、無理なく取り組めるよう工夫しました。

器 楽 さまざまな楽器を扱い、教材性の高い定番曲を厳選して掲載しています。

スモール・ステップの例（篠笛）

探り弾きしながら篠笛の音色を味わえる曲 
《いしやきいも》《もういいかい》

《たこ たこ あがれ》《ほたるこい》
↓

篠笛の表現力の豊かさを味わえる曲

《荒城の月》《うさぎとかめ》
↓

表現を工夫できる、やや難易度の高い曲

《鼓動の舞》

女絃
※ は曲によって「シ 」もしくは「シ」になる。

爪の持ち方と絃のはじき方
爪の穴に右手の人さし指を入れて親指
で支え、残りの指は添えておく。手首
を上から下に向けて半円を描くように
滑らかに動かして絃をはじく。

棹の先は肩の高さ
まで上げる。背

せ
筋
すじ

を伸ばす。

手のひらは棹
に付けず、人
さし指、中指、
小指の第１関
節 を 曲 げ て、
指の腹で勘所
を押さえる。

右 足 の 付 け
根 に 近 い と
こ ろ に 胴 を
のせる。

爪

カラクイ（糸巻き）

（中絃）
（男絃）

歌
うとぅがに
口

女
みー

絃
ぢる
（三の絃）

中
なか

絃
ぢる
（二の絃）

男
うー

絃
ぢる
（一の絃）

棹
そー

胴
ちーが

駒
こま
（ウマ）

（女絃）

各部の名称

勘
かん

所
どころ

とちんだみ（調絃）

構え方と奏法

三
さん

線
しん

中国から琉
りゅう
球
きゅう
に伝来した三

サン
弦
シエン
をルーツとする。三

しゃ
味
み
線
せん
に比べて棹

さお
は短く、胴にはニシキヘビ

の皮が張られている。水牛の角などでできた爪（ばち）で絃
げん
をはじいて音を出す。

島し
ま

唄う
た 

宮み
や

沢ざ
わ

和か
ず

史ふ
み 

作
詞
・
作
曲

本
調
子

前
の
音
を
一
拍
の
ば
す

勘所
絃を押さえるときの正しい位置。「合

あい
・乙

おつ
・老

ろう
・ 四

よん（しー）
・

上
じょう

・ 中
ちゅう（なか）

・尺
しゃく

・工
こう

・五
ご
・六

ろく
・七

しち
・八

はち
」で表される。「工

くん
工
くん

四
しー

」
という三線の楽譜にもそのまま用いられる。 

ちんだみ（調絃）
三線の調絃にはさまざまな種類がある。「本調子」

「二
に

揚
あげ

調」「三
さん

下
さげ

調」はその代表的なものである。
また、声の高さに応じて、基準となる音の高さ
を変えて演奏する。

中絃男絃

本調子

組踊は、沖縄の古典音楽や琉球舞踊などと深いつながりをもつ古典歌舞劇である。1719 年に、中国からの使者一行
を歓待するため踊

おどり
奉
ぶ
行
ぎょう
の玉

たま
城
ぐすく
朝
ちょう
薫
くん
が創作した。歌や伴奏は地

じ
方
かた
が受け持ち、舞台上で演じる立

たち
方
かた
は独特の節回しで唱

える。例えば、若
わか
衆
しゅ
（成人前の男性）役と女役は、沖縄音階に基づいた旋律にのせて唱える。

組
くみ
踊
おどり

執
しゅう

心
しん

鐘
かね

入
いり

玉城朝薫 作

【
主
な
登
場
人
物
】

【あらすじ】美少年の中城若松は、首
しゅ

里
り

への奉公に向かう途中で、
宿の女が一人で留守番をする家に泊めてもらう。その女が若松
にほれてしまったため、身の危険を感じた若松は寺に逃げ込み、
座主に助けを求める。座主は若松を釣鐘の中に隠す。追いかけ
てきて逆上した女は鬼に化けるが、座主の法力によって鎮

しず
まる。

に自分の名前を入れて唱えよう。
若衆役の唱え 久

く
万
ま

田
だ

 晋
すすむ

 採譜

意味：私は中城若松という者です。

沖縄県民謡／上野大輔 採譜

てぃんさぐぬ花

沖縄県民謡／上
うえ

野
の

大
だい

輔
すけ

 採譜

渡りザ
ぞ

ウ
う

一
、
て
ィ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
や

　
　
　（
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
花
は
）

　
　
爪ち
み

先さ
ち

に
染す

み
て
ィ

　
　
　（
爪
先
に
染
め
て
）

　
　
親う

や
ぬ
ゆ
し
ぐ
と
ゥ
や

　
　
　（
親
の
言
う
こ
と
は
）

　
　
肝ち
む

に
染す

み
り

　
　
　（
心
に
染
め
よ
う
）

二
、
天て
ィ
んぬ

群ぶ

り
星ぶ
し

や

　
　
　（
天
に
群
が
る
星
は
）

　
　
読ゆ

み
ば
読ゆ

ま
り
し
が

　
　
　（
読
め
ば
読
め
る
だ
ろ
う
が
）

　
　
親う
や

ぬ
ゆ
し
ぐ
と
ゥ
や

　
　
　（
親
の
言
う
こ
と
は
）

　
　
読ゆ

み
や
な
ら
ん

　
　
　（
読
み
き
れ
な
い
）

三
、
夜ゆ
る

走は

ら
す
船ふ
に

や

　
　
　（
夜
走
る
船
は
）

　
　
子に

ぬ
方ふ
ァ

星ぶ
し

目み

当あ

て
ィ

　
　
　（
北
極
星
が
目
当
て
）

　
　
我わ

ん
生な

ち
ぇ
る
親う
や

や

　
　
　（
私
を
生
ん
だ
親
は
）

　
　
我わ

ん
ど
ゥ
目み

当あ

て
ィ

　
　
　（
私
こ
そ
が
目
当
て
）

●三線の音色と沖縄音階の響きを味わいながら演奏を楽しもう。

●歌詞に込められた思いを感じ取り、三線の弾き歌いを楽しもう。

本調子（五線譜は女絃をハ音（ド）にした場合）

本調子（五線譜は女絃をイ音（ラ）にした場合）

中城若松（右）：名
な

嘉
か

正
まさ

光
みつ

　宿の女（左）：真
ま

境
じき

名
な

律
のり

弘
ひろ

三
線

（レ）

（レ）
（ソ）

開
放
絃

女絃 （ド）
中絃
男絃 （ド）

（ファ）
（ミ）

（ミ）
（ラ） （シ）

（ファ） （ソ）
（シ ）

人さし指 中指 小指

日本の伝統音楽P.102
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三線

歌

解
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・
演
奏

女絃をハ音（ド）にした場合

中
なか

城
ぐすく

若
わか

松
まつ

宿の女 座
ざ

主
す

92 93

口三味線

口三味線

唱歌
右手

左手

上体をやや前に倒し、
腰を伸ばして座る。

腕をリラックスさせ、
肘
ひじ
を自然に開く。

膝
ひざ
ゴムを右足の太

ふと
腿
もも
に置き、

その上に三味線の胴をのせる。

二の糸巻が頰
ほお
から耳の高さ

になるようにする。

右手でばちの真ん中辺りを上から優し
くつかむような感じで持ち、小指を反
対側から挟み込むようにする。糸を弾
く位置は、ばち皮を目安にする。

指かけを左手の親指と人さし指にかけ、その
両指の付け根に棹をのせる。指を立てるよう
にして爪の先と指先の辺りで勘所を押さえる。

各部の名称

構え方

0は開放弦を示す
押さえる勘所の数字

三の糸
二の糸
一の糸

三味線の糸に見立てた３本の線上に、押さえる勘所の数字を
記したものを「文化譜」と呼ぶ。Ⅱは中指、Ⅲは薬指で、何も
書かれていない場合は人さし指で押さえる。数字の下の＿は、
音の長さが2分の1拍分になることを示す。

文化譜の読み方

三
しゃ

味
み

線
せん 中国の三

サン
弦
シエン
が琉

りゅう
球
きゅう
で三

さん
線
しん
となり、室町時代末に大

おお
坂
さか
（大阪）へわたって三味線へと変化し

た。江戸時代には庶民の間で親しまれ、歌舞伎の長
なが
唄
うた
、文

ぶん
楽
らく
の義

ぎ
太
だ
夫
ゆう
節
ぶし
、三

さん
曲
きょく
、民謡などで使

われるようになった。太
ふと
棹
ざお
、中

ちゅう
棹
ざお
、細

ほそ
棹
ざお
などの種類があり、ジャンルによって使い分ける。

一の糸（弦）
二の糸（弦）
三の糸（弦）

表
皮

ば
ち
皮

駒
こま

根ね

緒お
胴

海
え
老
び
尾
お

（天
てん
神
じん
）

乳
ち
袋
ぶくろ

棹
さお

（ちぶくら）

ばち（撥）

糸
いと
巻
まき
（一の糸）

（三の糸）

（二の糸）

胴かけ

調弦

三味線の調弦にはさまざまな種類がある。「本調子」
「二上り」「三下り」はその代表的なものである。
演奏する際は、適宜一の糸の高さを変えて、そ
れを基準に調弦する。

12345678

三の糸
二の糸
一の糸

一の糸
二の糸

三の糸

本
ほん
調
ちょう
子
し

二
に
上
あが
り

三
さん
下
さが
り

勘
かん
所
どころ

奏法

スクイ

ハジキ

人さし指ではじく場合 薬指ではじく場合

一の糸をハ音（ド）にした場合

スクイ
押さえる指

ハジキ
拍

拍

わらべうた／今
いま

藤
ふじ

政
まさ

音
ね

 楽譜構成

かごめ かごめ

香川県民謡／今藤政音、望
もち

月
づき

太
た

津
つ

之
ゆき

 楽譜構成

金
こん

毘
ぴ

羅
ら

船
ふね

々
ふね

●三味線の奏法「スクイ」「ハジキ」を練習し、弾き歌いと締
しめ
太鼓の合奏を楽しもう。

●奏法「スクイ」を練習し、三味線の音色を味わいながら弾き歌いを楽しもう。

二上り

二上り（五線譜は一の糸をハ音（ド）にした場合）

１拍休む
ここでは、長唄三味線（細棹）を例に説明している。

打つ つける

締太鼓は、ここでは「四
し
丁
ちょう
目
め
」という手

て
組
ぐみ
（音型のパターン）を用いている。 ばち皮

打つ：ばちを目の高さから振り下ろし、弾むように打って音を響かせる奏法。
つける：ばちは高く上げず、ばち皮を押さえるようにして音を出す奏法。

左手で糸を押さえること
でさまざまな音高を得る
ことができる。この押さ
える位置（ポジション）のこ
とを「勘所」という。

開
放
弦

基本的には、ばちをばち皮に打ち下ろすように糸を弾く。

ばち先で糸を下から上にすくい上げる奏法。通常は基本的な打ち下ろす
奏法と交互に用いる。

左手の指で糸をはじく奏法。開放弦の場合は、原則として人さし指、場
合によっては中指で乳袋のすぐ下の部分をはじく。
人さし指で押さえた音のハジキの場合は、薬指で糸をはじく。

口三味線：三味線の唱
しょう
歌
が
。

1
4

1
2

口三味線

唱歌

口三味線

唱歌

日本の伝統音楽P.102
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２拍分の長さで
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奏者側

各部の名称

構え方

調弦糸の名称

さくらさくら
日本古謡／長谷川 慎 編曲

箏
こと

柱
じ

糸（弦）
竜
りゅう

角
かく

四
し

分
ぶ

六
ろく

竜
りゅう

甲
こう

磯
いそ

雲
うん

角
かく

竜
りゅう

尾
び

竜
りゅう

頭
とう

膝
ひざ

を斜め左に向け、右膝の外側が
磯に当たるように座る。

膝を正面に向け、両膝が磯に
当たるように座る。

角
かく
爪
づめ
（生

いく
田
た
流）の場合 丸

まる
爪
づめ
（山

やま
田
だ
流）の場合

爪の角を糸
に当てる。

爪の先を糸
に当てる。

（
ま

つ

む

し

す

ず

む

し

く

つ

わ

む

し

 

こ

お

ろ

ぎ

は

た

お

り

き

り

ぎ

り

す

)

一

二

三

四

五

六

七

八

九

十

斗

為

巾

巾

為

斗

十

九

八

七

六

五

四

三

二

一

３

奈良時代に雅
が
楽
がく
の楽器として唐

とう
（中国）から伝来し、日本独自の発展を遂げた。平安時代には貴族に楽

しまれ、江戸時代初期に八
やつ
橋
はし
検
けん
校
ぎょう
が俗

ぞく
箏
そう
を創始すると、武家、町人などにも広がり、その後は家庭の音

楽としても親しまれるようになった。

虫
づ
く
し
　作

者
不
明
／
長は

谷せ

川が
わ 

慎ま
こ
と 

採
譜

親
指
で
▼

中
指
で
▼

親指で▶

●箏の音色を味わいながら、弾き歌いを楽しもう。

平
ひら
調
ぢょう
子
し

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗 為 巾

箏の調弦にはさまざまな種類がある。いっしょに演奏
する楽器や声の高さに応じて、基準となる音の高さを
変えて調弦する。下の譜例は、一をニ音（レ）にした場合。

雲
くも
井
い
調子

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 斗 為 巾

奏者側

低
い
音

高
い
音

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
斗と

為い

巾き
ん

※一の糸は、1オクターヴ低く調弦する場合もある。

…
前
の
音
を
１
拍
の
ば
す

　
…
前
の
音
を
　
拍
の
ば
す

…
１
拍
休
む

…ゝ
前
の
音
を
繰
り
返
す

指
番
号
… 

何
も
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は
親
指
で
、

２
は
人
さ
し
指
で
、
３
は
中
指
で
弾
く
。

…
前
の
音
を
１
拍
の
ば
す

…
１
拍
休
む

〈
初
段
〉 

箏そ
う

曲き
ょ
く《

六
段
の
調し

ら
べ

》か
ら
（
伝
）八
橋
検
校 

作
曲
／
長
谷
川 

慎 

唱し
ょ
う

歌が
・楽
譜
作
成

掻
か

き爪　唱歌：シャ、シャン

引き色　唱歌：テーエン、チーインなど

さまざまな奏法

隣り合う 2 本の糸を、右手の中指で向こう側から手前に向
かってほぼ同時に弾く。

右手で弾いた後に、左手でしっかりと糸をつかんで柱
じ

のほう
に引き寄せ、糸の張力を緩めて音高を半音程度下げ、左手の
力を緩めて音高を戻す。

割り爪　唱歌：シャシャ（テン）

掻き爪を右手の人さし指、中指の順で弾く。その後に決められ
た糸を親指で弾くことが多い。

後押し　唱歌：チイ、ツーウンなど 突き色　唱歌：チイン、ツウンなど

押し手
で

　唱歌：ツ、ツン、チ、チンなど　

右手で弾いた後に、左手の人さし指と中指で柱
じ

の 10cm ぐ
らい左側の糸を押し下げて余韻の音高を上げる。後押しの後
に力を緩めて音高を戻す奏法を「押し放し」という。

右手で弾いた後に、瞬間的に突くように左手で後押しをして、
すぐに離す。

弾く前に、左手の人さし指と中指で柱
じ

の 10cm ぐらい左側を
押し下げて音高を上げる。半音上げる「弱

よわ
押し」（ヲヲ）と全音

上げる「強
つよ

押し」（オオ）がある。左 

手

右 

手

平
調
子（
一
を
ニ
音（
レ
）に
、
一
を
五
と
同
音
に
調
弦
す
る
）

平調子（一をニ音（レ）に、一を五と同音に調弦する）

●冒頭5小節の手本の唱歌をよく聴いてまねて覚え、箏で演奏しよう。

箏

ト五 3 コヲ斗 ◀
弱
押
し

シ
ャ八九2 ◀

割
り
爪

ツ
ーオ九 ◀

強
押
し

シ
ャ三四2 ◀

割
り
爪

チ
ー九

ン ロ十 シ
ャゝ 3 ウ

ン
シ
ャゝ 3 イ

ン
コ
ー十 リ九 コ巾 テ

ー十 テ八 テ八
オ
ロ　　九 ン ロ為 エ

ン ツ七 ツ七
リ八 チ十 リ斗 チ

ー斗 引
き
色
◀

シ
ャ三四2 ◀

割
り
爪

コ
ー八

ン ツ九 ン イ
ンヒ シ

ャゝ 3 オ
ロ　　七

唱
歌

糸
の
名
称

指
番
号
奏
法

ツ七 テ八 テ十 チ
イツ斗 ◀

突
き
色

テ八 強
押
し
◀

リ六 後
押
し
◀テ八 チ九 ン ン ツオ九 チ

イオ七
ツオ九 ◀

強
押
し

ツ七 ト
ン九 2 テ十 強

押
し
◀

ト
ー五 3 ト

ー一 3 テ五
ン ン カ

ー
ラ

八
九
十

3 ツオ九 オ
ン

オ
ン ー

チ十 強
押
し
◀

テ八 テ巾 コ
ー十 コ

ー十 テ
ー五 エヒ○ ◀

引
き
色ツオ九 ン ツ為 オ

ロ 九
オ
ロ　　九

エ
ン

エ
ン

チ十 ツオ九 ◀
強
押
し

シ
ャ八九2 ◀

割
り
爪

リ
ー八 リ

ー八 ト
ー三 ト

ー三
ツ九 ン シ

ャゝ 3 イ
ン

イ
ン

オ
ン

オ
ン

テ八 テ十 強
押
し
◀

コ巾 ツ七 シ
ャ一二3 ◀掻

き
爪

シ
ャ一二3 ◀掻

き
爪

シ
ャ一二3 ◀掻

き
爪チ九 ツオ九 ロ為 テ八 ン ン ン

ツ七 シ
ャ五六2 ◀

割
り
爪

リ斗 ツオ九 ◀
強
押
し

ツ
ーオ九 ◀

強
押
し

（
イ○ （

イ○
テ八 シ

ャゝ 3 ン ン ウ
ン ヤ

）
ヤ
）

ツオ九 ◀
強
押
し

テ十 後
押
し
◀

テ十 シ
ャ一二3 ◀

掻
き
爪

テ十 シ
ャ一二3 ◀

掻
き
爪

シ
ャ三四2 ◀

割
り
爪テ十 チ

イオ為 ン ン ツ為 ン シ
ャゝ 3

コ
ー八 ツ斗 ト

ー八 3 テ十 コ巾 テ
ー五 コ

ー八
オ
ロ　　七 ン オ

ン ン ロ為 エ
ン

オ
ロ　　七

リ六 後
押
し
◀

テ十 テ巾 シ
ャ六七2 ◀割

り
爪

リ斗 後
押
し
◀

シ
ャ一二2 ◀割

り
爪

リ六 後
押
し
◀

チ
イオ七 ン ン シ

ャゝ 3 チ
イオ為 シ

ャゝ 3 チ
イオ七

ト
ー一 3 コ

ー巾 ト
ー五 3 チ斗 ツ斗 チ

ー六 ト
ー一 3

オ
ン

オ
ロ　　為

オ
ン ン ト五 3 イ

ン
オ
ン

テ
ー五 リ斗 テ十 ト五 3 コ

ー十 ト一 3 テ
ー五

エ
ン ン ン テ十 オ

ロ　　九 テ五 エ
ン

ト
ー三 リ斗 ツ

ーオ九 ◀
強
押
し

ツ為 リ
ー八 ツ七 ト

ー三
オ
ン ー ウ

ン ン イ
ン ー オ

ン
シ
ャ一二3 ◀掻

き
爪

ン  後
押
し
◀

テ十 テ巾 シ
ャ一二3 ◀掻

き
爪

ウオ○ 押
し
放
し
◀

シ
ャ一二3 ◀掻

き
爪ン チ

イオ為 ン ツ為 ン ン   ハ ン

１拍

１小節

拍

小
さ
く
書
か
れ
た
音
は
、
1
2
拍
よ
り
も
短
く
弱
く

平
調
子（
一
を
ニ
音（
レ
）に
、
一
を
五
と
同
音
に
調
弦
す
る
）

◀弱押し

1
2
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体全体を少し右に向けて立ち、楽器を構
えるときに上半身だけを正面に向ける。

左手人さし指の付け根に笛
を当て、左手親指で楽器を
支えて構えを安定させる。

楽器はほぼ水平にする。

肩の力を抜く。

肘
ひじ
を張り
すぎない。

⃝の部分でふさぐ。
指孔のふさぎ方

篠笛の運指は、下図のように数字で表す。算用数字は１
オクターヴ高い音を示すときに用いられ、同じ運指のま
ま唇

くちびる
をさらに左右に引き、息を鋭く吹き込む。

りょ かん

○…開ける　●…ふさぐ　▲…指打ちの例

左手と右手の小指は指の
腹で、それ以外の指は軽
く伸ばした状態でふさぐ。

●篠笛の音色を味わいながら演奏を楽しもう。

篠
しの

笛
ぶえ

た

れ

あ

が

で

ま

ん

て

れ

が

あ

た

こ

こ

た
こ 

た
こ 

あ
が
れ 

わ
ら
べ
う
た

ほ

ほ

ほ

あ
っ

ち
の

み

ず
は

に

が
い

ぞ

た
る

こ
い

ほ

ほ

ほ

た
る

こ
い

こ
っ

ち
の

み

ず
は

あ

ま
い

ぞ

ほ
た
る
こ
い 

わ
ら
べ
う
た

篠
しの
竹
だけ
という竹で作られた横笛。祭

まつり
囃
ばや
子
し
や神

かぐら
楽、民謡、歌舞伎の音楽など幅広いジャンルで用い

られ、さまざまな調子の笛が使われている。最も音域の低いものから半音刻みで順に「一本
（または一本調

ぢょう
子
し
）」、「二本」…と呼び、それぞれ笛の長さが異なる。

構え方 運指

い

し

や

き

い

も

指
打
ち

１
拍

長
く
の
ば
す

音
高

い
し
や
き
い
も

同音が続く場合は、押さえている指を指孔から一瞬
離してすぐにふさぐ「指打ち（ ）」という奏法を用いる。
リコーダーのようにタンギングはしない。

タンギングせずに一息で吹く

奏法
指打ち唇の当て方と息の当て方

右手で管尻を持ち、左手で歌口の下を
支え、歌口を下唇の中央に当てる。唇
は左右に少し引き、下唇が歌口に少し
かかるようにする。上下の唇は軽く合
わせておく。「フィーッ」と発音するつ
もりで唇の中央から息を出し、歌口の
ヘリに息を吹き当てる。

各部の名称

７孔
こう
の場合

歌
うた
口
ぐち

七孔 六孔 五孔 四孔 三孔 二孔 一孔 管
かん
尻
じり

指
ゆび
孔
あな

唱歌

唱歌

唱歌

運指

運指

（休み）

（休み）
（掛け声）

●篠笛の表現力の豊かさを感じながら演奏を楽しもう。

西
にし

川
かわ

浩
こう

平
へい

 作曲

鼓動の舞 ●手本の唱
しょう
歌
が
をよく聴いてまねて覚え、合奏を楽しもう。

篠笛１

篠笛２

手拍子（締
しめ

太鼓）
足踏み（長

なが
胴
どう

太鼓）

篠
笛

う
さ
ぎ
と
か
め 

石い
し
原は
ら
和わ

三さ
ぶ
郎ろ
う 

作
詞
／
納の
う
所し
ょ
弁べ
ん
次じ

郎ろ
う 

作
曲

五

　三

　五

　三

　三

　二

　二

二

　二

　一

　二

　三

五

　五

　三

　五

　三

　三

　一

二

　二

　三

　二

　一

二

　二

　三

　二

　一

六

　六

　１

　１

　五

　五

　三

　三

五

　五

　五

　五

　六

　六

　六

１

　１

　１

　六

　五

も

し

も

し

か

め

よ

お

え

ま

う

に

ろ ち

い

か

の ん

よ

せ

さ

め

か

の

い

あ

み

ゆ

ど

ほの

ど

い

か

の

な

ん

そ

に

い

な

は

の

も

て

し

う

の

ろ

拍
遅
れ
て
吹
く

1
4

は

る

こ

う

う

の

ろ

は

な

の

え

ん

か

げ

さ

し

て

わ

け

い

で

し

い

ま

い

ず

こ

め

ぐ

る

さ

ず

き

か

ち

よ

の

ま

が

え

つ

む

か

し

の

か

り

ひ

も
う

い
い

か
い

ま
あ

よ

も
う

い
い

か
い

も
う

い
い

よ

だ
だ

１
拍
休
む

１
拍
に
２
音
吹
く

も
う
い
い
か
い 

わ
ら
べ
う
た

拍

前
の
音
を
１
拍
の
ば
す

前
の
音
を
2
拍
の
ば
す

荒
城
の
月 

土ど

井い

晩ば
ん
翠す
い 

作
詞
／
滝た
き 

廉れ
ん
太た

郎ろ
う 

作
曲
／
山や
ま
田だ

耕こ
う
筰さ
く 

補
作

拍
遅
れ
て
吹
く

1
2

五線に示した篠笛の音は「八本」の笛を用いた場合。

滝 廉太郎、山田耕筰P.142

日本の伝統音楽P.102

解
説
・
演
奏

1
2

88 89

手拍子

ギター

リコーダー

和楽器（箏、篠笛、三味線、三線）

合奏

《クラッピング・カルテット第１番》長谷部匡俊

《練習曲第１番 ハ長調》ソル

《練習曲 イ短調》カーノ

《Take Me Home, Country Roads》（カントリー・ロード）ダノフ、ニヴァート、デンヴァー

《いつも何度でも》木村 弓

《メヌエット ト長調》ペツォルト

《木星》ホルスト

《ジムノペディ第１番》サティ

《America》バーンスタイン

クラッピング・カルテット第1番 2006 年に発表。 
クラッピング(Clapping)とは手拍子のこと。

長
は

谷
せ

部
べ

匡
まさ

俊
とし

 作曲

●音符の長さに注意して、リズムを正確に打とう。
●強弱やパートの組み合わせの変化に注意して、曲の構造を理解しよう。
●手拍子の音色を工夫したり、音色の組み合わせを工夫して打楽器で演奏したりしてみよう。

手
拍
子

創
作

❶ 4 人のグループをつくり、グループごとに話し合って拍子とテンポを決めよう。
❷パートの組み合わせの変化を工夫しながら、リズム・パターンを書き込もう。

❸自分たちで演奏を工夫しながら、強弱やアクセント、反復記号などの指示を書き込もう。
❹他のグループと作品を交換し、互いに演奏して、意見や感想を伝え合おう。
❺意見や感想をもとに、改善点を話し合って作品を完成させよう。

テンポ

リズム・アンサンブルをつくろう

64 65

《ばらの花》岸田 繁（合奏・歌）

《In どっどど》佐井孝彰

ミニマル・ミュージックの作曲家テリー・ライリーの
代表作《In C》に着想を得た作品を新規掲載

リズム譜を読む練習曲として、また、リズム・アンサンブル
の表現を工夫する曲としてなど、目的に合わせてさまざまに
活用されています。

クラシック・ギターの魅力を生かせる教材を選びました。
（教科書 P.64）

（教科書 P.86-93）
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和音記号→

次の和音進行を弾いて聴き比べよう。

次の和音進行を、臨時記号を付けずに弾いた場合と付けて弾い
た場合で、どのような違いがあるか聴き比べよう。

創
作

ハ長調の和音

おんおん がくがく

ハ長調の和音

主要三和音

トニック

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

副三和音

サブドミナント ドミナント

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

①
C

Ⅰ
C

Ⅰ

②
C

Ⅰ
G

Ⅴ

③
C

Ⅰ
C

Ⅰ
Am

Ⅵ

④
C

Ⅰ
Dm

Ⅱ
C

Ⅰ

⑤
C

Ⅰ
G

Ⅴ
F

Ⅳ

転回形

同主調からの借用和音

音を確かめながら に入る和音を下から選び、 に和音記号またはコード・ネームを、五線に音符を書こう。
ただし、ここでは西洋音楽の伝統的な理論で禁止されている進行と、同じ和音を連続して用いることはできないものとする。正解は複数ある。

P.82〜83を参考に、8小節の和音進行を自由に考えよう。

1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

和音の構成音の一部をオクターヴ高く
したり低くしたりすると、少し性格の
異なる和音になる。これを「転回形」
という。転回形を用いると和音の進行
を滑らかにすることができる。

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Iの転回形

長調のⅡ、Ⅳ、Ⅵは、同じ主音をもつ短
調の和音を一時的に借用することができ
る。借用和音を用いると和音進行の響き
がより豊かになる。
Ⅱ、Ⅳ、Ⅵの同主調からの借用和音

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

A B

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

A’ B’

　現在メディアなどを通して聴くことのできる多くの音楽の旋律は、一定の規則に従って進行する和音によって支えられてい
る。この和音進行の理論は西洋音楽の発展とともに体系化され、現在もポピュラー音楽をはじめとしたさまざまなジャンルで
用いられている。ここでは長調の基本的な和音進行について説明する。

和音は、ある調の音階それぞれの音の上に3度
ずつ２つの音を積み重ねた「三和音」を基本と
し、順にⅠ、Ⅱ、Ⅲ…の和音記号で表す。各和
音は、調の中で独自の機能をもち、その機能
は「トニック」「ドミナント」「サブドミナン
ト」の３つに分けられる。また、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴ
は、特に重要な役割を果たすため「主要三和
音」と呼び、それ以外を「副三和音」と呼ぶ。
下の図は、ハ長調の和音を例に、各和音の機能
と伝統的な和音進行を示したものである。ここ
ではⅢ、Ⅶは除外して説明する。

和音の機能とその進行

●キーボードなどで音を出しながら、さまざまな和音進行を試し、それぞれの進行がもつニュアンスの違いを感じ取ろう。
●自分の好きな曲を一つ取り上げて、それがどのような和音進行でつくられているか調べよう。

安定感があり、
曲の冒頭や終止の部分に使われるなど、

中心的な役割を果たす。

C
Ⅰ

Am
Ⅵ

トニック（T）

多様な役割があり、
トニックへ向かおうとしたり、

ドミナントの緊張感を盛り上げたりする。

Dm
Ⅱ

サブドミナント（S）

F
Ⅳ

サブドミナント
からトニックは、
F→ Cのみ

図に示されていない次の進行は、
西洋音楽の伝統的な理論では禁止
されているが、印象派以降の音楽
やポピュラー音楽などでは使われ
ることも多い。

ドミナント→サブドミナント

同機能の副三和音→主要三和音

Ⅱ→トニック Ⅳ→Ⅵ

強い緊張感があり、
安定したトニックへ
向かおうとする。

G
Ⅴ

ドミナント（D）

コード・ネームP.66 コード表P.68 和音P.156

おん がく

和音進行を考えよう和音の進行って何？

　
　
　
向
かう
力が

強い

❶

❷

❸

❹

関係調P.155

82 83

創 作さまざまな楽器を扱い、教材性の高い定番曲を厳選して掲載しています。
「トニック」「ドミナント」「サブドミナント」の機能や基本的な和音進行を理解したうえで、和音進行を
考えたり、和音と旋律でピアノ曲をつくったり、つくった曲をアレンジしたりする教材を掲載しています。

和音の機能とその進行を理解する

和音記号→

次の和音進行を弾いて聴き比べよう。

次の和音進行を、臨時記号を付けずに弾いた場合と付けて弾い
た場合で、どのような違いがあるか聴き比べよう。

創
作

ハ長調の和音

おんおん がくがく

ハ長調の和音

主要三和音

トニック

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

副三和音

サブドミナント ドミナント

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

①
C

Ⅰ
C

Ⅰ

②
C

Ⅰ
G

Ⅴ

③
C

Ⅰ
C

Ⅰ
Am

Ⅵ

④
C

Ⅰ
Dm

Ⅱ
C

Ⅰ

⑤
C

Ⅰ
G

Ⅴ
F

Ⅳ

転回形

同主調からの借用和音

音を確かめながら に入る和音を下から選び、 に和音記号またはコード・ネームを、五線に音符を書こう。
ただし、ここでは西洋音楽の伝統的な理論で禁止されている進行と、同じ和音を連続して用いることはできないものとする。正解は複数ある。

P.82〜83を参考に、8小節の和音進行を自由に考えよう。

1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

和音の構成音の一部をオクターヴ高く
したり低くしたりすると、少し性格の
異なる和音になる。これを「転回形」
という。転回形を用いると和音の進行
を滑らかにすることができる。

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Iの転回形

長調のⅡ、Ⅳ、Ⅵは、同じ主音をもつ短
調の和音を一時的に借用することができ
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がより豊かになる。
Ⅱ、Ⅳ、Ⅵの同主調からの借用和音

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

A B

Ⅰ

�

Ⅱ

��

Ⅳ

�

Ⅴ

�

Ⅵ

��

Ⅳ ⅤⅠ ⅠⅠ Ⅰ1 Ⅰ2 ⅣⅤⅠ Ⅰ

Ⅰ1Ⅴ2 ⅣⅠ Ⅳ Ⅴ2Ⅰ1 Ⅰ

Ⅰ Ⅰ1Ⅴ ⅠⅤⅣ

Ⅳ ⅥⅡ

Ⅱ1 Ⅱ1

A’ B’

　現在メディアなどを通して聴くことのできる多くの音楽の旋律は、一定の規則に従って進行する和音によって支えられてい
る。この和音進行の理論は西洋音楽の発展とともに体系化され、現在もポピュラー音楽をはじめとしたさまざまなジャンルで
用いられている。ここでは長調の基本的な和音進行について説明する。

和音は、ある調の音階それぞれの音の上に3度
ずつ２つの音を積み重ねた「三和音」を基本と
し、順にⅠ、Ⅱ、Ⅲ…の和音記号で表す。各和
音は、調の中で独自の機能をもち、その機能
は「トニック」「ドミナント」「サブドミナン
ト」の３つに分けられる。また、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴ
は、特に重要な役割を果たすため「主要三和
音」と呼び、それ以外を「副三和音」と呼ぶ。
下の図は、ハ長調の和音を例に、各和音の機能
と伝統的な和音進行を示したものである。ここ
ではⅢ、Ⅶは除外して説明する。

和音の機能とその進行

●キーボードなどで音を出しながら、さまざまな和音進行を試し、それぞれの進行がもつニュアンスの違いを感じ取ろう。
●自分の好きな曲を一つ取り上げて、それがどのような和音進行でつくられているか調べよう。

安定感があり、
曲の冒頭や終止の部分に使われるなど、

中心的な役割を果たす。

C
Ⅰ

Am
Ⅵ

トニック（T）

多様な役割があり、
トニックへ向かおうとしたり、

ドミナントの緊張感を盛り上げたりする。

Dm
Ⅱ

サブドミナント（S）

F
Ⅳ

サブドミナント
からトニックは、
F→ Cのみ

図に示されていない次の進行は、
西洋音楽の伝統的な理論では禁止
されているが、印象派以降の音楽
やポピュラー音楽などでは使われ
ることも多い。

ドミナント→サブドミナント

同機能の副三和音→主要三和音

Ⅱ→トニック Ⅳ→Ⅵ

強い緊張感があり、
安定したトニックへ
向かおうとする。

G
Ⅴ

ドミナント（D）
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和音進行を考えよう和音の進行って何？
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●それぞれのアレンジ例でどのような工夫がされているか考えて、続きをつくろう。

❶ 前半と後半の和音進行をそれぞれ下の例から選んで記入しよう。P.83 でつくった和音進行を使ってもよい。

❷ 拍子を決めて記入し、各和音の構成音を中心に旋律をつくって記入しよう。
❸ 速度、強弱、スラーやスタッカートなどを考えて記入し、旋律に表情を付けよう。

ⅠⅠ Ⅴ1Ⅳ2 ⅠⅠ1 ⅤⅣ

Ⅰ ⅠⅠ Ⅱ1 Ⅴ ⅤⅣ Ⅳ Ⅱ1

作例①　前半：a　後半：e

作例②　前半：c’　後半：g’

●それぞれの作例でどのような工夫がされているか、考えて話し合おう。

❶ 左ページでつくったピアノ曲を、下の「さまざまなアレンジ例」を参考にアレンジしよう。

スラーやスタッカートで表情を付ける
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マーチ風に
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無理なく取り組めるようスモール・ステップを
意識した紙面構成

その他の創作

● オノマトペを素材にミニマル・ミュージックをつくろう
● リズム・アンサンブルをつくろう
● 「おじぎのコード」をアレンジしよう
● 合奏教材《ジムノペディ第１番》《America》の楽器編成を考えよう

（教科書 P.82）

（教科書 P.83）

（教科書 P.84）

（教科書 P.85）

9

和音進行を考える

和音と旋律でピアノ曲をつくる

つくったピアノ曲をアレンジする



西 洋 音 楽 の 鑑 賞
好評をいただいている「西洋音楽史」をさらに充実させました。各時代の音楽的特徴を捉えやすい定番曲を厳選し、
全 30 曲を鑑賞教材として掲載し、時代と作品との関連を分かりやすく示しました。音楽史は、当時の音楽の流行
と関わりの深い文化的・歴史的背景にもしっかり触れることができるようにしています。

各時代の音楽的特徴を理解しやすい定番曲

　18
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
近
代
社
会
の
出
発
点
と
な
っ
た
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
大
き
な
社
会
的
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
に
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
見
直
し
た
り
、
個
人
の
感
情
や
想
像
力
を
重
視
し
た
り
す
る
「
ロ
マ
ン
主
義
」
と
い
う
新
し

い
文
化
的
潮
流
が
生
ま
れ
、
諸
芸
術
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
市
民
階
級
の
音
楽
文
化
は
さ
ら
に
豊
か
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
ジ
ャ
ン

ル
が
発
展
し
た
。

ロ
マ
ン
派
①

19
世
紀
初
頭
〜
20
世
紀
初
頭

市民階級の音楽

さまざまな音楽ジャンルの発展

ヴィルトゥオーソの登場

　19世紀の音楽は、急速に成長した市民階級とともに発展した。音
楽は、教会や宮廷だけでなく、公開コンサートや私的なパーティー
でも楽しまれるようになり、そこでは歌曲やピアノ独奏曲が好まれ
た。フリーランスとして活躍するようになった作曲家もその需要に
応えて多くの作品をつくり出し、楽譜出版も増加した。

　この時代には、歌曲やオペラ P.138   の他、さまざまな器楽ジャンルも発展した。

　富裕な市民が集まり、芸術や学問、政治について語り合っ
たサロンでは、超絶的な演奏技術をもつ「ヴィルトゥオーソ」
と呼ばれる天才的な演奏家がもてはやされた。ヴァイオリン
ではパガニーニ、ピアノではショパンやリストなどがその代
表である。

サロンでピアノを演奏するショパン

●原詩の日本語訳を朗読して青年の心情を想像し、それがどのように音楽で表現されているかに注目しながら聴こう。
●ピアノ伴奏の変化に注目して聴き、それぞれがどのような情景を表しているのか考えて話し合おう。
●《冬の旅》の他の曲を聴いて、自分の気に入った曲を見つけよう。

●〈鬼ごっこ〉と〈トロイメライ(夢)〉では、それぞれどのような要素が曲を特徴付けているのか考えて話し合おう。
●〈トロイメライ(夢)〉の主旋律を歌ったり楽器で弾いたりして覚え、表情の変化に注目しながら聴こう。
●《子供の情景》の他の曲を聴いて、自分の気に入った曲を見つけよう。

菩
ぼ

提
だ い

樹
じ ゅ

 連作歌曲集《冬の旅》から

子供の情景

　《冬の旅》は、ミュラーによる同名の詩に基づいてつくられた。失恋した青年が町を捨てて旅を続ける様子を 24曲にわたっ
て描いている。第 5曲〈菩提樹〉では、思いを寄せた恋人のいる町から旅立とうとする青年の心情を歌っている。

　全 13曲からなるピアノ小品集である。それぞれに標題が付され、さまざまな子どもの世界が描写されている。

オーストリア生まれ。歌とピアノで詩の心情や情景を表現する歌曲のスタイルを確立し、
600曲以上の歌曲を残した。他の代表作は歌曲集《美しき水車屋の娘》など。

ドイツ生まれ。詩情あふれるピアノ曲や歌曲を多く残し、評論家としても活躍した。
他の代表作は歌曲集《ミルテの花》など。

シューベルト

シューマン

前奏 28小節目〜８小節目〜

冒頭4小節の主旋律が少しずつ表情を変え、幻想的な響きをつくり出しながら繰り返される。

19世紀前半のピアノ(プレイエル社)  ショパンが愛用していたものと同じ型。

第７曲〈トロイメライ（夢）〉

、スタッカート、アクセント、16分音符の多用によって軽やかな躍動感を強調している。第３曲〈鬼ごっこ〉

私的に音楽を楽しむ２人

主
な
器
楽
ジ
ャ
ン
ル

３連符の連続による前奏 歌と同じリズムによる伴奏 リズミカルな分散和音による伴奏

P.134

　音の強弱を表現できる鍵盤楽器「ピアノ」は18世紀前半に開発され、
時代を追うごとに音域や音量の拡大などの改良が加えられた。その豊
かな表現力から、18世紀以降の西洋音楽において極めて重要な役割
を担

にな
うようになった。

ピアノの表現力

古典派の手法を引き継ぎながら、ベルリオーズ、メンデルスゾーン、シューマン、ブラームス、
サン＝サーンス、マーラーなどが独自のスタイルを生み出した。

標題を付し、文学や絵画の内容を管弦楽で表現したジャンルで、リスト以降、チャイコフス
キー、サン＝サーンス、デュカス P.137   、R. シュトラウス P.140   などの作曲家によってた
くさんの作品がつくられた。

16 世紀末以降にフランス宮廷で流行したバレエは、その後ロシアで目覚ましい発展を遂げ、
中でもチャイコフスキーはバレエのための作品を多く残した。

交響曲

交響詩

ヴィルトゥオーソの妙技を最大限に発揮できる独奏協奏曲が好まれた。ショパンやリスト、ラ
フマニノフ P.152   のピアノ協奏曲、メンデルスゾーンやチャイコフスキーのヴァイオリン協奏
曲、ドヴォルジャークのチェロ協奏曲など、より華麗で高い演奏技術を要する作品がつくられた。

協奏曲

「幻想曲」「無言歌」「即興曲」などと呼ばれる自由な形式のピアノ曲も盛んにつくられた。キャラクター・ピース

バレエ音楽

ベルリオーズ（1803〜1869）
フランス生まれ。文学などから着想を得た
「標題音楽」を創作しながら、管弦楽法の理
論をまとめた。代表作は《幻想交響曲》など。

メンデルスゾーン（1809〜1847）
ドイツ生まれ。交響曲や室内楽曲において
洗練された優美な名曲を残した。代表作は
劇付

ふ

随
ず い

音楽《真夏の夜の夢》など。

チャイコフスキー（1840〜1893）
ロシア生まれ。ロマン派の技法を用いて、交
響曲、協奏曲、バレエ音楽などを残した。代
表作はバレエ音楽《白鳥の湖》など。

サン＝サーンス（1835〜1921）
フランス生まれ。明快かつ優雅な作風で、フ
ランス音楽の発展に貢献した。代表作は《序
奏とロンド・カプリチオーソ》など。

ブラームス（1833〜1897）
ドイツ生まれ。重厚かつ叙情的な作風で、交
響曲、協奏曲、室内楽曲などを残した。代表
作は《交響曲第４番》など。

マーラー（1860〜1911）
ボヘミア（現在のチェコ）生まれ。主にウィーンで指
揮者として活躍しながら、歌曲と交響曲を残した。代
表作は《交響曲第８番》（千人の交響曲）など。

“Winterreise”（D 911） - 5. Der Lindenbaum
1827年作曲

Franz Schubert
（1797〜1828）

Kinderszenen（Op.15）

Robert Schumann
（1810〜1856）

見知らぬ国と人々について 不思議なお話 鬼ごっこ ねだる子供 十分に幸せ 重大な出来事 トロイメライ（夢）

暖炉のそばで 木馬の騎士 むきになって 怖がらせ 眠りに入る子供 詩人は語る

菩
提
樹
（
日
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訳
）
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飲
み
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僕
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を

僕
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も
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を
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と
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て
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け
る
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ぎ
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よ
」

冷
た
い
風
が
吹
い
て

正
面
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た
る

帽
子
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
け
ど

僕
は
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ら
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も
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何
時
間
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僕
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と
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に
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え
る

「
君
の
安
ら
ぎ
は
こ
こ
に
あ
る
よ
」

あまり遅くなく
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8 9 10 11 12 13

132 133

西洋音楽史の重要なトピックを豊富な図版とともに解説

おんおん がくがく

●bのフレーズだけに使われている音に注目して聴こう。
●この主題は楽章を通して何度も登場する。主題に付けられた和音の変化や、主題を演奏する楽器の音色の変化に注目して聴こう。

●キタラ、コロス、オルケストラ、ハルモニアを語源とする言葉は何か考えて、調べて確かめよう。
●当時の哲学者たちが音楽をどのように捉えていたか、さらに詳しく調べよう。
●さまざまな言語で「音楽」を意味する語とその語源について調べよう。

　1892 年、ドヴォルジャークは故郷ボヘミアを離れてニューヨークのナショ
ナル音楽院の院長としてアメリカに渡った。この作品は、アメリカで出会った
黒人霊歌やアメリカ先住民に伝わる音楽と、ボヘミアの音楽との共通性に着想
を得て作曲されたといわれる。

ネラホゼヴェス（チェコ）
ドヴォルジャークが13歳まで過ごした。

交響曲第９番《新世界より》第2楽章
ドヴォルジャーク ボヘミア（現在のチェコ）生まれ。西洋音楽の伝統的技法と民族音楽の旋律やリズムを融合させた。

他の代表作は管弦楽曲《スラヴ舞曲集》、《弦楽四重奏曲第12番》（アメリカ）など。

Symphony No.9 “From the New World”（Op.95）
1893年初演

Antonín Dvořák
（1841〜1904）

世界中の民謡にみられる五音音階をもとにした主題が、
イングリッシュ・ホルンによって演奏される。

原調：変ニ長調
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a’

b

　古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
宗
教
儀
式
や
演
劇
、
労
働
、
娯
楽
に
至
る
ま
で
、
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楽
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要
不

可
欠
で
あ
っ
た
。
ま
た
哲
学
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た
ち
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、
世
界
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仕
組
み
を
知
る
た
め
に
は
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学
ぶ
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
時
代
の
音
楽
に
対
す
る
考
え
方
や
音
楽
理
論
は
西
洋
音

楽
の
土
台
と
な
り
、
現
代
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア

前
8
世
紀
〜
前
1
世
紀

m
ムーシケー

ousikē
　 英 語 の music や フ ラ ン ス 語 の
m
ミュズィク
usique など、ヨーロッパの多くの言

語で「音楽」を意味する語は、ギリシ
ア語の m

ムーシケー
ousikē を語源とする。ムーシ

ケーとは、ギリシア神話に登場する神
アポロンに仕えてさまざまな文芸を司
る女神 m

ムーサ
ousa に由来する言葉であり、

英語の museum も同語源である。

哲学と音楽
　紀元前 6 世紀頃、ピュタゴラスとその弟子たちは、２本の弦の長さが２：１や３：２などの単純な
整数比になるときに美しい響き（h

ハルモニア
armonia）が生まれることを発見した。やがて彼らは、宇宙の根

源は数であり、音楽と密接な関係にあると考えた。
　紀元前 4 世紀、プラトンは、音楽と体育を 2 本の柱とした理想の教育を唱え、音楽は人間性の向上
に欠かせないと説いた。またアリストテレスは、人間の道徳心を高めたり堕落させたりする音楽の効
用を認め、音楽の楽しみ方について論じた。

演劇と音楽
　古代ギリシアではギリシア神話を題材にした演
劇が盛んに上演された。劇中では俳優だけでなく
合唱隊（c

コロス
horos）が重要な役割を果たし、半円形

の舞台（o
オルケストラ
rchestra）に配置された。伴奏には主

にアウロスが用いられていたという。古代ギリシ
アの演劇は、16 世紀末に生まれるオペラ P.120  の
源流となった。

ヘロディス・アッティコス音楽堂（ギリシア、アテネ）

皿に描かれたアウロス 皿に描かれたキタラ

アウロスとキタラ
　当時の美術品から、2 本の管からなる「アウロス」
という管楽器や、複数の弦で和音を奏

かな
でる「キタラ」

という弦楽器が使われていたことが分かる。アウロス
は官能や酒を 司

つかさど
る神ディオニュソスと結び付けられ、

人間の感情を揺さぶる楽器と考えられていた。キタラ
は秩序や音楽を司る神アポロンと結び付けられ、人間
の理性を映し出す楽器と考えられていた。

　音楽の聴き方に正解はなく、人それぞれの楽しみ方がある。しかし、聴き方を少し工夫すると音楽をより深く味わう
ことができる。下の図は、自分自身の感性や経験を土台に、音楽を深く味わうための３つの視点を示したものである。

ドヴォルジャーク作曲の交響曲第９番《新世界より》第２楽章を、
下の解説を読む前に聴き、感じたことを書こう。

下の解説を読み、作品の音楽的特徴やつくられた背景などを
理解したうえで再度聴き、感じたことを書こう。1 2

その音楽には
どのような音楽的特徴があるか

その音楽を聴いて
どのようなことを感じたか

その音楽には
どのような背景があるか

声や楽器の音色

楽しい　寂しい　懐
なつ
かしい

誰が、いつ、
どこで、何のためにつくった？

拍子や特徴的なリズム

不安　落ち着く　怖い

つくった人はどのような人生を送った？

あるイメージが湧いてきた

他の芸術分野からの影響は？
速度やその変化強弱やその変化

誰かを思い出した

その当時は、どのような社会だった？

ある出来事を思い出した

楽曲の形式や構成

元気が湧いてきた

主題の反復、変化、対照

体を動かしたくなった

その当時、音楽はどのような方法で
記録されていた？

その他のさまざまな工夫
どのような場面で演奏されてきた？

自分自身の
感性や経験

①aとa’のフレーズに使われている音を塗りつぶそう。
②bのフレーズだけに使われている音を他の色で塗りつぶそう。

ド レ レミ ミファ ソ ラ シ ド

ムーサの名前 司る文芸
1 カリオペー 叙事詩
2 クレイオー 歴史
3 エウテルペー 叙情詩
4 タレイア 喜劇

ムーサたち

5 メルポメネー 悲劇
6 テルプシコラー 合唱、舞踊
7 エラトー 独唱歌
8 ポリュムニアー 讃歌
9 ウーラニアー 天文

本文：A-OTF UD 黎ミン Pr6N ／ L ／ 15Q

タイトル：A-OTF UD 黎ミン Pr6N ／ H ／ 50Q

「西洋音楽史」とは、古代ギリシアに発し、主に西ヨーロッパで中世から現代にかけて発展してきた芸術音楽の
歴史を指す。現在世界中で親しまれているポピュラー音楽も、西洋音楽の影響を受けて誕生したもので、音階
や形式など、共通点が多い。西洋音楽史を学ぶことは、現代の音楽文化のルーツを探ることでもある。

西洋音楽史

第２楽章

音や旋律の重なり方旋律の特徴

おん　        がく

音楽を深く味わう

民族主義の高まりP.136

117116

自分自身の感性や経験を土台として、
音楽を深く味わうための３つの視点を示しました。

● その音楽にはどのような音楽的特徴があるか
● その音楽を聴いてどのようなことを感じたか
● その音楽にはどのような背景があるか

これらを踏まえながら、ドヴォルジャーク作曲の交響曲第
９番《新世界より》第２楽章を鑑賞します。

（教科書 P.132-133）

（教科書 P.116）

各時代の音楽を理解するために重要な
文化的・歴史的背景を掲載 各時代の知っておきたい

主要な作曲家を紹介

10



オペラの世界
バロック時代に生まれたオペラは、ロマン派の時代に黄金期を迎えた。

各国の作曲家はそれぞれの方法でドラマと音楽の融合を目指し、個性豊かな世界を表現した。

椿
つ ば き

姫
ひ め

ヴァルキューレ

トゥーランドット

カルメン

La traviata
1853年初演

Die Walküre
1870年初演

Turandot
1926年初演

Carmen
1875年初演

ジークムント：主神ヴォータンと人間との間にできた子ども
ジークリンデ：ジークムントの双子の妹
ヴォータン：天上に住む主神
ブリュンヒルデ： 戦場の勝敗を決める神ヴァルキューレ

として育てられたヴォータンの娘

ヴィオレッタ：不治の病にかかっているパリの高級娼
しょう
婦
ふ

アルフレード：ヴィオレッタに思いを寄せるブルジョワの青年
ジェルモン：二人の恋愛に反対するアルフレードの父

主な登場人物

主な登場人物

トゥーランドット： 絶世の美女で冷酷な心をもつ中国の姫
カラフ：国を追われて放浪中のタタールの王子
リュー：カラフにひそかに思いを寄せるタタールの奴隷

主な登場人物

カルメン：タバコ工場で働き自由奔放に生きるロマの女性
ホセ：優柔不断で嫉妬深い衛兵の伍

ご
長
ちょう

ミカエラ：清純な女性でホセの婚約者
エスカミーリョ：颯

さっ
爽
そう
として自信に満ちた闘牛士

主な登場人物

「人生は楽しみとともにある！」（ヴィオレッタ）

「愛を知らないうちは……」（アルフレード）

第 1 幕〈乾杯の歌〉から

「彼の名前は……愛です！」
（トゥーランドット）

第 3 幕〈フィナーレ〉から

「笑うのよ！
たとえ困窮や苦悩に苛

さいな
まれても」
（ブリュンヒルデ）

第 3 幕第 1 場から

「もし私を愛してくれなくても、
私のほうから愛するわ !」（カルメン）

第 1 幕〈ハバネラ〉から
〈Habanera〉（ハバネラ）P.46

小
お

澤
ざわ

征
せい

爾
じ

音楽塾　2017 年公演

東京二期会　2023 年公演

新国立劇場　2016 年公演

The Metropolitan Opera　2022 年公演

イタリア生まれ。人間の感情を音楽で
劇的に表現し、イタリア・オペラの全盛
期を築いた。他の代表作はオペラ《ナ
ブッコ》《リゴレット》《アイーダ》など。

ヴェルディ
Giuseppe Verdi
（1813〜1901）

フランス生まれ。豊かな表現力で登場
人物を描写し、オペラの劇的効果を高
めた。他の代表作は付

ふ

随
ずい

音楽《アルル
の女》など。

ビゼー
Georges Bizet
（1838〜1875）

ドイツ生まれ。ドラマと音楽の融合を目
指して総合芸術の理想を追求した。他
の代表作はオペラ《タンホイザー》、楽
劇《トリスタンとイゾルデ》など。

ヴァーグナー
Richard Wagner
（1813〜1883）

イタリア生まれ。人物や場面を叙情的
な旋律や卓越した管弦楽法で生き生き
と描写した。他の代表作はオペラ《ラ・
ボエーム》《トスカ》《蝶

ちょう

々
ちょう

夫人》など。

プッチーニ
Giacomo Puccini
（1858〜1924）

〈Nessun dorma〉（誰も寝てはならぬ）P.34

139138

現在も人気の高い４つのオペラ作品
を、迫力のある舞台写真とともに紹
介しています。

　カンタータ《土の歌》は、大
おお

木
き

惇
あつ

夫
お

の詩に基づいて混声合唱とオーケストラのためにつくられた。全７楽章からなり、最終
楽章の〈大地讃

さん
頌
しょう

〉 P.54  は、単独で演奏されることも多い。ここでは、第１楽章、第３楽章、第６楽章を詩とともに紹介する。

●各楽章の詩を朗読した後、混声合唱とオーケストラの編成で聴き、詩の内容がどのように音楽で表現されているか感じ取ろう。
●詩人の生涯について調べ、この作品にどのような思いが込められているか想像して話し合おう。

　このミュージカルは、1950 年代半ばのニューヨークを舞台に、当時の社会問題と若者たちの恋愛を描いた作品である。

　このミュージカルは、19 世紀のパリに住む芸術家たちの青
春を描いたプッチーニのオペラ《ラ・ボエーム》の舞台を、20
世紀後半のニューヨークに置き換えるという構想のもとにつく
られた作品である。マイノリティー、麻薬中毒、 HIV などの社
会問題を題材に、現代の都市に生きる若者たちの暮らしが描か
れている。

惹
ひ

かれ合う

対立

（縄張り争い）

シャーク団
（プエルトリコ系移民）

ジェット団
（ヨーロッパ系移民）

マリア トニー
（元リーダー）

ベルナルド
（リーダー）

リフ
（リーダー）

アニータ

主な登場人物

シャーク団による〈America〉 P.78  の場面

@West Side Story in Stage Around/photo by Jun Wajda @West Side Story in Stage Around/photo by Jun Wajda

ジェット団による〈Cool〉の場面

●作品に描かれた社会背景を理解して、それぞれの登場人物の心情がどのように音楽で表現されているか感じ取ろう。
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　1950 年代半ばのニューヨーク西部。移民の町ウエスト・サイド
では、若者グループの「ジェット団」と「シャーク団」が激しく対
立していた。ある日、ジェット団リーダーのリフは、中立地帯で開
かれるダンス・パーティーでシャーク団に決闘を申し込むことを決
意する。だが、パーティー当日、緊迫した空気の中で、ジェット団
元リーダーのトニーと、シャーク団リーダーのベルナルドの妹マリ
アが恋に落ちてしまう。翌日、トニーは決闘をやめさせようと試み
るが、すでに決闘の火蓋は切られ、ベルナルドがリフを刺し、親友
を失ったトニーも逆上してベルナルドを刺してしまう。その後、ト
ニーもシャーク団の一員に撃たれて死ぬ。兄も恋人も失ったマリア
は、銃を手に「私たちみんなでトニーを殺したのよ！」と叫ぶ。

混声合唱とオーケストラのためのカンタータ 土の歌
佐
さ

藤
とう

 眞
しん 茨城県生まれ。交響曲、オペラ、管弦楽曲、室内楽曲、合唱曲、歌曲などさまざまな

分野で作品を発表している。他の代表作は、混声合唱のための組曲《蔵
ざ

王
おう

》など。

ミュージカル ウエスト・サイド物語
バーンスタイン アメリカ生まれ。指揮者としても活躍した。ジャズなどのポピュラー音楽の手法を

取り入れた作品を多く残した。他の代表作は交響曲第3番《カディッシュ》など。

ミュージカル レント
ラーソン アメリカ生まれ。現代社会が抱える問題と向き合ったミュージカルをつくった。

他の代表作は半自伝的な作品であるミュージカル《Tick, Tick... Boom !》など。

親友兄妹

恋人

友人

移民問題に苦しむトニーとマリア
　《ウエスト・サイド物語》の舞台となった 1950 年代半ばのニューヨーク西部には、多様な背景をもつ人々が暮らしていた。19 世
紀に移住してきたヨーロッパ系移民は、時間をかけてアメリカ社会に同化し、20 世紀半ばに移住してきたプエルトリコ系移民は、ス
ペイン語の新聞を発行するなど、独自のコミュニティーを徐々に形成していった。
　劇中では、若者たちは同じ場所に住みながら、人種的・文化的な違いによって２つのグループに分かれ、互いにライバル意識をもっ
ていがみ合う。各グループと関わりをもつトニーとマリアも、人種間の緊張関係の中で、恋愛を続ける難しさに直面するのである。

〈Seasons of Love〉P.28

●作品を鑑賞して、劇中で描かれた社会問題について調べよう。

West Side Story
1957年初演

Cantata “The Songs of the Land”
1962年作曲

RENT
1996年初演

Leonard Bernstein
（1918~1990）

Shin Sato
（1938~　）

Jonathan Larson
（1960~1996）

悲しげに

静かに

カンタータP.123

144 145

　カンタータ《土の歌》は、大
おお

木
き

惇
あつ

夫
お

の詩に基づいて混声合唱とオーケストラのためにつくられた。全７楽章からなり、最終
楽章の〈大地讃

さん
頌
しょう

〉 P.54  は、単独で演奏されることも多い。ここでは、第１楽章、第３楽章、第６楽章を詩とともに紹介する。

●各楽章の詩を朗読した後、混声合唱とオーケストラの編成で聴き、詩の内容がどのように音楽で表現されているか感じ取ろう。
●詩人の生涯について調べ、この作品にどのような思いが込められているか想像して話し合おう。

　このミュージカルは、1950 年代半ばのニューヨークを舞台に、当時の社会問題と若者たちの恋愛を描いた作品である。

　このミュージカルは、19 世紀のパリに住む芸術家たちの青
春を描いたプッチーニのオペラ《ラ・ボエーム》の舞台を、20
世紀後半のニューヨークに置き換えるという構想のもとにつく
られた作品である。マイノリティー、麻薬中毒、 HIV などの社
会問題を題材に、現代の都市に生きる若者たちの暮らしが描か
れている。

惹
ひ

かれ合う

対立

（縄張り争い）

シャーク団
（プエルトリコ系移民）

ジェット団
（ヨーロッパ系移民）

マリア トニー
（元リーダー）

ベルナルド
（リーダー）

リフ
（リーダー）

アニータ

主な登場人物

シャーク団による〈America〉 P.78  の場面

@West Side Story in Stage Around/photo by Jun Wajda @West Side Story in Stage Around/photo by Jun Wajda

ジェット団による〈Cool〉の場面

●作品に描かれた社会背景を理解して、それぞれの登場人物の心情がどのように音楽で表現されているか感じ取ろう。
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親友兄妹

恋人

友人

移民問題に苦しむトニーとマリア
　《ウエスト・サイド物語》の舞台となった 1950 年代半ばのニューヨーク西部には、多様な背景をもつ人々が暮らしていた。19 世
紀に移住してきたヨーロッパ系移民は、時間をかけてアメリカ社会に同化し、20 世紀半ばに移住してきたプエルトリコ系移民は、ス
ペイン語の新聞を発行するなど、独自のコミュニティーを徐々に形成していった。
　劇中では、若者たちは同じ場所に住みながら、人種的・文化的な違いによって２つのグループに分かれ、互いにライバル意識をもっ
ていがみ合う。各グループと関わりをもつトニーとマリアも、人種間の緊張関係の中で、恋愛を続ける難しさに直面するのである。

〈Seasons of Love〉P.28

●作品を鑑賞して、劇中で描かれた社会問題について調べよう。

West Side Story
1957年初演

Cantata “The Songs of the Land”
1962年作曲

RENT
1996年初演

Leonard Bernstein
（1918~1990）

Shin Sato
（1938~　）

Jonathan Larson
（1960~1996）

悲しげに

静かに

カンタータP.123

144 145

表現教材で扱っている以下の３曲に関
連した鑑賞教材を掲載しました。

〈大地讃頌〉⇔《土の歌》
〈America〉⇔《ウエスト・サイド物語》
〈Seasons of Love〉⇔《レント》
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❶おお、友らよ、これらの音楽ではなく！

　もっと心地よい音楽を歌い始めよう、

　そしてもっと歓喜に満ちた音楽を！

❷歓喜よ、美しい神々の火花よ、

　エリシオンの娘よ、

　我々は火に酔いしれて足を踏み入れる、

　天上の娘よ、あなたの聖域に。

　あなたの不思議な力が再び結び付ける、

　時流が厳しく分け隔てたものを、

　全ての人間は兄弟となる、

　あなたの柔らかな翼がとどまるところで。

❸友の友になるという、

　大きな成功を手にした者、

　愛らしい女性を伴侶にした者、

　その大いなる歓喜に加われ！

　そうだ、地球上でただ一つの心でも

　自分のものと言える者も！

　そしてそれができなかった者は、

　泣きながらこの同盟からこっそり出ていけ！

❹全ての生き物は歓喜を

　自然の胸から飲む。

　よい人も、悪い人も皆

　歓喜のバラの道をたどる。

　歓喜は我々に口づけとぶどう酒を、

　死の試練を経た友を与えた。

　快楽は虫けらに与えられ、

　すると天使ケルビムは神の前に立つ。

❺楽しげに、天の恒星が、

　天の完全な計画に従って飛ぶように、

　兄弟たちよ、自分の道を行け、

　喜んで、英雄が勝利を目指すように。

❻抱擁を受けよ、何百万の人々よ！

　この口づけを全世界のために！

　兄弟たちよ！星空のかなたには

　愛する父が住んでいるはずだ。

❼ひれ伏しているか、何百万の人々よ？

　創造主を感じているか、世界の者たちよ？

　星空のかなたに主を探し求めよ！

　星々のかなたに主は住んでいるはずだ。

フロイデ

トッホター

ヴィーァ

ヒムリシェ

ダイネ

ヴァス

アッレ

ヴォー

シェーナー

アウス

ベトレーテン

ダイン

ツァウバー

ディー モーデ シュトレング ゲタイルト

メンシェン

ダイン

ゲッターフンケン

エリューズィウム

フォイアートルンケン

ハイリヒトゥーム

ビンデン ヴィーダー

ヴェールデン ブリューダー

ザンフター フリューゲル ヴァイルト

交響曲第 9 番 第４楽章

荒々しい序奏 冒頭の序奏が再び登場する

P.127の続き

四重唱＋合唱 他人との絆
きずな
を得る喜び❸を歌う

バリトン独唱+合唱 「歓喜の主題」❷を歌う

バリトン独唱 ベートーヴェンが作詞した歌詞❶を歌う

四重唱＋合唱 自然からの恵みを得る喜び❹を歌う

テノール独唱＋合唱 天に定められた道を行く喜び❺を歌う

オーケストラ間奏

合唱 「歓喜の主題」❷を歌う

合唱 「抱擁の主題」❻を歌う

合唱 主を探し求める様❼を歌う

合唱 「歓喜の主題」❷と「抱擁の主題」❻を同時に歌う

合唱 主を探し求める様❼に続いて「抱擁の主題」❻の一部を歌う

四重唱＋合唱 「歓喜の主題」❷と「抱擁の主題」❻を歌う

《An die Freude》（歓喜の歌）P.53

叙唱（朗読のように歌う歌唱法）　

行進曲風に

しかし敬
けい
虔
けん
に

力強く

128 129

大人気の鑑賞教材、ベートーヴェン
作曲《交響曲第９番》第４楽章を引
き続き掲載しています。今回の改訂
では、バリトン独唱以降の譜例と歌
詞を一つの見開きページにまとめま
した。

（教科書 P.128-129）

（教科書 P.144-145）

（教科書 P.138-139）

11

譜例、原語歌詞、発音、日本語訳を見やすくレイアウト



世 界 の 諸 民 族 の 音 楽
　世界の諸民族の音楽では、さまざまな視点で世界の音楽の多様性に触れることができるよう、
　以下の４つのアプローチを用意しました。

　「世界のさまざまな音楽」…さまざまな国や地域から 21 種の音楽文化や楽器を紹介
　「人間と音楽の多様な関わり」…「信仰と音楽」「物語と音楽」という２つのテーマで世界各地の音楽を紹介
　「ジャワ・ガムランについて学ぼう」…楽器、音楽の構造、社会との関わりについて深く学習
　「音楽旅行記 地球の裏側の音楽を求めて　ボリビア」…音楽文化と人々の暮らしとの関わりにも注目

　世界には、現在広く親しまれている西洋
音楽の拍子や音階に当てはまらない音楽、
体の動きと分かちがたく結び付いた音楽、
地声・鼻声・息の混ざった声を用いる音楽
など、さまざまな音楽が存在する。それぞ
れの音楽においてどのようなことが大切に
されているのか、その背景にはどのような
文化があるのかを探求し、その深く豊かな
世界への一歩を踏み出そう。

世界の
さまざまな音楽

袋にためた空気を、袋に取り付けた複数の管に送
り込んで演奏する。旋律を演奏するための管以外
に、「ドローン」と呼ばれる一定の音高を鳴らし
続けるための管をもつものが多い。

台湾には十数の先住民族がおり、それぞれに独自の
歌唱法が伝わるが、異なる音高の地声を重ね合わせ
るスタイルは、多くの部族に共通している。彼らの
歌は、通過儀礼、収穫、祭りなどと結び付いている。

主にアルプス地方のドイツ語圏でみられる歌唱
法。地声と裏声を素早く交互に用いる。牧畜と結
び付いた声の技法に由来し、各地方で独自の様式
が発展したが、やがて歌としての標準化が進んだ。

通常 7 本の演奏弦の内側に 11 〜 13 本の共鳴
弦が張られ、残響が多いのが特徴。古典音楽で
は太鼓「タブラー・バーヤーン」、一定の音高を
鳴らし続ける「タンブーラ」とともに演奏する。

低い声と同時に、口や舌の形などを変えて
笛のような高音を出す発声法。生活の中の
合図などに使われていたが、20 世紀半ば
以降、旋律を歌うスタイルが発展した。

西アフリカ一帯にみられる木琴の総称で、名
称や形状はさまざまである。共鳴用のひょう
たんの底に小さな穴を開けてクモの卵のうな
どの薄い膜を張り、独特の響きをつくり出す。

ヨーロッパの軍楽隊に由来し、その影響を受
けた世界各地にみられる。木管、金管楽器を
主体とし、打楽器などを加える。アメリカや
日本では学校の音楽活動としても盛んである。

オスマン帝国時代の軍楽。ティンパニの元祖「キョ
ス」、木管楽器「ズルナ」、大太鼓「ダウル」、シンバ
ル「ジル」、2 個一組みの太鼓「ナッカーレ」などを
用いる。西洋音楽の行進曲にも大きな影響を与えた。

中国伝来の祭礼楽（雅
ア

楽
アク

）と宴礼楽（唐
タン

楽
アク

）、韓
国固有の祭礼楽と宴礼楽（郷

ヒャン
楽
アク

）からなる。指揮
者に当たる執

チッ
拍
パク

が、6 枚の板の片端を結んだ打楽
器「拍

パク
」を打ち、音楽の進行を指示する。

アフリカの熱帯雨林で狩猟採集によって何世紀も
暮らしてきたバカ族は、即興的に旋律を変形させ
て幾重にも重ね合わせる独特の歌唱を行う。彼ら
の狩猟に関わる儀式に歌と踊りは不可欠である。

ガムランを模した男声合唱で、憑
ひょう

依
い

儀礼をルーツとす
る。あぐらを組んで何重にも円陣を組んだ男性たちが、

「チャ」の音を用いた異なるリズムを入れ子状態に重
ね合わせ、絶え間ない声のうねりをつくり出す。

炭鉱で働く出稼ぎ労働者が 1920 年代に生み出
した無伴奏の男声合唱に由来し、独特の振り付け
を伴う。「レディスミス・ブラック・マンバーゾ」
など、世界的に有名になったグループもある。

18 世紀末にイギリス人宣教師が伝えた賛美歌合
唱と土着の合唱が融合したもの。主旋律を歌う女
声合唱、高音で装飾を加える女声の独唱、掛け声
のような男声合唱の３パートからなる。

数十本の弦を両手ではじいて演奏する。か
つては目の不自由な男性が民族の歴史や英
雄譚

たん
を歌いながら演奏したという。

呼吸音や喉を鳴らす音などを用いて動物の鳴き声
や自然の音をまねる歌唱法。女性 2 人が向かい
合って歌い、先に笑ったり、歌うのをやめたりし
たほうが負けという遊びでもある。

アメリカに連れてこられたアフリカ人奴隷が、故郷の楽
器の記憶をもとに生み出した楽器。黒人にふんした白人
によるコメディ「ミンストレル・ショー」を通じて普及
し、カントリー P.147 にも取り入れられて定着した。

イスラム神秘主義において、神や預言者、聖
者をたたえるために歌われる宗教歌謡。鍵盤
楽器の「ハルモニウム」、打楽器の「タブラー・
バーヤーン」や「ドーラク」などで伴奏する。

世界中に分布するが、メラネシアではソロモン諸
島のアレアレ族によるものがよく知られている。
組み合わせるパンパイプの種類や数により合奏タ
イプが区別され、主に儀礼や祝祭で演奏される。

西洋音楽の歴史の中で生まれた男声と女声による
合唱形態。各声部をそれぞれ複数人で歌う。声部
の数によって、混声四部合唱、混声三部合唱など
に分けられる。ピアノの伴奏を伴うこともある。

先住民インディオに伝わる縦笛「ケーナ」やパンパイ
プ「シーク」 P.100  と、この地を植民地化したスペ
インに由来する「ギター」「マンドリン」「チャランゴ」
などの弦楽器や大太鼓「ボンボ」 P.100  で演奏される。

❸バグパイプ（ヨーロッパ、インドなど） ⓮台湾先住民の合唱（台湾）

❺ヨーデル（スイスなど） ⓰シタール（北インド）

⓫ホーメイ／ホーミー（トゥヴァ共和国、モンゴルなど）

❽バラフォン（ギニア、マリなど） ⓳吹奏楽（ヨーロッパなど）

❹メヘテル（トルコ） ⓯韓国の宮廷音楽（韓国）

❻バカ族の歌唱（カメルーン、コンゴ共和国、ガボンなど） ⓱ケチャ（バリ島）

❾イシカタミヤ（南アフリカ共和国） ⓴ヒメネ・タラヴァ（タヒチ）

⓭カタジュジャク（イヌイットの喉
のど
歌
うた
）（カナダ）⓬バンジョー（アメリカ合衆国など）

❼カッワーリー（インド、パキスタン、バングラデシュ） ⓲パンパイプ（メラネシアなど）

❿混声合唱（ヨーロッパなど） ㉑フォルクローレ（ペルー、ボリビアなど）

農村の女性たちに伝わる民謡を、20 世紀半ばに舞
台用に洗練させ、世界の注目を集めるようになっ
た。地声の響きによる独特の音の重なりが特徴。

❶ブルガリアの女声合唱（ブルガリア） ❷バンドゥーラ（ウクライナ）

ブルガリアブルガリア
ウクライナウクライナ

イギリス（P.62）

トルコ

スイス
バチカン市国

 （P.96）

カメルーン

コンゴ共和国
ガボン

インドインド
パキスタンパキスタン
バングラデシュ

ギニア
マリ

南アフリカ共和国

トゥヴァ共和国
モンゴル

アメリカ合衆国

カナダ

台湾台湾

韓国

バリ島

メラネシア
タヒチ

ペルー
ボリビア

タイ（P.97）

中国（P.97）

甘南チベット族自治州甘南チベット族自治州（P.96）

ジャワ島（P.98）

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽

イラン（P.62）

ハワイ（P.62）
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音楽の多様性を視覚的にも味わえる紙面構成

（教科書 P.94-95）

螺
ら
旋
せん
の外側には、曲の枠組みをつくるゴング類［1］

が拍ごとに示されている。最低音のゴング・アグンが、
16拍からなる周期の16拍目に打たれ、1周期を４等
分する拍に少し硬い音色のクノンが打たれる。クノ
ンとクノンの間の拍に柔らかい音色のクンポルが打
たれるが、ゴング・アグンが打たれた直後は休み。
残された隙

すき
間
ま
の拍をクトが埋めていく。

クンダン［3］の合図で始まり、＊印の音からボナン・
バロンが時計回りに前奏を１

・
→６→１

・
→６→5→ と

演奏する。合奏は、最後の拍 から始まり、循環の
輪を閉じるように、最後の拍 で終わる。

螺旋上の数字は、［2］の楽器によって演奏される骨
格旋律の音の高さを表す。

図には示されていないが、［4］の楽器が、骨格旋律
の間を埋めながら、変奏旋律やリズムを演奏する。

1〜⓰は拍を表す。

この曲には、１オクターヴが５音からなる
「スレンドロ音階」が使われている。右にそ
のおおよその高さを示した。実際の音高は
楽器の音域によって異なり、ガムラン全体
で７オクターヴぐらいをカバーしている。

スレンドロ音階

ジャワ島のガムラン音楽が映し出すもの

サプトブドヨ楽舞団によるガムランの演奏 （�と�はこの写真にはない）

　赤道付近に位置するジャワ島は、昼と夜の長さが一年中ほとんど変わらない。季節は雨季と乾季の２つが交互に巡る。そして
人々は、「死んだ後は生まれたところに戻っていく」と考えている。ジャワ・ガムランの循環的な構造は、このような自然環境や
人々の考え方を映し出しているかのようだ。また、熱帯の森
では、木々は常に繁茂し、隙間があればそこに入り込んで増
殖していく。ここにも、拍の隙間を埋めていくガムランに通
じるものがあるだろう。
　ジャワ・ガムランは、民間のさまざまな形の器楽合奏、宗
教的な歌謡、民謡が長い時間をかけて宮廷で集大成されて完
成したもので、独自の音楽理論や様式をもつ古典的な音楽で
ある。しかしそれは変化を許さないものではない。オランダ
による植民地化、インドネシア共和国の成立、その後の近代
化などを経て、根本的な部分は守りつつ、その中身を常に新
しくしてきた。社会の変化に伴って、音楽も変化し続けてき
たのである。今後、ジャワ・ガムランはどのように変化し、
どのような社会を映し出していくのだろうか。

ゴング・アグン＋クノン

クト

クト

クト

クトクト

クト

クト

クト

クノン

クノン

クノン

クンポルクンポル

クンポル

⑤⑤
②②
⑥⑥
③③

５５

３３

５５５５

３３

３３

６６ ６６

６６６６

５５

５５

５５

３３ ３３

３３

２２

２２

２２

１１ １１

１１３３

６６

６６

６６

１１

５５

⑤
②
⑥ ５

３

５５

３

３

６ ６

６６

５

５

５

３ ３３

３

２

２

２

１
・

１
・

１
・

３

６

６

６

１
・

５

＊

ここから合奏が始まり
ここで終わる。

1

9

2

3

4

5

6

7
8

クンダン

⓾

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯
⓰

休
み

ジャワ・ガムランについて学ぼう

《ランチャラン・マニャルセウ》の枠組みと骨格旋律

　ガムランは、インドネシアを中心に演奏されている合奏形態の音楽で、楽器全体を示す言葉でもある。青銅製の楽
器を中心に、太鼓、木琴、弦楽器、歌などが組み合わされる。地域ごとに楽器編成や演奏様式、曲のレパートリーが
異なるが、ここでは、宮廷において完成されたジャワ島中部地域のガムランを取り上げる。

　ガムランの音楽は、循環的な構造をもっている。同じ拍数による一定の周期で成り立つ骨格旋律が何度も繰り返さ
れ、骨格旋律の間を埋める音が少しずつ変化しながら、曲が進行していく。ここでは《ランチャラン・マニャルセウ》
という曲を例に、ガムラン音楽の構造を理解しよう。

ランチャラン：16 拍に 1回ゴング・アグンが打たれる形式。
マニャルセウ：ジャワ語で「千の鳥」。ジャワ・ガムランで使用される主な楽器

ガムラン音楽の構造

解
説
・
演
奏

●❶ゴング・アグン

●❷クンポル

●❸クノン

●❹クトとクンピヤン

❺スルントゥム

●❻サロン・ドゥモン

●❼サロン・バロン

●❽サロン・プキン

●❾クンダン・アグン（大）

●�クンダン・チブロン（中）

●�クンダン・クティポン（小）

●�ボナン・バロン

�ボナン・パヌロス

●�グンデル

●�ガンバン

●�ルバブ

●�スリン

楽器名 材質、特徴 役割

青銅製のこぶ付きゴング類

青銅製のゴング類

青銅製の鍵盤をもつ楽器

木琴

２弦の弓奏楽器

竹製の縦笛

青銅製の鍵盤をもつ楽器類

水牛の革を張った
樽
たる
型の両面太鼓

［1］
枠組み

［2］
骨格旋律

［3］
進行
（指揮）

［4］
変奏旋律と
リズム

�一定の周期で鳴らし、
曲の枠組みをつくる

曲の骨組みとなる旋律を、
何度も繰り返し演奏する

合奏全体のテンポや曲の進行を司
つかさど
る

曲の枠組みと骨格旋律に基づいて、
変奏旋律とリズムを演奏する

❶❶

❼❼ ❽❽

�� ��

❹❹ ❸❸

❷❷

❺❺

�� ��
❻❻

�� ❾❾
��

２    ３    ５    ６    １
・

ジャワの森
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ガムラン音楽の構造を理解しやすいよう、視覚的に提示

（教科書 P.99）

地球の裏側の音楽を求めて ボリビア

　大学１年生の夏、南米ボリビアにイタラケという音楽
があるのを知った。葦

あし
を束ねた管楽器シークを片手に持

ち、くりぬいた丸太にヤギの皮を張った打楽器ボンボを
肩から掛けて同時に演奏し、人々はそれに合わせて踊る
という。インターネットで動画を見て、どうしても生の
イタラケに触れたくなり、実際に行ってみることにした。

不思議なリズム ↑のところを少し急いだ感じで演奏していて、
なんとも言えない味わい深さが生まれている。

チチカカ湖にて（筆者）

ヤギ

葦

ボンボ

シーク

↑ ↑ ↑ ↑

日本 ロサンゼルス

リマ
ラパス

ボリビア

《チューニョの花が咲く頃に》

相
あい

田
だ

 豊
ゆたか

�　大学生（当時）※これは実体験に基づいて書かれた旅行記である。

　そして、「プレゼントだ」と言って、１枚のDVDをくれた。「最
近みんなで撮影したんだ。インターネットでも見られるけどね。
時代も変わったよ」 と笑った。ラパスに戻ってからその DVDを
見てみると、 それはまさにこの旅のきっかけになった映像だった！

１日目

2日目

3日目

4日目

音楽旅行記を作ろう

ボリビアまでの道のり

　5時間半かけて村に到着。村の人に旅の目的を話すとびっくりしていたけれど、温かく迎えてくれた。
しかし、イタラケは年に数回のお祭りの日にしか演奏しないとのこと。残念に思ったのもつかの間、
なんと２日後が、ちょうどそのお祭りの日だった！

　その晩、村の人がおいしいスープを作ってごちそうしてくれた。
何のスープか尋ねると、 答えはチューニョ！どうやら「チューニョ」
とは冷凍乾燥ジャガイモのことらしい。一度冷凍乾燥させたジャ
ガイモに花は咲かない。バスで聴いたあの歌は、悲しく、なんと
もやり切れない歌だったのだ。

　バスは日本製の中古車で、チチカカ湖沿岸を進んでいく。車
内では音楽が流れていて、運転手にタイトルを尋ねると、 恋人
が戻ってこない悲しみを歌った《チューニョの花が咲く頃に》と
いう歌とのこと。「チューニョの花」ってどんな花だろう?

　日本から飛行機を２回乗り継ぎ、40時間かけて到着したのは、
ボリビアの中心都市ラパス。標高3700mで空気が薄くて息が苦
しい。こんなところで笛を吹いたらすぐに息が切れてしまう気
がする…。街で見つけた楽器屋さんで「イタラケを見に行きたい」
と伝えると、「チチカカ湖方面行きのバスへ乗れ」と教えてくれた。

　村をぶらぶらしていると、シークを作っている人が！演奏をする人はみん
な自分でシークを作るそうだ。シークは、楽隊のいちばん偉い人が持ってい
るシーク用のものさしを基準にして長さを決める。「これがぴったり合わな
いと、音楽がきれいに響かなくなる」と教えてくれた。完成した楽器は、音
楽の精霊が住むという洞窟のそばで夜通し演奏することで、命を吹き込む

4 4 4 4 4 4

必
要があるのだそうだ。

　ついにお祭り当日！重いボンボを担
かつ

いで山に登り、頂上で
火を焚

た
いて儀式を行う。このときの音楽はどこか荘

そう
厳
ごん

な感じ
がした。言葉はほとんど分からなかったが、ジャガイモの豊
作を祈っていたようだ。頂上から眺めるアンデス高原はとて
も広大で、遠いところまで来たなぁ、と感慨深い。一方で火
を見ていると、なんとなく日本のお盆を思い出したりもして…。

　お祭りの翌日、村の人たちにお別れを言いに行くと、「また来年もお
祭りのときにぜひ来てくれ」と言ってくれた。村長が古い写真を取り出
して、「これは私の父が若かったときの写真だ。この時代から最近まで、
イタラケの音楽は下等な文化と言われて差別され、私たち自身も自分
たちの音楽に誇りをもてなかったんだ。だから、君のような人が遠い
ところからイタラケを見に来てくれてとても嬉

うれ
しかった、ありがとう」

と言った。

　山を下りて村の広場に来ると、人の多さにびっくり！周
りの村からも人が集まり、みんなとても楽しんでいる。こ
こでの音楽は、ずいぶんにぎやかな感じがする。リズムが

「訛
なま

っている」ようでちょっと不思議。でも踊ってみると、
音楽がステップによく合って、とても心地よい。言葉では
うまく言えないけれど、体では理解できた気がした。

隣国のペルーから旅人

が来ることはときどき

あるけれど、日本から

来る人は珍しい！

演奏しながら頂上に向かう人々

お祭りに向けてシークを作る村人

市場で見つけたチューニョ

中心都市ラパスの風景

1970 年代の写真

最後に村のみんなと…（筆者は後列左から４人目） 

踊りながら楽しむ人々

　�行ったことのない国や地域を選ぼう。
　�選んだ国や地域の音楽に関する情報をインターネットやガイドブックなどで調べ、音源や動画を探して視聴しよう。
　�図書館の本など、　�以外の方法でさらに詳しく調べよう。
　�調べた情報、音源や動画をもとに旅行記の文章を書こう。
　�その際、その音楽に触れた感想だけでなく、音楽の特徴や、生活や社会と音楽との関わりにも触れよう。
　�作成した文章に地図、写真、イラストなどを添えて、音楽旅行記を完成させよう。

1

2

23

4

5

音 楽 旅 行 記

イ
タ
ラ
ケ
の
お
祭
り
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暮らしの中にある音楽文化を旅行記にして紹介

（教科書 P.100）
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雅楽、能、歌舞伎の学習では、実際に声を出したり、楽器で演奏したりする活動を掲載しました。各種目における
代表的な旋律やリズムを覚えた後に鑑賞することで、実感を伴いながら各種目の音楽の特徴を学ぶことができ、鑑
賞活動がさらに有意義なものになります。

古代（7～12世紀）
外来音楽の輸入と消化

中世（13～16世紀）
日本独自の音楽の興隆

近世（17～19世紀） 現代（20世紀～）
日本独自の音楽の大成

声明
雅楽

平家
能楽

三曲
歌舞伎
文楽

アイヌの音楽
沖縄の音楽

各地の郷土の音楽

中
国
や
朝
鮮
半
島
の
音
楽
文
化
の
伝
来

三
味
線
の
伝
来

古代（7〜12世紀）
外来音楽の輸入と消化

中世（13〜16世紀）
日本独自の音楽の興隆

近世（17〜19世紀） 現代（20世紀〜）
日本独自の音楽の大成

中
国
や
朝
鮮
半
島
の
音
楽
文
化
の
伝
来

三
味
線
の
伝
来

雅楽
声明

平家
能楽

三曲
歌舞伎
文楽

アイヌの音楽
沖縄の音楽

各地の民俗芸能

　日本列島には、さまざまな音楽が今日まで伝えられている。雅
が
楽
がく
、声

しょう
明
みょう
、平

へい
家
け
、能

のう
楽
がく
、三

さん
曲
きょく
、歌

か
舞
ぶ
伎
き
、文

ぶん
楽
らく
などの

音楽に加え、アイヌや沖縄、そして各地に伝わる民俗芸能が、日本の音楽文化をさらに豊かにしている。ここでは、
日本の伝統音楽の主な特徴を理解し、歴史を概観しよう。

日本の伝統音楽

多様な音楽の併存

多彩な音色の表現

言葉と音楽の深い関わり

　日本には、成立時期の異なるさまざまな音楽が今日まで併存して伝えられ
てきた。その理由の一つとして、それぞれの音楽を享

きょう
受
じゅ

する主な社会的グルー
プが異なっていたことが挙げられる。近代になるまでは、雅楽は貴族社会で、
能楽は武家社会で伝えられ、歌舞伎や文楽は庶民の間で楽しまれていた。

　日本音楽の声や楽器の音色は非常に多
彩である。声の特徴は種目ごとに異なり、
同じ種目の中でも曲や場面に応じて音色
を使い分ける。また、各種目や流派はそ
れぞれ理想の音色を追い求め、多様な発
声法、楽器、奏法を生み出した。

　日本の伝統音楽には、声を使
うものが圧倒的に多く、楽器の
みで演奏されるものはごく一部
である。声を使う音楽の旋律や
リズムは、日本語の特徴を色濃
く反映している。また、琵

び
琶
わ

の
伴奏で語られる『平家物語』な
ど、音楽と結び付いた文学作品
が多い。

雅楽を楽しむ貴族たち（『住
すみ
吉
よし
物語絵巻断簡』から）

細
ほそ
棹
ざお

長
なが
唄
うた
など

中
ちゅう
棹
ざお

民謡など
太
ふと
棹
ざお

義
ぎ
太
だ
夫
ゆう
節
ぶし
など

三味線の種類

複雑な音色の例

箏：すり爪

三味線：サワリ

尺
しゃく
八
はち
：ムラ息

能管：ヒシギ

唱
しょう

歌
が

による伝承
　日本の伝統音楽では、音を耳で聴いて覚え、まねること
が重視され、楽器の音を言葉に置き換えて唱える「唱歌」
が活用されている。唱歌は、音高やリズムの他、奏法、音色、
強弱など、さまざまな音楽の要素を伝承するのに重要な役
割を果たしている。

唱歌の例
箏
こと
：コーロリンシャン

三
しゃ
味
み
線
せん
：チリチリチン

篳
ひち
篥
りき
：チーラーロ

能管：ヲヒャラーイホウホウヒ
祭
まつり
囃
ばや
子
し
の太

たい
鼓
こ
：テレツクテン

日本の伝統音楽の主な特徴

各種目の成立時期

1 �大まかな成立時期　 2 �主な楽器

雅
が

楽
がく

1 �平安時代　 2 �鞨
かっ
鼓
こ
、太

たい
鼓
こ
、鉦

しょう
鼓
こ
、笙

しょう
、篳

ひち
篥
りき
、竜

りゅう
笛
てき
、楽

がく
琵
び
琶
わ
、楽

がく
箏
そう
など

　日本古来の歌舞である「国
くに

風
ぶりの

歌
うた

舞
まい

」や、中国大陸や朝鮮半島などから伝来した「外来楽舞」がもとになっ
て生まれた音楽の総称。平安時代に種目や楽器編成などが整理されて今日まで続く雅楽の形が整えられ、主
に宮中や寺社において伝承されてきた。舞

ぶ
楽
がく

においては、中国系の楽舞を「左
さ

舞
まい

」、朝鮮半島系の楽舞を
「右

う
舞
まい

」と呼び、それぞれの伴奏音楽には「唐
とう

楽
がく

」「高
こま
麗楽

がく
」が用いられる。

雅楽に親しもうP.104

�宮
く
内
ない
庁
ちょう
式
しき
部
ぶ
職
しょく
楽
がく
部
ぶ

1 �奈良〜鎌倉時代　 2 �鐃
にょう
や鈸

はち
などの金属打楽器、太

たい
鼓
こ
、木魚、法

ほ
螺
ら
貝
がい
など

声
しょう

明
みょう

　仏教儀礼の際に僧侶によって唱えられる単旋律の声楽。６〜７世紀頃に仏教とともに朝鮮半島から伝わり、
日本独自の発展を遂げた。10 世紀以降につくられた日本語の声明は、平

へい
家
け

、能の謡
うたい

、義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

など、語り
を中心とした音楽に大きな影響を与えている。

信仰と音楽P.96

毛
もう
越
つう
寺
じ

（岩手県）�

　平家一族の興隆と没落を描いた『平家物語』を琵琶の伴奏で語る音楽。「平
へい

曲
きょく

」「平家琵琶」ともいう。
雅
が

楽
がく

の琵琶と仏教音楽を母体とし、盲人音楽家である琵琶法師によって演奏された。後に生まれる三
しゃ

味
み

線
せん

音楽に大きな影響を与えた。

1 �鎌倉時代　 2 �琵
び
琶
わ

平
へい

家
け

�平家琵琶：日
ひ
𠮷𠮷
よし
章
しょう
吾
ご

　能と狂
きょう

言
げん

の総称。能は、観
かん

阿
あ

弥
み

、世
ぜ

阿
あ

弥
み

親子が基礎を築いた、音楽と舞踊が融合した演劇。多く
の演目で主人公は面

おもて
をかける。台本は『古

こ
今
きん

和歌集』『伊
い

勢
せ

物語』『源氏物語』『平家物語』などの
古典文学に基づくものが多い。声楽の部分を「謡

うたい
」、器楽の部分を「囃

はや
子
し

」という。江戸時代には、
幕府の公式行事の際に演じられた他、武士のたしなみとして親しまれた。

1 �室町時代　 2 �笛（能管）、小
こ
鼓
つづみ
、大

おお
鼓
つづみ
、太

たい
鼓
こ

能
のう

楽
がく

能の音楽に親しもうP.106

能《道
どう
成
じょう
寺
じ
》　前シテ：友

とも
枝
えだ
真
しん
也
や
　他�

　三味線、箏、胡弓、尺八を単独で、あるいは組み合わせて演奏する室内向け音楽の総称。
それぞれ「地

じ
歌
うた

」「箏
そう

曲
きょく

」「胡弓楽」「尺八楽」と呼び、三味線と箏に、胡弓か尺八を加えた
3 つの楽器による合奏は「三曲合奏」と呼ぶ。地歌と箏曲は弾き歌いすることが多い。江戸
時代には、琵琶法師の流れをくむ盲人音楽家が、三味線、箏、胡弓を、虚

こ
無
む

僧
そう

という修行僧
が尺八を専門的に演奏した。これらの楽器の演奏を趣味で楽しむ人は江戸時代も今も多い。

1 �江戸時代　 2 �三
しゃ
味
み
線
せん
、箏

こと
、胡

こ
弓
きゅう
、尺

しゃく
八
はち

三
さん

曲
きょく

�三曲合奏《残
ざん
月
げつ
》　歌・三味線 : 藤

ふじ
本
もと
昭
あき
子
こ
　歌・箏 : 岡

おか
村
むら
慎
しん
太
た
郎
ろう
　尺八：藤

ふじ
原
わら
道
どう
山
ざん

　演劇と舞踊、多様な楽器と歌によるさまざまな音楽が一体となった歌舞劇。その起
源は、出

いずも
雲のお国

くに
が興行した「かぶき踊

おどり
」といわれ、町人を中心に流行した。竹

たけ
本
もと

（義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

）、長
なが

唄
うた

、常
ときわ

磐津
づ

節
ぶし

、清
きよ

元
もと

節
ぶし

などの他、陰
かげ

囃
ばや

子
し

と呼ばれる効果音楽も用いる。

1 �江戸時代　 2 �三
しゃ
味
み
線
せん
、笛（能管、篠

しの
笛
ぶえ
など）、小

こ
鼓
つづみ
、大

おお
鼓
つづみ
、太

たい
鼓
こ
、大

おお
太
だい
鼓
こ
など

歌
か

舞
ぶ

伎
き

歌舞伎の音楽に親しもうP.108

歌舞伎《紅
もみじ
葉狩

がり
》　更

さら
科
しな
姫
ひめ
：市

いち
川
かわ
染
そめ
五
ご
郎
ろう
　田

た
毎
ごと
：市

いち
川
かわ
高

こま
麗蔵

ぞう
　他�

　太
た

夫
ゆう

の語りと太
ふと

棹
ざお

三味線による義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

を伴奏音楽にした人形劇。大
おお

坂
さか

（大阪）の町人文
化を背景に発展し、18 世紀には歌

か
舞
ぶ

伎
き

の人気を凌
りょう

駕
が

するほどの黄金時代を迎えた。

1 �江戸時代　 2 �三
しゃ
味
み
線
せん

文
ぶん

楽
らく

日本各地の民俗芸能P.110組踊P.92

�《曽
そ
根
ね
崎
ざき
心
しん
中
じゅう
》　お初

はつ
：桐

きり
竹
たけ
勘
かん
十
じゅう
郎
ろう
　徳

とく
兵
べ
衛
え
：吉

よし
田
だ
玉
たま
男
お
　太夫：豊

とよ
竹
たけ
呂
ろ
勢
せ
太
た
夫
ゆう
　三味線：鶴

つる
澤
ざわ
藤
とう
蔵
ぞう

102 103

日本の伝統音楽の主な特徴をコンパクトに解説

日本の伝統音楽の
流れを理解するの
に役立つ各種目の
成立時期を掲載

各種目の概要を魅力的な写真とともに掲載

日本各地の民俗芸能については、27
都道府県の郷土芸能を写真とともに
紹介しています。

日 本 の 伝 統 音 楽
　日本の伝統音楽の主な特徴、各種目の成立時期や概要を学ぶためのページを用意しました。

（教科書 P.102-103）

日本各地の民俗芸能
香
か
取
とり
市佐原で７、10月に行われる。山

だし
車

の最上部には菅
すが
原
わらの
道
みち
真
ざね
や浦島太郎など、歴

史上や物語上の人物の人形や、麦
むぎ
わら細

ざい
工
く

の鯉
こい
や稲わら細工の鷹

たか
などを飾り付け、そ

の下では「佐原囃
ばや
子
し
」が演奏される。

鵜
う
甘
かん
神社（今

いま
立
だて
郡）で毎年２月に行われ、

田楽に続けて能舞が演じられる。雪で立ち
往生した鎌倉幕府の執権北

ほう
条
じょう
時
とき
頼
より
の前で村

人が田楽を舞い、時頼がそれに応えて能舞
を舞ったという伝説に基づく。

アイヌの人々に伝承されている歌と踊り。踊りに
は儀式用の舞踊の他、鶴やバッタなどの動物を模
した舞踊、娯楽的な舞踊などがあり、アイヌ文化
と密接に結び付いている。

八
や
柱
はしら
神社（奈良市）に伝わる語り物。毎

年 10月に 17歳の青年が、烏
え
帽
ぼ
子
し
に直

ひた
垂
たれ

姿で楽器を伴わずに独特の抑揚を付けて語
る。源平合戦をもとにした《厳

いつく
島
しま
》などの

演目が伝えられている。

春
かすが
日神社（鶴

つる
岡
おか
市）など庄

しょう
内
ない
地方に伝わる独特の

能
のう
楽
がく
。神事であるため、演者と囃

はや
子
し
方
かた
は春日神社

の氏
うじ
子
こ
が務める。春日神社では毎年 2月 1、2日

に行われる「王
おう
祇
ぎ
祭
さい
」で夜通し演じられる。

三
み
浦
うら
市三

み
崎
さき
に伝わる小

こ
正
しょう
月
がつ
（１月 15日）の伝統

行事で、女性が歌と踊りを神前に奉納し、大漁や
商売繁

はん
盛
じょう
を祈願する。成人女性の唄

うた
に合わせて、

少女たちが踊る。

周
しゅう
智
ち
郡森町に伝わる「天

あめの
宮
みや
神社の十二段舞楽」（４

月）、「小
お
國
くに
神社の舞楽」（４月）、「山

やま
名
な
神社天

てん
王
のう

祭
さい
舞楽」（７月）の総称。前の 2つは奈良県の

春
かすが
日大社の舞楽が地方化したものとされる。

農作物の豊作を祈る「田
た
植
うえ
踊り」の一つで、「太

た

夫
ゆう
」と呼ばれる数名の踊り手が、鶴や亀などの縁
起のよい動物の絵柄が描かれた烏

え
帽
ぼ
子
し
をかぶって

「えぶり」という農具を持ち、歌、笛、太
たい
鼓
こ
、鉦

かね

に合わせて踊る。

熊
くま
野
の
那智神社（東

ひがし
牟
む
婁
ろ
郡那智勝

かつ
浦
うら
町
ちょう
）の例大祭（７

月）で奉納される。笛の伴奏に合わせて、直
ひた
垂
たれ

姿に笠
かさ
をかぶった腰

こし
太
だい
鼓
こ
4 人とビンザサラ 4人

が、稲作を模倣する舞や所作を行うなどして豊
作を祈る。

日立市宮
みや
田
た
町
ちょう
の 4 地区（東町、北町、本町、西

町）に伝わる「風流物」と呼ばれる大型の山
だし
車を

指す。山車の上ではからくり人形による芝居が演
じられ、囃

はや
子
し
が山車の中で演奏される。

黒
くろ
姫
ひめ
神社（柏

かしわ
崎
ざき
市）の祭礼として毎年 9月に行

われる。女性の小
こ
歌
うた
踊
おどり
、男性の囃

はや
子
し
舞
まい
、狂言の３

つを総称して「綾子舞」と呼ぶ。2つの集落に伝
わり、演目や歌詞などにそれぞれ違いがある。

雄
お
勝
がち
郡羽

う
後
ご
町
まち
の盆踊り。洗練された優雅な

踊りが特徴とされ、日本三大盆踊りに数
えられることもある。囃

はや
子
し
は笛、三

しゃ
味
み
線
せん
、

鼓
つづみ
、太
たい
鼓
こ
、鉦
かね
などでにぎやかに演奏される。

鷲
わしのみや
宮神社（久

く
喜
き
市）で、１、２、４、７、

10、12月と、年に計６回行われる神楽。笛、
大
おお
太
だい
鼓
こ
、小

こ
太
だい
鼓
こ
、大

だい
拍
びょう
子
し
の囃

はや
子
し
にのせて、

舞
まい
人
にん
が神楽歌や催馬楽を歌いながら舞う。

神楽：神に歌や舞を奉納する芸能。

❼ 佐
さ

原
わら

の大
たい

祭
さい
（千葉県）

❼�佐原の大祭（千葉県）

⓬�越中の稚児舞（富山県）

⓭ 水
みず

海
うみ

の田
でん

楽
がく

能
のう

舞
まい
（福井県）

⓭�水海の田楽能舞（福井県）

❶ アイヌの古式舞踊（北海道）

⓰ 題
だい

目
もく

立
たて
（奈良県）

⓰�題目立（奈良県）

❹ 黒
くろ

川
かわ

能
のう
（山形県）

❽ チャッキラコ（神奈川県）

❽�チャッキラコ（神奈川県）

⓫ 遠
とお

江
とうみ

森
もり

町
まち

の舞
ぶ

楽
がく
（静岡県）

⓫�遠江森町の舞楽（静岡県）

⓯�勝手神社の神事踊（三重県）

❷ 八
はちの

戸
へ

のえんぶり（青森県）

⓱ 那
な

智
ち

の田
でん

楽
がく
（和歌山県）

⓱�那智の田楽（和歌山県）

❺ 日
ひ

立
たち

風
ふう

流
りゅう

物
もの
（茨城県）

❺�日立風流物（茨城県）

❾ 綾
あや

子
こ

舞
まい
（新潟県）

❾�綾子舞（新潟県）
❿�跡部の踊り念仏（長野県）

⓮�祇園祭（京都府）

❸ 西
にし

馬
もない
音内の盆踊り（秋田県）

⓳�大元神楽（島根県）

❻ 催
さい

馬
ば

楽
ら

神
かぐら

楽（埼玉県）

❻�催馬楽神楽（埼玉県）

下
しも
村
むら
加
か
茂
も
神社（射

い
水
みず
市）、法

ほう
福
ふく
寺（黒

くろ
部
べ
市）、熊

くま
野
の

神社（富山市）に伝わる稚児舞の総称。太
たい
鼓
こ
、笛

の囃
はや
子
し
の演奏に合わせて、装

しょう
束
ぞく
をまとった男子４

名が白塗りの化粧で踊る。

⓬ 越
えっ

中
ちゅう

の稚
ち

児
ご

舞
まい
（富山県）

佐
さ
久
く
市跡部に伝わり、毎年４月に行われる。

鎌倉時代の踊り念仏が起源とされる。女性
の踊り手と男性の太

たい
鼓
こ
方
かた
が一組になり、念

仏を唱えた後、太鼓の音
おん
頭
ど
に合わせて鉦

かね
を

打ちながら舞う。

❿ 跡
あと

部
べ

の踊り念
ねん

仏
ぶつ
（長野県）

勝手神社（伊
い
賀
が
市）の秋祭り（10月）の際に行われ、

雨
あま
乞
ご
い祈願や厄

やく
払いの意味をもつとされる。「か

んこ」と呼ばれる桶
おけ
胴
どう
太鼓を胸に付けた踊りや歌、

大
おお
太
だい
鼓
こ
の演奏などによって構成される。

⓯ 勝
かっ

手
て

神社の神
しん

事
じ

踊
おどり
（三重県）

毎年７月、1か月にわたって行われる八
や
坂
さか
神社（京

都市）の祭礼で、９世紀から続いている。山
やま
鉾
ほこ
行

事の際には、鉦
かね
、太

たい
鼓
こ
、笛によって「祇園囃

ばや
子
し
」

が演奏される。

⓮ 祇
ぎ

園
おん

祭
まつり
（京都府）

　日本には、各地域の信仰や風俗、習慣と結び付きながら育まれてきた非
常に多様な民俗芸能が数多く伝承されている。民俗芸能のほとんどは、そ
の土地の繁栄と、そこに生きる人々の息災を祈願する儀礼として、定期的
に催される地域の祭りで演じられる。地域の人々が何代にもわたって守り
続けてきた民俗芸能の音に耳を澄まそう。

⓴�安芸のはやし田（広島県）

⓲�備中神楽（岡山県）

㉑�綾子踊（香川県）
㉒�西祖谷の神代踊（徳島県）

㉔�幸若舞（福岡県）
㉓�唐津くんち（佐賀県）

㉕�菊池の松囃子（熊本県）
㉖�高千穂の夜神楽（宮崎県）

㉗�多良間の豊年祭（沖縄県）

❸�西馬音内の盆踊り（秋田県）

❶�アイヌの古式舞踊（北海道）
❷�八戸のえんぶり（青森県）

❹�黒川能（山形県）

県西部の備中地方に伝わる神楽の総称。古来神事
として行われていた「荒

こう
神
じん
神楽」をもとに、江戸

時代後期の国学者西
にし
林
ばやし
国
こっ
橋
きょう
が「国譲り」や「大

だい
蛇
じゃ

退治」などの神話劇を加え、現在の形になった。

⓲ 備
びっ

中
ちゅう

神
かぐら

楽（岡山県）

110 111

山
やま

県
がた

郡と安芸高
たか

田
た

市に伝わり、田植え時期の休日
に豊作を祈願して行われる。「囃

はや
子
し

田
だ

」とも書か
れるように、大

おお
太
だい

鼓
こ

、小
こ

太
だい

鼓
こ

、鉦
かね

などの楽器でに
ぎやかに演奏される。

天
てん

満
ま

神社（三
み

好
よし

市）で毎年旧暦６月２５日に豊作
と無病息災を祈願して奉納される。法

ほ
螺
ら

貝
がい

の合図
の後、太

たい
鼓
こ

を打ちながらの歌と、色鮮やかな衣装
の踊り子たちの踊りが続く。

菊池神社（菊池市）の能舞台で毎年 10 月 13 日
の秋の例大祭初日に行われる。起源は室町時代と
され、舞や謡

うたい
に当時の面影を残しており、能の変

遷を知るうえでも重要なものとされている。

西
にし

臼
うす

杵
き

郡高千穂町の約 20 の集落で、毎年冬季に
奉納される神楽の総称。地区によって内容は異
なるが、原則として 33 種の神楽を夜通し催す。
平安末期から鎌倉時代に成立したと考えられて
いる。

加
か

茂
も

神社（仲
なか

多
た

度
ど

郡）で２年に一度、８ま
たは９月に行われる雨

あま
乞
ご

い踊り。笛、太
たい

鼓
こ

、
小
こ

鼓
つづみ

、鉦
かね

などの囃
はや

子
し

にのせて、色鮮やかな
衣装を着けた男子が主に踊る。初期のかぶ
き踊

おどり
の面影を残しているといわれる。

多良間島で旧暦 8 月に３日かけて催され
る。農民が税の完納を祝い、翌年の豊作を
祈願して行ったのが起源とされる。獅

し
子
し

舞
まい

などの他、沖縄本島由来の組
くみ

踊
おどり

 P.92 や
古典舞踊なども踊られる。

⓴ 安
あ

芸
き

のはやし田
だ
（広島県）

㉒ 西
にし

祖
い

谷
や

の神
じん

代
だい

踊
おどり
（徳島県）

㉕ 菊
きく

池
ち

の松
まつ

囃
ばや

子
し
（熊本県） ㉖ 高

たか
千
ち

穂
ほ

の夜
よ

神
かぐら

楽（宮崎県）

㉑ 綾
あや

子
こ

踊
おどり
（香川県）

㉗ 多
た

良
ら

間
ま

の豊年祭（沖縄県）

唐津神社（唐津市）の秋の例大祭で、11 月 2 〜
4 日に行われる。笛、太

たい
鼓
こ

、鐘
かね

の囃
はや

子
し

に合わせた
掛け声とともにさまざまな形をした 14 台の巨大
な曳

ひき
山
やま

が巡行する。

㉓ 唐
から

津
つ

くんち（佐賀県）
簡単な舞を伴う語り物で、大

おお
江
え

天
てん

満
まん

神社（み
やま市）で毎年１月 20 日に奉納される。
室町時代から江戸時代に武家の間で流行し
た。囃

はや
子
し

は小
こ

鼓
つづみ

のみで、太
た

夫
ゆう

、シテ、ワキ
の 3 人が謡

うた
い語る。

㉔ 幸
こう

若
わか

舞
まい
（福岡県）

自分の住んでいる地域の民俗芸能を調べよう

名称

開催時期

開催場所

由来

音楽の特徴

その他（踊りや衣装など）

日本の音階

民謡のリズム様式

　日本には、民謡音階、都
みやこ
節
ぶし
音階、律

りつ
音階、沖縄音階などの固有の音階があり、音楽の生まれた時代や地域などによっ

て用いられる音階が異なる。各地の民謡を通して、それぞれの音階の特徴を感じ取ろう。

　日本の民謡には、明確な拍子をもつリズムによるものと、拍のないリズムによるものがある。民謡では、前者を「八
や

木
ぎ
節
ぶし
様式」、後者を「追

おい
分
わけ
様式」の 2つに分類しているが、この他に、拍があって拍子のないものもある。

　八木節様式の多くは、集団労働や踊りと結び付いている。一方、追分様式は、音域が広く、1音節で音高の異なる多
数の音を装飾的に歌う部分が多いため、馬

ま
子
ご
歌や追分など１人で歌う曲が多くみられる。

民謡音階

律音階

都節音階

沖縄音階

民謡やわらべうたでよく使われる音階

雅
が
楽
がく
など、古代中国から伝来した音楽の基本となる音階

箏
そう
曲
きょく
や三

しゃ
味
み
線
せん
音楽など、江戸時代に発展した音楽の基本となる音階

沖縄地方の伝統音楽や民謡でよく使われる音階

鹿谷美緖子�採譜

小
お
原
はら
光
こう
一
いち
�採譜

＊拍のないリズムは五線譜では正確に表記できない。上記は拍子のあるものとの比較のための便宜的な楽譜である。

＊上に示した旋律は一例。実際にはさまざまな節回しや音高で演奏される。

八木節
（群馬県・栃木県）

●ソーラン節（北海道）

●ひえつき節（宮崎県）

●よさこい節（高知県）

●谷
たん
茶
ちゃ
前
め
（沖縄県）

こきりこ（富山県）
デカンショ節

ぶし
（兵庫県）

貝
かい
殻
がら
節（鳥取県）　など

木
き
曽
そ
節
ぶし
（長野県・岐阜県）

河
かわち
内音

おん
頭
ど
（大阪府）　　

など

会
あい
津
づ
磐
ばん
梯
だい
山
さん
（福島県）

伊
い
勢
せ
音
おん
頭
ど
（三重県）

黒
くろ
田
だ
節
ぶし
（福岡県）　など

てぃんさぐぬ花（沖縄県）　　　
P.93 など

江
え
差
さし
追分

（北海道）

江
ごう

津
つ

市、邑
おお

智
ち

郡、浜
はま

田
だ

市など県西部に伝承され、
集落の神「大元神

しん
」をまつって行う。明治時代に

禁止された神
かみ

懸
がか

りと託
たく

宣
せん

の儀式を伝え、囃
はや

子
し

には
大
おお

太
だい

鼓
こ

、笛、銅
ど

拍
びょう

子
し

などが使用される。

⓳ 大
おお

元
もと

神
かぐら

楽（島根県）

採譜 : 鹿
しか
谷
や
美
み
緖
お
子
こ
�

音楽って何だろう？　リズムP.62

112 113

（教科書 P.110-112）

唱
しょう

歌
が

を唱える活動を通じて
主体的な鑑賞活動を実現

（教科書 P.104-109）

すす
がが たた

やや ささ
しし

しし おお らら ししやや やや

さっさっ じゃじゃ
ささ そそ うう

いい

じゃじゃ
ささなな ささ そそ

なな
うう いいーっーっ

ささ
きき

そそ めめ
てて

そそのの にに いいろろ
よよ くく

なな

大
おお

鼓
つづみ

と小
こ

鼓
つづみ

の唱
しょう

歌
が

を覚えて合奏しよう

長
なが

唄
うた

に挑戦しよう
　長唄は、18 世紀初頭に歌舞伎の音楽として生まれた。唄と三味線で演奏され、多くの場合、囃子（笛、小鼓、大鼓、
太
たい

鼓
こ

）が入る。場面の情景や人物の心情を表す音楽、舞踊を盛り上げる音楽を演奏する。

歌舞伎の音楽に親しもう 勧
かん

進
じん

帳
ちょう

三世並
なみ

木
き

五
ご

瓶
へい

 作／四世杵
きね

屋
や

六
ろく

三
さぶ

郎
ろう

 作曲

　能《安
あ

宅
たか

》 P.107 をもとにした歌舞伎の演目で、あら
すじは同じ。このように能

のう
楽
がく

の演目を原作とした作品を
「松

まつ
羽
ば

目
め

物
もの

」と呼び、舞台正面に松が描かれる。　〈寄せの合
あい

方
かた

〉は、歌舞伎《勧
かん

進
じん

帳
ちょう

》 P.109 で義
よし

経
つね

一行が花
はな

道
みち

に登場する前に、三
しゃ

味
み

線
せん

と囃
はや

子
し

（大鼓、小鼓、能管）によって演奏される。下に示した唱歌は、大鼓と小
鼓を合わせたもので、互い違いに組み合わさって一つのリズムをつくり出している。

手
本

❶〈寄せの合方〉の囃子の唱歌をよく聴き、まねて唱えて覚えよう。
❷左の手のひらを大鼓に見立て、唱歌を唱えながら手を打とう。
❸握った左手を小鼓に見立て、唱歌を唱えながら手を打とう。
❹大鼓と小鼓の２つのグループに分かれて、合奏しよう。

❶《京
きょう
鹿
がの
子
こ
娘
むすめ
道
どう
成
じょう
寺
じ
》 P.109の〈鈴太鼓〉の場面の長唄をよく聴いて、まねて唄おう。

大鼓 小鼓

小鼓は、「調
しらべ

」という紐
ひも

を強く握って打つと高い
音が、握る力を緩めて打
つと低い音が出る。

タテ（立）：唄、三味線、小鼓など各パートのリーダー。

タテ
唄

タテ
三味線

太鼓 笛大鼓 小鼓

唄 三味線

囃子
タテ鼓

　歌舞伎上演の際、舞台後方の雛
ひな

壇
だん

などで長唄の奏者が演奏することを「出囃子」という。「タテ三味線」を中心に唄、三味線、
囃子がそれぞれの音や舞台の動きを感じ取り、その場の雰囲気に柔軟に対応しつつ、互いに協力して演奏をまとめる。

武
むさし

蔵坊
ぼう

弁
べん

慶
けい

源
みなもとの

義
よし

経
つね

富
と

樫
がし

【
主
な
登
場
人
物
】

園
その
に色

いろ
よくな　咲

さき
初
そめ
て　（紅

べに
をさすが　品

しな
よくなりよく　アア）　姿

すがた
やさしやしおらしや　さっさそうじゃいな　さっさそうじゃいな

※（　）の部分は省略。

〈鈴太鼓〉

※唄い方は演奏者によって少しずつ違いがある。

唄い尻
じり

： 旋律のまとまりの終わりの部分で用いられる唄い方

ゴロ： 音高を下げるときに付ける装飾的な音

しめる（速度を落とす）

�曽我五郎時致：中
なか
村
むら
橋
はし
之
の
助
すけ

【あらすじ】正月。五郎は、父の敵
かたき

、工
く

藤
どう

祐
すけ

経
つね

を討つために大きな矢を研ぎながら「貧乏だ」
と愚痴をこぼして七福神への悪口を言う。そこに大薩摩主膳太夫が新年の挨拶にやってきて、
縁起のよい宝船の絵を置いて帰る。五郎が寝てしまうと、夢の中に兄の十郎の生

いき
霊
りょう

が現れて
「工藤に捕まった。助けに来てくれ」と呼びかける。五郎は跳ね起き、たまたま大根を売りに
きた馬子の馬を無理やり奪い取り、馬に乗って大根を振り回しながら助けに行く。

矢
や

の根
ね

作者不詳

【
主
な
登
場
人
物
】 曽

そ
我
がの

五
ご

郎
ろう

時
とき

致
むね

曽
そ

我
がの

十
じゅう

郎
ろう

祐
すけ

成
なり

大
おお

薩
ざつ

摩
ま

主
しゅ

膳
ぜん

太
だ

夫
ゆう

馬
ま

子
ご

弁慶：片
かた
岡
おか
仁
に
左
ざ
衛
え
門
もん
　富樫：松

まつ
本
もと
幸
こう
四
し
郎
ろう
　他�

花子：尾
おの
上
え
菊
きく
之
の
助
すけ
�

京
きょう

鹿
がの

子
こ

娘
むすめ

道
どう

成
じょう

寺
じ

【あらすじ】道成寺は、恋人を思うあまり大
だい

蛇
じゃ

に化けた清
きよ

姫
ひめ

によって鐘を焼かれ、長らく女人禁制となっていた。
今日は新しい鐘が供

く
養
よう

される日。そこに花子という白
しら

拍
びょう

子
し

（歌舞を専業とする女性）がやってきて、鐘を拝ませ
てほしいと頼む。所化たちは、その代わりに舞ってみせ
ろと言い、花子は多種多様な舞を見せる。所化たちが見
とれていると、花子は鐘の中に入って大蛇に姿を変える。

藤
ふじ

本
もと

斗
と

文
ぶん

 作／初世杵
きね

屋
や

弥
や

三
さぶ

郎
ろう

 作曲／初世杵
きね

屋
や

作
さく

十
じゅう

郎
ろう

 補曲

【
主
な
登
場
人
物
】

花子 所
しょ

化
け

たち
（修行中の若い僧）

出
で

囃
ばや

子
し

〈
寄
せ
の
合
方
〉
囃
子

掛
け
声
（
イ
ヤ
）

大
鼓

△

小
鼓

タ

（
ハ
オ
）

チ
ョ

チ
ョ

ツ

タ

タ

タ

ポ
（
イ
ヨ

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

　タ

　タ

　ト

ト
ン

ト
ン

 

オ
　ホ
）

 

（
ヨ 

 

オ
）
（
ホ
）

（
ホ
）

チ
ョン

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　ツ

ト
ト

　タ

　タ

　タ

タ

ポ

（
ハ
オ
）

チ
リ

チ
リ

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

カ
ラ

ト
ト

　タ

　タ

　タ

（
ス
）チ
ョ

 

ス
　
　
　ス

チ
リ

ト
ン

ト
ン

　タ

ト
ン

カ
ラ

チ
ョン

チ
ョ
チ
ョ

チ
ョ
チ
ョ

チ
ョ
チ
ョ   

チ
ョ

ポ
ン

ポ
ン

ポ
ン

 

ポ

ス

ス

ス

ス

ポ
ン

ト
ト

ト
ト

ト
ト

（
ヨ
ー

イ
）

チ
ョン

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

ト
ン

ト
ト

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

 

ス
　
　
　

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

　タ

（
イ
ヤ
）

（
イ
ヤ
）

（
イ
ヤ
）

 

ス
　
　
　

△

△

△

　ト

タ

タ

タ

（
イ
ヤ
）

△タ

　ス
、
チ
、
リ
、
チ
ョ
、
チ
ョ
ン
、
ツ
：
大
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
、
カ
、
ラ
：
小
鼓
の
高
い
音

　
　
　
　
　
　ト
、
ト
ン
、
ポ
、
ポ
ン
：
小
鼓
の
低
い
音

打たない

同
時
に
打
つ

108 109

�後シテ：武
たけ
田
だ
尚
なお
浩
ひろ

前シテ：小
こ
早
ばや
川
かわ
�修
おさむ
�

シテ：三
み
宅
やけ
右
すけ
矩
のり
　小アド：三

み
宅
やけ
近
ちか
成
なり
�

呂
りょ

中
ちゅう

干
かん

の唱
しょう

歌
が

を覚えよう

謡
うたい

に挑戦しよう
　能の物語は「謡」によって進行していく。謡は、せりふ部分の「コトバ」と旋律的部分の「フシ」に分けられる。
フシには、息を強く出しながら力強く謡

うた
う「ツヨ吟

ぎん
」と、旋律を重視して繊細に謡う「ヨワ吟」という 2つの発声法

があり、役柄や場面に応じて謡い分ける。

能の音楽に親しもう

※謡い方や旋律は流派によって異なる。

安
あ

宅
たか

井
い

筒
づつ

高
たか

砂
さご

世
ぜ

阿
あ

弥
み

 作

能

能

能

【登場人物】
シテ………武

むさし
蔵坊
ぼう

弁
べん

慶
けい

子
こ
方
かた
……… 源

みなもとの
 義
よし

経
つね

ツレ………義経の家臣たち
ワキ………富

と
樫
がし

オモアイ…義経のお供の強
ごう

力
りき

アドアイ…富樫の従者

【登場人物】
前シテ……里の女
後シテ……紀

きの
有
あり

常
つね

の娘の霊
ワキ………旅の僧
アイ………里の男

【登場人物】
前シテ……尉

じょう
（老人）

後
のち
シテ……住

すみ
吉
よし

明
みょう

神
じん

前ツレ……姥
うば
（老女）

ワキ………友
とも

成
なり
（阿

あ
蘇
そ
神社の神

かん
主
ぬし
）

ワキツレ…友成の従者たち
アイ………地元の人

【あらすじ】兄の頼
より
朝
とも
に追われる義経一行は安宅の関にさしかかり、東大

寺再建の寄付を募る山
やま
伏
ぶし
一行に変装する。一行を怪しんだ関

せき
守
もり
の富樫は

「勧
かん
進
じん
帳
ちょう
を読め」と迫る。弁慶は間に合わせの巻物を、さも本物の勧進帳

のように朗々と読み上げる。富樫はいったん通行を許すが、強力に変装し
た義経が疑われる。弁慶は「おまえのせいで疑われた」と主人である義経
を杖

つえ
で打ち、富樫はその気迫を信じて通行を許す。通過後、非礼をわび

に追ってきた富樫に、弁慶は「延
えん
年
ねん
の舞」を舞って応え、一行は先を急ぐ。

【あらすじ】旅の僧が、在
あり
原
わらの
業
なり
平
ひら
のかつての住まいと伝えられる在原寺に立ち寄っ

て里の女と出会う。女は業平と紀有常の娘との恋について語り、自分がその娘だと
告げて消える。その夜、娘の霊が僧の夢に現れ、業平の形見の衣を身に着けて舞い、
井戸の水に自らの姿を映し業平の面影を懐

なつ
かしむ。夜明けとともに娘は姿を消す。

【あらすじ】友成は、九州から京都へ向かう途中、高砂の浦
に立ち寄り、老夫婦（尉と姥）に出会う。松の下を掃き清め
る老夫婦は、「これは高砂の松。住吉の松とともに相

あい
生
おい
の松と

呼ばれている。私たち夫婦も離れて暮らしているが心を通わ
せている。」と友成に伝える。その後、友成が住吉に立ち寄る
と、住吉明神が現れ、泰平の世を祝福して颯

さっ
爽
そう
と舞う。

題材：『義
ぎ
経
けい
記
き
』など

舞台：加
か
賀
がの
国
くに
、安宅の関（現在の石川県小松市）

題材：『伊
い
勢
せ
物語』

舞台：大
やま
和
との
国
くに
、在
あり
原
わら
寺
でら
（現在の奈良県天理市）

題材：『古
こ
今
きん
和歌集』など

舞台：播
はり
磨
まの
国
くに
、高砂の浦（現在の兵庫県高砂市）

　　　摂
せっ
津
つの
国
くに
、住吉（現在の大阪府大阪市）

　能の見せどころはシテ（主役）の舞である。舞の音楽の多くは、
笛によって繰り返し演奏される「呂中干」という旋律を基本として
いる。呂中干は「呂」「中」「干」「干の中」という４つの短いフレー
ズからなり、曲や役柄に合わせてテンポを変えたり装飾を加えたり
して、さまざまな雰囲気を表現し分けている。

呂中干による舞 主な役柄 演目例

神
かみ
舞
まい

若い男神 《高砂》

男
おとこ
舞
まい

武士 《安宅》

早
はや
舞
まい

公
く
家
げ
の霊 《融

とおる
》

序
じょ
之
の
舞
まい

女性（の霊） 《井筒》《羽衣》

手
本

《
高
砂
》
か
ら

　ツ
ヨ
吟

高た
か

砂さ
ご

や

こ
の
浦う

ら
舟ぶ

ね
に
帆ほ

を
あ
げ
て

こ
の
浦う

ら
舟ぶ

ね
に
帆ほ

を
あ
げ
て

月つ
き
も
ろ
と
も
に
出い

で
汐し

お
の

波な
み

の
淡あ

わ
路じ

の
島し

ま
影か

げ
や

遠と
お

く
鳴な

る
尾お

の
沖お

き
過す

ぎ
て

は
や
住す

み
江の

え
に
着つ

き
に
け
り

は
や
住す

み
江の

え
に
着つ

き
に
け
り

《
羽
衣
》
か
ら

　ヨ
ワ
吟

東あ
ず
ま

遊あ
そ
び

の
駿す

る
河が

舞ま
い

東あ
ず
ま

遊あ
そ
び

の
駿す

る
河が

舞ま
い

こ
の
時と

き
や
始は

じ
め
な
る
ら
ん

❶《高砂》 P.107のツヨ吟の謡をよく聴き、まねて謡おう。 ❷《羽衣》 P.107のヨワ吟の謡をよく聴き、まねて謡おう。

❶〈神
かみ
舞
まい
〉の呂中干の唱歌をよく聴き、まねて唄

うた
って覚えよう。

❷《安
あ
宅
たか
》《高

たか
砂
さご
》《井

い
筒
づつ
》《羽

は
衣
ごろも
》 P.107の舞の音楽を聴いて、それぞれの呂中干の特徴を感じ取ろう。

作者不詳

世阿弥 作

�シテ：関
せき
根
ね
知
とも
孝
たか

羽
は

衣
ごろも

能

【登場人物】
シテ………天

てん
人
にん

ワキ………白
はく

龍
りょう
（漁師）

ワキツレ…仲間の漁師

【あらすじ】漁師の白龍は、三保の松原で天人の美しい羽衣
を見つけ、持ち帰って家宝にしようとする。そこに現れた天
人は「羽衣を返してほしい」と懇願し、白龍は「羽衣を返す
かわりに、舞を見せてくれ」と答える。羽衣を身にまとった
天人は、美しい舞を舞って宝を降らし、天上へと帰っていく。

題材：羽衣伝説、『丹
たん
後
ごの
国
くに
風
ふ
土
ど
記
き
』など

舞台：駿
する
河
がの
国
くに
、三

み
保
ほ
（現在の静岡県静岡市）

作者不詳

棒
ぼう

縛
しばり

狂言

狂
きょう

言
げん

の音楽

【登場人物】
シテ………太

た
郎
ろう

冠
か

者
じゃ

アド………主人
小アド……次

じ
郎
ろう

冠
か

者
じゃ

【あらすじ】家来の太郎冠者と次郎冠者は、留守番をさせるといつも酒を
盗み飲みする。困った主人は２人をだまして、次郎冠者の両腕を棒に縛
り付け、太郎冠者を後ろ手に縛り上げてから出かけてしまう。２人は知
恵を働かせ、互いに相手に酒を飲ませる方法を考え付く。縛られたまま
舞えや歌えやの酒盛りとなったところへ主人が帰宅し、大騒ぎとなる。

狂言はせりふを中心とする演劇だが、歌や舞、囃
はや
子
し
の入る演目も多く、音や音楽が重要な役割を

果たしている。さらに、せりふには多くのオノマトペが用いられ、情景を豊かに描き出す。

作者不明

笛：一
いっ
噌
そう
流

呂

中

干

干
の
中

（拍）1 2 3 4 5 6 7 8

ヲヲ

ヲヲ

ララ イイ

イイ
イイ

ホホ ホホウウ ウウ

ウウ
リリ

ヒャヒャ

ヒャヒャ
ヒュヒュ ヒョヒョ

ヒヒ

ヲヲ

ララ
イイ

ヒャヒャ

ヒヒ ウウ ルル
イイ

ヒョヒョ

ウウ

イイ
ウウ

リリ

ヤヤ
ヒヒ

〈神舞〉

※能の笛（能管）は個体差が大きい。ここに示した音程はあくまでも参考である。

シテ：松
まつ
木
き
千
ち
俊
とし
　ワキ：福

ふく
王
おう
和
かず
幸
ゆき
　他�
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　古くから日本に伝わる歌舞を起源とし、外来音楽の影響を受けな
がら平安時代に完成した日本固有の歌と舞を「国

くに
風
ぶりの

歌
うた

舞
まい

」という。
神
しん

道
とう

や皇室の祭
さい

祀
し

と関わるものや、各地の郷土の歌舞に由来するも
のなど、その内容は多岐にわたる。大和言葉による歌詞を、和琴な
ど日本古来の楽器を主に伴奏に用いて歌い舞う。
　《御神楽》はその中でもとりわけ神聖で、宮中などにおいて神を
迎え、もてなし、送る儀式で演奏される歌舞である。いくつもの歌
や舞が、夕方から日が変わるまで演奏される。

御
み

神
かぐら

楽
使用楽器：笏

しゃく
拍
びょう
子
し
、和

わ
琴
ごん
、篳

ひち
篥
りき
、神

かぐら
楽笛

ぶえ

宮内庁式部職楽部（国立劇場）�

　駿
する

河
がの

国
くに

（現在の静岡県）など、京都より東にあった諸国の歌舞を取り
入れてつくられたという。宮中の祭礼で演奏される他、氷

ひ
川
かわ

神社（埼玉
県）、上

かみ
賀
が

茂
も

神社・下
しも

鴨
がも

神社（京都府）、春
かすが

日大社（奈良県）、日光東照宮（栃
木県）などにおいて現在でも演奏されている。演奏は立って行われ、2
人の「琴

こと
持
もち

」が和琴を持つ。舞は、４人または６人の舞人が舞う。

東
あずま

遊
あそび

使用楽器：笏
しゃく
拍
びょう
子
し
、和

わ
琴
ごん
、篳

ひち
篥
りき
、高

こま
麗笛

ぶえ

竜笛

《陵
りょう

王
おう

》の追
おい

吹
ぶき

の唱
しょう

歌
が

を覚えて演奏しよう

神
かぐら

楽歌
うた

〈其
その

駒
こま

〉を歌おう

　舞楽《陵王》 P.105 で舞
まい

人
にん

が登場する〈陵王乱
らん

序
じょ

〉では、竜
りゅう

笛
てき

が数グループに分かれて同じ旋律
を 4 拍ずつずらしながら順に演奏する。このような奏法を「追吹」と呼ぶ。

　〈其駒〉は国
くに

風
ぶりの

歌
うた

舞
まい

《御
み

神
かぐら

楽》 P.105 の終曲で、まず拍節のない「三
さん

度
ど

拍
びょう

子
し

」、続けて拍節のある「揚
あげ

拍
びょう

子
し

」で歌う。

手
本

❶右の楽譜や下の絵譜を見ながら追吹の唱歌をよく聴き、まねて唱えて覚えよう。
❷3つのグループに分かれて唱歌で輪唱しよう。
❸覚えた唱歌をイメージしながら、ソプラノ・リコーダーなどの管楽器で輪奏しよう。

唱
歌

竜
笛

1 拍目
2
3
4

息つぎ

❶〈其駒〉(揚拍子)をよく聴き、音高を徐々に押し上げる部分や細かい装飾音などに気を付けながら、まねて歌おう。

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

音
おん
頭
ど

（主奏者）

２番手

３番手

トト ロロ

ララ

ララ
ヲヲ

アアアア アア アア アア

タタ
トト ヲヲ

アア
リリ

アア アア
イイ

トト

トト

ロロ

ロロ

ララ

ララ

ララ

ララ

ヲヲ

ヲヲ

アア

アア

アア

アア

アア

アア

アア

アア

アア

アア

タタ

タタ

トト

トト

ヲヲ

ヲヲ

アア

アア

リリ

リリ

アア

アア

アア

アア

イイ

イイ

六ロ
ク

…
ニ
音
　
干カ
ン

…
ホ
音
　

夕シ
ャ
ク

…
イ
音
　
セセ
メ
…
責セ
メ（
１
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
で
演
奏
）

　中国の北
ほく

斉
せい

時代（550 〜 577）の名将蘭
らん

陵
りょう

王
おう

長
ちょう

恭
きょう

は、部下が見とれてしま
うほどの美男子であった。そのため、恐ろしげな仮面を着けて戦に臨み、兵士
たちの士気を高めて次々と勝利を収めた。《陵王》は、このような故事をもと
にしているといわれる。舞人は左舞の特徴である赤色系の装

しょう
束
ぞく

をまとい、頭上
に龍

りゅう
または金

こん
翅
じ

鳥
ちょう

（想像上の鳥）を戴
いただ

いた、目と顎
あご

が動く仕掛けになっている
金色の面を着け、右手に金色の桴

ばち
を持って舞う。

陵
りょう

王
おう

使用楽器：鞨
かっ
鼓
こ
、太

たい
鼓
こ
、鉦

しょう
鼓
こ
、笙

しょう
、篳

ひち
篥
りき
、竜

りゅう
笛
てき

左
さ
舞
まい
（唐

とう
楽
がく
）

　雌
し

雄
ゆう

2 匹の龍
りゅう

が楽しげに遊ぶ様を表したものといわれ、「双龍の舞」
とも呼ばれる。《陵王》と 2 曲一組みの「番

つがい
舞
まい

」とされ、平安時代には、
競
くらべ

馬
うま

、相
すまい

撲などの競技で左右に分かれて争った際に、左が勝てば《陵王》、
右が勝てば《納曽利》を舞い、勝利を祝った。2 人の舞人は、右舞の特
徴である緑（青）色系の装

しょう
束
ぞく

をまとい、目と顎
あご

が動く仕掛けになってい
て銀色の牙をもつ面を着け、右手に銀色の桴

ばち
を持ち、息を合わせて舞う。

装束、面、桴などにおいて、《陵王》との共通点が多い。

使用楽器：三
さん
ノ
の
鼓
つづみ
、太

たい
鼓
こ
、鉦

しょう
鼓
こ
、篳

ひち
篥
りき
、高

こま
麗笛

ぶえ

納
な

曽
そ

利
り

�宮
く
内
ない
庁
ちょう
式
しき
部
ぶ
職
しょく
楽
がく
部
ぶ

�下鴨神社

右
う
舞
まい
（高

こま
麗楽

がく
）

雅
が

楽
がく

に親しもう

※ 6 小節目以降の唱歌は 1 オクターヴ下の �の音高で唱える。

（拍）

〈其駒〉

そ
の
駒こ
ま
ぞ 

や 

我わ
れ
に 

我わ
れ
に
草く
さ
乞こ

ふう

現
代
語
訳
…
か
わ
い
が
っ
て
い
る
馬
が

　
　
私
に
草
を
ね
だ
る

厳
いつく
島
しま
神社（広島県）�

「清
せい
涼
りょう
殿
でん
舞
まい
御
ご
覧
らん
東
あずま
遊
あそび
歌
うた
方
かた
所
しょ
作
さ
人
にん
之
の
図
ず
」�

『雅楽図』（1884）から

舞楽

舞楽

国風歌舞

国風歌舞

息つぎ

104 105

体験した活動に関連する
作品の紹介
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次の A ～ I は、音楽だといえるだろうか。あなたが考える「音楽」のイメージにぴったり当てはまる
場合は 5 、全く当てはまらない場合は 1 として、それぞれに○を付けよう。また、その理由を書こう。

理由

具体例機能

1

2

3

1STEP

人間にとって、音楽にはどのような機能があるか、3つ書こう。また、それぞれの具体例を挙げよう。2STEP

5 4 3 2 1波の音A

5 4 3 2 1ウグイスの鳴き声B

5 4 3 2 1蒸気機関車の走行音C

5 4 3 2 1風鈴の音D

5 4 3 2 1学校のチャイムE

5 4 3 2 1読
ど

経
きょう

F

5 4 3 2 1応援するときの三三七拍子G

5 4 3 2 1「もういいかい」「まあだだよ」H

3STEP STEP1 と STEP2 の回答を踏まえ、「音楽とは何か」に対する自分なりの考えをまとめよう。

解説
プロフィール

音楽とは、
自分を形づくるもの。

音楽は、
人間が組織づけた音である。

音楽は、
背中を押してくれるもの。

音楽とは、
音を良く動かす知識である。

音楽とは、
至高の言葉。

音楽は、
人間を完成させるもの。

音楽とは、風の形をした
もう一つの人間の姿。

ジョン・ブラッキングアウグスティヌス

音楽学者・社会人類学者

茶道家

イタラケ楽士

哲学者

漫画家・随筆家

ジャワ・ガムラン演奏家

思想家

振
ふり
付
つけ
家
か
・ダンサー

能楽師

耳を傾ける行為が、
音楽なのです。

坂
さか

本
もと

龍
りゅう

一
いち

孔
こう

子
し

山
やま

田
だ

うん

一
いっ

噌
そう

幸
ゆき

弘
ひろ

音楽とは、
言葉には置き換えられない
感情の辞書である。

音楽は、心と感情から生まれ、
同じく、心と感情のために
捧
ささ

げられる、音の芸術です。

ヤマザキマリ

サプトノ ボリス・ベルナル

小
こ

堀
ぼり

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

石
いし

川
かわ

佳
か

純
すみ

能の音楽に親しもう ジャワ・ガムランについて学ぼう 音楽旅行記

音楽とは、目を閉じても見える
色彩をもった、
人類の友だちです。

音楽とは、
笛の音を使って人の心に
人生の足跡を刻むこと。

音楽家

元卓球選手

作家

古
ふる

川
かわ

日
ひ

出
で

男
お

P.106 P.98 P.100

5 4 3 2 1楽譜I

音楽とは、

である。

　音楽って何だろう？——この問いに答えることは容易ではない。その答えは、時代、文化、言語によって、あるいは人によっ
てさまざまだからである。下のワークシートを使って、自分が音楽をどのように捉えているか、確認しよう。

P.142

Ⓐ
か
ら
Ⓗ
の
サ
ン
プ
ル
音
源

2 3

考えを深められるよう、さまざまな分野で
活躍する人々の回答を掲載

自分が音楽をどのように捉えているか
確認するためのワークシート

音 楽 っ て 何 だ ろ う ？
音楽とは何か 。
この問いに正解はありません。
しかし、さまざまな視点からこの問いに向き合うことは、音楽の奥深さを知るための道へとつながります。
また、自分が知っているものとは違う音楽のあり方に出会うことは、おもしろいだけでなく、
他者の考えや文化を尊重するための第一歩にもなります。
この問いは、この教科書全体に通底するコンセプトでもあります。

宮沢賢治と音楽
音や音楽にあふれた文学作品を多く残した宮沢賢治は、
当時最新のレコードを集めて、積極的に西洋音楽に親
しんでいました。賢治が聴いたとされる楽曲の中から
教科書で扱っているものを紹介しています。また、彼
の作品に登場するオノマトペや楽曲のタイトル、自ら
作詞・作曲した歌《星めぐりの歌》を掲載しました。

音楽って何だろう？　　絵で見る音楽　　ポピュラー音楽探求　　リズム　　和音の進行って何？

人間と音楽の多様な関わり（信仰と音楽／物語と音楽）　　音楽を深く味わう　　宮沢賢治と音楽

14

（教科書 P.2-3）

（教科書 P.158-159）

宮沢賢治と音楽
宮沢賢治は、音や音楽にあふれた文学作品を多く残した。

音楽性に富んだ独特のオノマトペを用いたり、実在する楽曲のタイトルや、自ら作詞・作曲した歌の歌詞を登場させたり。

また、彼は当時最新のレコードを集めて、積極的に西洋音楽に親しんでいたことが、数々の史料から分かっている。

宮沢賢治にとって、音楽とは何だったのだろうか。

賢治が聴いたとされる楽曲の例

賢治の作品に登場するオノマトペの例

賢治の作品に登場する楽曲のタイトルの例

《交響曲第 9 番》
ベートーヴェン 作曲

《In どっどど》　　　　　オノマトペを素材にミニマル・ミュージックをつくろう

P.53 P.127

岩手県生まれ。花巻の農学校で教鞭を執りな
がら、東北地方の自然や生活を題材に、想像
力豊かな詩や童話を数多く残した。代表作は、
詩『雨ニモマケズ』、童話『注文の多い料理店』
『銀河鉄道の夜』『風の又三郎』『セロ弾きのゴー
シュ』など。

宮沢賢治 （1896～1933）

ど
っ
ど
ど

　どど
う
ど

　どど
う
ど

　どど
う

青
い
く
る
み
も
吹
き
と
ば
せ

す
っ
ぱ
い
か
り
ん
も
吹
き
と
ば
せ

ど
っ
ど
ど

　どど
う
ど

　どど
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令和８年度 『高校生の音楽１』 掲載曲一覧 
曲　名 作　曲

歌
　
唱

発
声
・
ポ
ッ
プ
ス

翼をください  村井邦彦
練習曲第1番 G. コンコーネ 
魔法みたいに 寺尾紗穂 
ひまわりの約束 秦 基博

日
本
語
の
歌

花 滝 廉太郎
夏の思い出 中田喜直
赤とんぼ 山田耕筰
冬景色 文部省唱歌
この道 山田耕筰
翼 武満 徹
ほしと たんぽぽ 中田喜直
さびしいカシの木 木下牧子

英
語
の
歌

Happy Birthday to You P.S.ヒル、M.J.ヒル
A Whole New World A.メンケン
Blowin’ in the Wind(風に吹かれて) B. ディラン
Imagine  J. レノン 
Seasons of Love  J. ラーソン

イ
タ
リ
ア
語
の
歌

Santa Lucia(サンタ・ルチア)  ナポリ民謡 
Bella ciao(やあ 娘さん)  イタリア民謡 
Caro mio ben(いとしの わがきみ) G. ジョルダーニ
Nessun dorma(誰も寝てはならぬ) G. プッチーニ 
’O sole mio(我が太陽)  E.d. カープア 

ド
イ
ツ
語
の
歌

O Tannenbaum(もみの木)  ドイツ民謡 
Sandmännchen(眠りの精)  J. ブラームス 
Heidenröslein(野ばら)  F. シューベルト 
Heidenröslein(野ばら)  H. ヴェルナー 
Auf Flügeln des Gesanges(歌の翼に)  F. メンデルスゾーン 

フ
ラ
ン
ス
語
の
歌

Sur le Pont d’Avignon(アヴィニョンの橋の上で)  フランス民謡 
Les Anges dans nos Campagnes(荒れ野に御使い)  クリスマス・キャロル 
Hymne à l’amour(愛の讃歌)  M. モノ
Les Champs-Élysées(オー・シャンゼリゼ)  M. ウィルシュ、M. ディガン
Habanera(ハバネラ)  G. ビゼー

朝
鮮
半
島
・
中
国

경기아리랑 (京畿アリラン) 朝鮮半島民謡
반달 (半月) 尹 克榮
茉莉花(まつり花) 中国民謡
老鼠爱大米(ねずみは米が好き)  楊 臣剛 

合
唱
・
ア
カ
ペ
ラ

ハルモニア・ステップス  佐井孝彰 
Viva la musica(音楽バンザイ)  M. プレトーリウス 
Dona nobis pacem(平和をわれらに)  作曲者不明 
故郷  岡野貞一
An die Freude(歓喜の歌)  L.v. ベートーヴェン 
大地讃頌  佐藤 眞 
Swing Low, Sweet Chariot  黒人霊歌 
Ievan Polkka(イエヴァのポルカ)  フィンランド民謡 
ほたるこい  小倉 朗 

器
　
楽

In どっどど  佐井孝彰 
クラッピング・カルテット第1番  長谷部匡俊 

ギ
タ
ー

練習曲Ⓐ〜Ⓔ 野田 学 
練習曲第1番 ハ長調 F. ソル 
練習曲 イ短調  A. カーノ 
Take Me Home, Country Roads(カントリー・ロード)  B. ダノフ、T. ニヴァート、J. デンヴァー 
いつも何度でも  木村 弓

リ
コ
ー
ダ
ー

メヌエット ト長調 C. ペツォルト 
木星 G. ホルスト 

合
奏

ジムノペディ第1番  E. サティ 
America L. バーンスタイン 
ばらの花 岸田 繁 

箏
虫づくし  作者不明 
さくらさくら 日本古謡 
箏曲《六段の調》から〈初段〉 （伝八橋検校 

篠
笛

いしやきいも 
もういいかい／たこ たこ あがれ／ほたるこい  わらべうた 
荒城の月  滝 廉太郎 
うさぎとかめ  納所弁次郎 
鼓動の舞  西川浩平 

三
味
線

かごめ かごめ  わらべうた 
金毘羅船々 香川県民謡 

三
線

島唄 宮沢和史 
渡りザウ 沖縄県民謡
てぃんさぐぬ花 沖縄県民謡

鑑
　
賞

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

世界のさまざまな音楽
①ブルガリアの女声合唱(ブルガリア)  ②バンドゥーラ(ウクライナ)  ③バ
グパイプ(ヨーロッパ、インドなど)  ④メヘテル(トルコ)  ⑤ヨーデル(スイ
スなど)  ⑥バカ族の歌唱(カメルーン、コンゴ共和国、ガボンなど)  ⑦カッ
ワーリー (インド、パキスタン、バングラデシュ ) ⑧バラフォン(ギニア、マ
リなど)  ⑨イシカタミヤ(南アフリカ共和国)  ⑩混声合唱(ヨーロッパなど) 
⑪ホーメイ/ホーミー (トゥヴァ共和国、モンゴルなど)  ⑫バンジョー (ア
メリカ合衆国など)  ⑬カタジュジャク(イヌイットの喉歌)(カナダ)  ⑭台
湾先住民の合唱(台湾)  ⑮韓国の宮廷音楽(韓国)  ⑯シタール(北インド) 
⑰ケチャ (バリ島) ⑱パンパイプ(メラネシアなど) ⑲吹奏楽(ヨーロッパな
ど) ⑳ヒメネ・タラヴァ (タヒチ) ㉑フォルクローレ(ペルー、ボリビアなど) 
音楽って何だろう？　人間と音楽の多様な関わり
信仰と音楽：仏教（声明）／チベット仏教（チベット声明）／キリスト教（グレゴリ
オ聖歌）／ヒンドゥー教（バジャン）／イスラム教（アザーン）
物語と音楽：カタカリ（インド）／コーン（タイ）／京劇（中国）／グリオ（西アフリ
カ）／バレエ（ヨーロッパ）／ミュージカル（アメリカなど）／映画音楽
ジャワ・ガムランについて学ぼう

《ランチャラン・マニャルセウ》 
音楽旅行記 地球の裏側の音楽を求めて　ボリビア
イタラケの音楽／《チューニョの花が咲く頃に》 
音楽って何だろう？　リズム
わらべうた（日本）／バラッド（イギリス）／アーヴァーズ（イラン）／メレ・オリ（ハ
ワイ）／行進曲（ヨーロッパ）／メヌエット（ヨーロッパ）／タール（北インド）／ア
クサク（トルコなど）／ポリリズム

日
本
音
楽

雅楽に親しもう　舞楽《陵王》《納曽利》／国風歌舞《御神楽》《東遊》
能の音楽に親しもう　能《安宅》《高砂》《井筒》《羽衣》／狂言《棒縛》
歌舞伎の音楽に親しもう　歌舞伎《勧進帳》《矢の根》《京鹿子娘道成寺》
日本各地の民俗芸能
①アイヌの古式舞踊(北海道)  ②八戸のえんぶり(青森県)  ③西馬音内の盆
踊り(秋田県）  ④黒川能(山形県)  ⑤日立風流物(茨城県)  ⑥催馬楽神楽(埼
玉県)  ⑦佐原の大祭(千葉県)  ⑧チャッキラコ(神奈川県)  ⑨綾子舞(新潟
県)  ⑩跡部の踊り念仏(長野県)  ⑪遠江森町の舞楽(静岡県)  ⑫越中の稚児
舞(富山県) ⑬水海の田楽能舞(福井県) ⑭祇園祭(京都府) ⑮勝手神社の神
事踊(三重県)  ⑯題目立(奈良県)  ⑰那智の田楽(和歌山県)  ⑱備中神楽(岡
山県)  ⑲大元神楽(島根県)  ⑳安芸のはやし田(広島県)  ㉑綾子踊(香川県) 
㉒西祖谷の神代踊(徳島県) ㉓唐津くんち(佐賀県) ㉔幸若舞(福岡県) ㉕菊
池の松囃子(熊本県) ㉖高千穂の夜神楽(宮崎県) ㉗多良間の豊年祭(沖縄県) 
日本の音階／民謡のリズム様式
ソーラン節(北海道) ／よさこい節(高知県) ／ひえつき節(宮崎県) ／谷茶前(沖
縄県) ／八木節(群馬県・栃木県) ／江差追分(北海道) 

曲　名 作　曲

西
洋
音
楽

交響曲第９番《新世界より》 第２楽章 ドヴォルジャーク
オルガヌム《生誕のアレルヤ》 ペロティヌス 

《教皇マルチェルスのミサ曲》 パレストリーナ
《麗しのアマリッリ》 カッチーニ
《調和の霊感》から第8番 第1楽章  ヴィヴァルディ
《無伴奏チェロ組曲第 1 番》から〈前奏曲〉  J.S. バッハ
コラール〈主よ、人の望みの喜びよ〉  J.S. バッハ
弦楽四重奏曲第38番《冗談》  ハイドン
交響曲第40番 ト短調 第1楽章  モーツァルト
交響曲第9番 第4楽章  ベートーヴェン

〈菩提樹〉 シューベルト
《子供の情景》  シューマン
ポロネーズ第6番《英雄》 ショパン

〈ラ・カンパネッラ〉 リスト
《愛の夢》第3番  リスト
《聖ヨハネ祭前夜の禿山》  ムソルグスキー
交響詩《魔法使いの弟子》 デュカス
オペラ《椿姫》 ヴェルディ
オペラ《カルメン》 ビゼー
オペラ《ヴァルキューレ》 ヴァーグナー
オペラ《トゥーランドット》 プッチーニ

《牧神の午後への前奏曲》 ドビュッシー
《水の戯れ》 ラヴェル
バレエ組曲《火の鳥》から〈凶悪な踊り〉  ストラヴィンスキー

《4分33秒》 ケージ
オペラ《夕鶴》 團 伊玖磨

《シンフォニア・タプカーラ》 伊福部 昭
混声合唱とオーケストラのためのカンタータ《土の歌》 佐藤 眞
ミュージカル《ウエスト・サイド物語》 バーンスタイン
ミュージカル《レント》 ラーソン

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

ゴスペル/ブルース/ジャズ/カントリー /R & B/ロック/レゲエ/ラテン/ソウ
ル/フュージョン/ファンク/ヒップ・ホップ/EDM

● 令和４年度版から削除した曲
【歌唱】黒い猫が欲しかった／平原の魂／アヴェ マリア／君を愛す（優しき愛）／乾杯の歌／私を泣かせて／かつて木陰は／荒城の月（同三）／時の旅人／ Amazing Grace ／アヴェ ヴェルム コ
ルプス／カントリー ロード（同二）／ Tonight ／ Oh Happy Day 【器楽】Happy Birthday To You ／ホローポによるリズムゲーム／威風堂々／ Imagine

15
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ピアノ伴奏

原語歌詞の朗読・リズム読み

※ここに掲載されているコンテンツの画像は開発中のものです。内容やデザインなどは変更になる場合があります。

《Happy Birthday to You》のリズム読み《Heidenröslein》（野ばら）の朗読

外国語歌曲は、朗読やリズム
読みで、ネイティヴの発音を

確認・練習できます！

歌唱教材は
全曲に伴奏音源あり！

二次元コードコンテンツ
充実した学習をサポートするさまざまな二次元コードコンテンツを約250点用意しました。歌唱教材のピアノ伴奏、
外国語曲の原語歌詞の朗読やリズム読み、器楽教材の範奏動画はもちろん、西洋音楽、世界の諸民族の音楽、日本
音楽の鑑賞に役立つ動画などを豊富に収録しています。

歌 唱

器 楽

楽器の奏法

範奏動画

ギターのチューニング 三味線の奏法

《練習曲第１番　ハ長調》範奏

ギターや和楽器には
チューニングや奏法などの
解説動画を用意しました。

ギターの演奏動画には
手元のアップあり！

弾き方の確認ができます。

ご要望の
多かった

リズム読みを
新設 !
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ピアノ伴奏音源 Sur le Pont d’Avignon（アヴィニョンの橋の上で） O Tannenbaum（もみの木） 金毘羅船々
翼をください Les Anges dans nos Campagnes（荒れ野に御使い） Sandmännchen（眠りの精） 渡りザウ
練習曲第１番 Hymne à l’amour（愛の讃歌） Heidenröslein（野ばら：シューベルト） てぃんさぐぬ花
魔法みたいに Les Champs-Élysées（オー・シャンゼリゼ） Heidenröslein（野ばら：ヴェルナー） 日本音楽の手本動画
ひまわりの約束 Habanera（ハバネラ） Auf Flügeln des Gesanges（歌の翼に） 陵王／其駒
楽譜を読もう 경기아리랑 (京畿アリラン) Sur le Pont d’Avignon（アヴィニョンの橋の上で） 呂中干／高砂／羽衣
花 반달 (半月) Les Anges dans nos Campagnes（荒れ野に御使い） 寄せの合方／鈴太鼓
夏の思い出 茉莉花(まつり花) Hymne à l’amour（愛の讃歌） 鑑賞動画
赤とんぼ 老鼠爱大米(ねずみは米が好き)  Les Champs-Élysées（オー・シャンゼリゼ） ルーパク・タールの手拍子
冬景色 ハルモニア・ステップス Habanera（ハバネラ） イェリ
この道 Viva la musica（音楽バンザイ） An die Freude（歓喜の歌） バンドゥーラ
翼 Dona nobis pacem（平和をわれらに） 合唱パート別音源 メレ・オリ
ほしと たんぽぽ 故郷 ハルモニア・ステップス アザーン
さびしいカシの木 An die Freude（歓喜の歌） 器楽の演奏サポート動画 ジャワ・ガムラン
Happy Birthday to You 大地讃頌 In どっどど イタラケのお祭り
Blowin’ in the Wind（風に吹かれて） 練習曲Ⓐ〜Ⓔ ばらの花 ポロネーズ第６番《英雄》
Imagine 木星 器楽の解説 ・ 演奏動画 ラ・カンパネッラ／愛の夢 第３番
Seasons of Love 発音練習動画 ギター（構え方・チューニング・TAB譜の読み方など） その他資料
Santa Lucia（サンタ・ルチア） イタリア語で歌おう 箏（柱の立て方・調弦・爪の当て方など） 音楽って何だろう？　さまざまな回答
Bella ciao（やあ 娘さん） ドイツ語で歌おう 篠笛（構え方・指孔のふさぎ方など） 音楽って何だろう？　ワークシート
Caro mio ben（いとしの わがきみ） フランス語で歌おう 三味線（ばちの持ち方・構え方・奏法） 魔法みたいに：作者のメッセージ
Nessun dorma（誰も寝てはならぬ） 朗読 ・ リズム読み動画／音源 三線（楽器の解説・構え方と奏法） ひまわりの約束：作者のメッセージ
’O sole mio（我が太陽） Happy Birthday to You 範奏動画 音楽って何だろう？　ポピュラー音楽探求
O Tannenbaum（もみの木） Santa Lucia（サンタ・ルチア） 練習曲第１番 ハ長調 A Whole New World：オーケストラ伴奏
Sandmännchen（眠りの精） Bella ciao（やあ 娘さん） 練習曲 イ短調 音楽って何だろう？　リズム
Heidenröslein（野ばら：シューベルト） Caro mio ben（いとしの わがきみ） 箏曲《六段の調》から〈初段〉 コード表：実演
Heidenröslein（野ばら：ヴェルナー） Nessun dorma（誰も寝てはならぬ） 鼓動の舞 日本各地の民俗芸能
Auf Flügeln des Gesanges（歌の翼に） ’O sole mio（我が太陽） かごめ かごめ 著作権

こちらから、実際のコンテンツをご視聴いただけます。

雅楽《其駒》の手本

ジャワ・ガムランの解説〈ラ・カンパネッラ〉演奏

日本音楽の鑑賞は、絵譜を
見ながら音源を聴ける動画
で手厚くサポートします。

西洋音楽や世界の諸民族の音楽の動画も用意しています。

鑑 賞

日本音楽の手本動画

鑑賞動画

二次元コードコンテンツ一覧
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セット内容　定価未定

研究資料編 楽譜資料編 指導用・鑑賞用 CD
授業の流れの例や、指導のヒント
など、授業を多角的にサポートする
資料を充実させています。各教材
の詳しい解説はもちろん、西洋音
楽史や日本音楽史の基礎知識の確
認に最適な資料も収録しています。

歌唱教材の伴奏譜の他、簡易伴奏
譜や移調譜、別の編曲なども取り
上げ、学校の実態に対応できるよ
う配慮しています。また、教科書
の教材に関連した参考曲や、鑑賞
教材の楽譜も掲載しています。

歌唱と器楽の教材の範奏、
原語歌詞の朗読、ピアノ
伴奏、鑑賞教材の音源を
収録しています。

指 導 書

カトカトーン

教師用 WEB コンテンツ

高音質なサウンドの音楽制作ができる、無料の Web アプリケーションを開発しました。制作した音楽を保存して
学習支援ソフトウェアで共有することができます。個別最適な学びに対応した質の高い ICT 活用で、充実した創作
活動を実現します。

さらに、学習を支援するコンテンツを用意しました。ホームページから自由にご利用いただくことができます。

こちらから、
詳しい説明をご覧いただけます。

楽しく感覚的に操作できる
初心者でも分かりやすい設計

視覚的に分かりやすく
楽曲の構造を分解・分析

● 教科書の二次元コードコンテンツへのリンク ● カトカトーンのサンプルファイル（ktk）
● 各教材のワークシート（Word・PDF） ● 各教材のテスト（Word・PDF）
● 教科書掲載曲の動画や音源を集めた YouTube などのプレイリストへのリンク

※ここに掲載されている内容は現在準備中です。内容が変更になる場合があります。
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検討の観点別に見た特色
観 点 教 科 書 の 特 色

範
囲

●取り扱う内容の範囲は、学習指導要領の目
標及び内容によっているか。

●幅広いジャンルから厳選された教材によって必要な内容が十分に扱われており、音楽科の目標を達
成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

●教材は、生徒の心身の発達段階や能力の実
態に適応しているか。

●歌唱教材においては生徒の感性の発達段階に応じた楽曲を、器楽教材においては技術的に平易な楽
曲を取り上げている。創作教材においては、生徒が取り組みやすい内容で、活動の手順を具体的に
示している。また、鑑賞教材においては鑑賞のポイントを明確に示すなど、生徒の能力の実態に即
した適切な内容になっている。

内

容

●教材の選択及び扱いは、学習指導を進める
うえで適切であるか。

●明確な学習の観点のもと、幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意されており、
生徒が、自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することができるとともに、音楽の多様性を
理解し、音楽的な見方・考え方を働かせ、音楽のよさや美しさを自ら味わい、音楽文化に親しむ態
度を養うことができるよう配慮されている。

●育成を目指す資質・能力の三つの柱を踏ま
えて、基礎的・基本的な学力の定着につい
て適切な配慮がなされているか。

●教材の内容は、三つの柱（「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」）
と相互に関連付けられており、さまざまな参考資料を収録して、基礎的・基本的な内容を学習でき
るよう工夫されている。また、鑑賞においては楽曲の構成や文化的・歴史的背景が分かりやすく解
説されており、確実に学習活動が進められるよう配慮されている。

●説明文やイラスト、写真などは、学習指導
を進めるうえで適切であるか。

●説明文は平易な言葉で書かれており、その配置も工夫されている。
●イラストや写真の取り上げ方はアイディアにあふれ、音楽的な見方・考え方の育成や知的理解の深

化に配慮されている。

●「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
て、配慮や取り組みはなされているか。

●教材には、表現する際のポイントや、音楽の背景にある社会や文化についての解説が設けられており、
表現の工夫や音楽の理解を促すとともに、生徒の興味・関心を引き出し、「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けて取り組めるよう工夫がなされている。

●創作活動においては、小学校、中学校における「音楽づくり」「創作」の学習内容を踏まえて、時間的、
能力的に無理なく取り組める教材が具体的な手順を示して取り上げられており、生徒の能力に応じ
て柔軟な指導を進められるよう配慮されている。

●鑑賞活動においては、明確な鑑賞ポイントや資料を示し、音楽実践の活動も含めた多角的な視点か
ら音楽の魅力に自ら気付けるよう工夫されている。

●我が国や郷土の伝統音楽及び音楽文化に対
する配慮がなされているか。

●歌唱教材においては、古くから歌い継がれている曲を複数取り上げ、器楽教材においては楽器の奏
法などについて唱

しょう

歌
が

を伴って分かりやすく解説している。また、鑑賞教材においては雅楽、能、歌
舞伎を中心とした日本の伝統音楽や各地の民俗芸能などを取り上げており、生活や社会の中の音や
音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成できるよう配慮されている。

構

成

●小学校、中学校における学習内容との系統性、
一貫性について配慮されているか。

●小学校、中学校の義務教育における音楽科の目標を継承し、発展した内容の教科書となっている。
●歌い継いでいきたい日本の歌が、小学校、中学校から一貫して取り上げられている。

●各学校や生徒の実態に応じた学習指導計画
を立てるための配慮がなされているか。

●芸術歌曲やクラシック音楽だけでなく、ポピュラー音楽やミュージカル、民族音楽などさまざまなジャ
ンルの音楽を教材として取り上げており、学習の深化や相互の関連付けを容易に行うことができ、
各学校や生徒の実態に応じた柔軟な学習指導計画を立てられるよう配慮されている。

●教材が系統的・発展的に配置されており、確実に学習が進められるよう配慮されている。

●教材の配列は適切であるか。 ●領域や分野ごとに平易な曲を中心として教材が配列されており、学習の理解や深化を図りやすいよ
う配慮されている。

●教材の分量は適切であるか。 ●厳選された教材が過不足ない分量で扱われており、各学校や生徒の実態に応じて柔軟に対応できる
よう配慮されている。

人

権

●国際理解、情報、環境、人権教育などに配
慮されているか。

●全体を通して、人権教育について適切に配慮されている。また、歌唱教材や鑑賞教材においても、
諸外国の音楽文化に対する理解を深めることができるよう配慮されている。

●音楽に関する知的財産権については、「音楽をつくる人、使う人、伝える人、楽しむ人」と題し、分
かりやすく解説されている。

体

裁

●全体の体裁は教科書として適切であるか。 ●A4判で楽譜が見やすく、紙面のレイアウトも統一感があり、教科書として適切なものとなっている。
●教科書の内容をイラストで表現した表紙からも高校生に向けてのメッセージが感じられるよう工夫

されており、音楽に親しみやすい体裁となっている。

●印刷・製本などは適切であるか。 ●カラーページと２色ページに分かれたすっきりした紙面構成を採用しており、 楽譜、文字、イラスト、
写真などの印刷の発色もよく、鮮明なものとなっている。

●製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
●再生紙を使用し、リサイクル可能な表紙加工を施すなど、環境にも十分に配慮がなされている。

●ユニバーサルデザインへの配慮がなされて
いるか。

●全体に区別しやすい配色を用いながら、学習上の必要に応じて形状や濃度を違えるなど、確実に識
別できるよう配慮されている。

総
合
所
見

　多様な音楽文化についての理解を深め、音楽的感性を育むために適切な教材が厳選されている。確実に学習を進められるよう、系統的・発展的に教
材が配置されている。主体的な学習活動を促すために、生徒が自ら体を動かして行う活動が随所に配置され、音楽的学びを深められるよう配慮され
ている。二次元コードによって、楽器の奏法や、外国語歌曲の歌詞の発音などを視聴することができ、自宅での予習や復習も効果的に行うことが可
能となっている。
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音楽鑑賞DVD
　日本の伝統芸能編
●DVD１枚／収録時間126分
●雅楽、琵琶楽、能楽、文楽、　
　歌舞伎から14演目（曲）を収録

高等学校音楽鑑賞DVD
　民族編
●DVD１枚／収録時間148分
●38か国、59曲を収録
● 民族音楽研究家、江波戸昭先生の解説付き

音楽鑑賞Blu-ray Disc
　世界の民族音楽
●Blu-ray１枚／収録時間202分
●49か国、86曲を収録
● 全ての映像について、各分野の研究者によるライナーノーツ付き

教科書に掲載されている「日本の伝統音楽」及び「世界の諸民族の音楽」の授業の参考となる資料を販売しています。
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令和８年度『高校生の音楽１』に
関する詳細や、年間指導計画など
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ページからご覧いただけます。


